
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

貝島太市の「米国石炭鉱業一班」・「英国炭坑視察
要録」

諸原, 真樹
福岡大学 : 非常勤講師

https://doi.org/10.15017/6779661

出版情報：エネルギー史研究 : 石炭を中心として. 38, pp.55-94, 2023-03-25. 九州大学附属図書館付
設記録資料館産業経済資料部門
バージョン：
権利関係：



― 55 ―

解
題

貝
島
鉱
業
株
式
会
社
の
創
業
者
、
貝
島
太
助
の
四
男
太
市
は
、
兄
健
次
（
太
助
三

男
）
と
共
に
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
八
月
か
ら
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年

九
月
ま
で
の
約
二
年
間
、
欧
米
（
主
に
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
）
へ
遊
学
し
た
。
本

資
料
は
、
貝
島
太
市
が
洋
行
の
際
に
視
察
・
調
査
し
た
米
国
と
英
国
の
石
炭
産
業
（
炭

鉱
会
社
な
ど
）
に
関
す
る
報
告
書
で
、
数
回
に
わ
た
っ
て
『
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
月

報
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二
人
が
洋
行
し
た
克
明
な
記
録
は
、
健
次
が
書
い
て
お
り
、
現
在
、「
洋
行
日
記
」

と
し
て
残
っ
て
い
る
。
出
発
か
ら
帰
国
ま
で
の
健
次
の
日
々
の
備
忘
録
が
６
冊
に
分

け
ら
れ
、
ほ
ぼ
毎
日
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
太
市
の
方
は
、
日
記
の
類
を
書
い

て
い
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
健
次

の
「
洋
行
日
記
」
お
よ
び
洋
行
の
経
緯
に
関
し
て
は
、
村
長
有
子
「
貝
島
健
次
「
洋

行
日
記
３
」
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
七
）
が
紹
介
し
て
い
る
。

で
は
、
貝
島
健
次
・
太
市
の
洋
行
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
記
し
て
お
く
。
健
次

（
１
）

（
２
）

（
３
）

と
太
市
は
、
明
治
四
十
年
、
実
父
貝
島
太
助
か
ら
、
二
人
を
「
米
国
へ
留
学
せ
し
め

各
将
来
其
目
的
と
定
む
る
学
理
と
実
業
と
研
鑽
」
さ
せ
る
た
め
に
、
貝
島
家
の
家
憲

の
策
定
を
し
て
い
た
井
上
馨
が
依
頼
を
受
け
、
ま
ず
は
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
健
次
は
満
二
十
六
歳
（
こ
の
頃
は
太
助
の
弟
嘉
蔵
の
養
子
）

で
、
東
京
高
等
工
業
学
校
を
卒
業
し
、
貝
島
鉱
業
合
名
会
社
大
辻
炭
砿
副
長
を
務
め

て
い
た
。
太
市
は
満
二
十
五
歳
で
、
東
京
高
等
商
業
学
校
を
中
退
し
た
後
（
在
学
中

に
井
上
馨
の
甥
鮎
川
義
介
の
妹
フ
シ
と
結
婚
）、
三
井
物
産
神
戸
支
店
に
勤
務
し
、
そ

の
後
、
洋
行
の
た
め
に
退
職
し
た
。

留
学
の
監
督
と
な
っ
た
井
上
馨
か
ら
は
、「
貝
島
健
次
同
太
市
留
学
に
付
各
守
す
べ

き
条
項
」
が
出
さ
れ
、
二
人
は
明
治
四
十
年
八
月
に
横
浜
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
向
け
て

旅
立
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
留
学
生
活
は
、
井
上
馨
の
依
頼
を
受
け
た
三
井
物
産
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
福
井
菊
三
郎
が
現
地
で
の
監
督
と
な
り
、
三
井
物
産
紐
育
支

店
が
二
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
持
っ
た
。

洋
行
の
行
程
を
概
略
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
健
次
の
記
録
だ
が
、

一
緒
で
あ
っ
た
太
市
も
同
じ
と
み
て
よ
い
。
た
だ
し
、
細
々
し
た
行
動
や
下
宿
先
な

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

【
資
料
紹
介
】
貝
島
太
市
の
「
米
国
石
炭
鉱
業
一
班
」・「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
」

諸

原

真

樹
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ど
の
寝
泊
ま
り
は
基
本
的
に
別
で
あ
っ
た
。

行
程
一
覧
（
貝
島
健
次
「
洋
行
日
記
１
～
６
」
よ
り
作
成
）

①
明
治
四
十
年
八
月　
　

�

八
月
十
三
日
、
横
浜
港
か
ら
太
平
洋
航
路
で
シ
ア
ト
ル
に

向
け
て
出
発
（
直
方
出
発
は
七
月
十
七
日
）

②
明
治
四
十
年
九
月　
　

�
シ
ア
ト
ル
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
へ
到
着
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
で
下
宿
。
九
月
十
九
日
、
健
次
の
み
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
か
ら
少
し
離
れ
た
（
北
西
部
）
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
メ
イ
ウ
ッ
ド
（M

ayw
ood

）
へ
引
っ
越
し
、
こ
こ
を
滞

在
地
と
す
る
。
十
月
初
旬
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
に
て
炭

鉱
視
察

③
明
治
四
十
年
十
二
月　

�

避
寒
の
た
め
、
フ
ロ
リ
ダ
州
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
（St. 

A
ugastine

）
へ
移
住

④
明
治
四
十
一
年
五
月　

�

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
に
戻
り
、
滞
在

⑤
明
治
四
十
一
年
七
月　

�

井
上
馨
の
許
可
を
得
て
、
イ
ギ
リ
ス
へ
出
発
。
ロ
ン
ド
ン

市
北
部
の
ハ
ム
ス
テ
ッ
ド
（H

am
pstead

）
に
滞
在
す
る

⑥
明
治
四
十
一
年
九
月　

�

カ
ー
デ
ィ
フ
（C

ardiff

）
近
郊
の
ペ
ナ
ー
ス
（Penarth
）

に
滞
在
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
（W

ales

）
周
辺
の
炭
鉱
視
察
な
ど

を
実
施

⑦
明
治
四
十
二
年
三
月　

�

ペ
ナ
ー
ス
を
出
発
し
、
イ
ギ
リ
ス
周
遊
の
旅
、
五
月
に
ロ

ン
ド
ン
へ
帰
着

⑧
明
治
四
十
二
年
五
月　

�

ロ
ン
ド
ン
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
観
光
旅
行
（
パ
リ
、
ロ
ー

マ
、
ウ
ィ
ー
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
な
ど
）
へ
出

発
。
八
月
に
ロ
ン
ド
ン
へ
帰
着

⑨
明
治
四
十
二
年
八
月　

�

ロ
ン
ド
ン
を
出
発
、
マ
ル
セ
イ
ユ
よ
り
乗
船
。
八
月
二
十

一
日
、
帰
国
の
た
め
出
航
（
ス
エ
ズ
運
河
航
路
）、
九
月
二

十
九
日
に
横
浜
着
。
貝
島
本
家
の
あ
る
直
方
へ
は
十
月
三

日
着

期
間
を
大
別
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
（
②
～
④
）
滞
在
期
間
は
約
十
ヶ
月
、
イ
ギ
リ

ス
（
⑤
～
⑦
）
滞
在
期
間
は
約
十
ヶ
月
半
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
周
遊
期
間
（
⑧
）
が

約
二
ヶ
月
半
、
そ
し
て
、
日
本
間
の
往
復
路
（
①
・
⑨
）
が
約
二
ヶ
月
と
な
る
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
る
際
、
日
本
に
い
る
井
上
馨
が
ア
メ
リ
カ
で
の
語

学
実
習
を
重
視
し
た
た
め
、
な
か
な
か
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、
さ
ら
に

許
可
が
遅
れ
て
い
た
な
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
滞
在
が
短
く
な
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は

帰
国
の
時
期
が
も
う
少
し
後
に
ず
れ
込
ん
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
二
人
の
帰

国
後
す
ぐ
に
貝
島
家
の
家
憲
制
定
式
（
明
治
四
十
二
年
十
月
十
五
日
、
東
京
井
上
馨

邸
に
て
）
が
催
さ
れ
て
い
る
。
英
国
で
は
三
井
物
産
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
の
渡
辺
専
治

郎
が
監
督
を
引
き
受
け
、
三
井
物
産
紐
育
支
店
の
時
と
同
様
、
二
人
は
ロ
ン
ド
ン
支

店
か
ら
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

次
に
『
筑
豊
石
炭
鉱
業
月
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
貝
島
太
市
の
報
告
書
の
号
数
、
発

行
日
、
掲
載
頁
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
記
事
の
掲
載
情
報
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
「
雑
録
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
米
国
石
炭
鉱
業
一
班
（
一
）」
第
四
巻
第
四
十
四
号
（
明
治
四
十
一
年
二
月
十
五
日

発
行
）　

五
四
～
五
七
頁

「
米
国
石
炭
鉱
業
一
班
（
二
）」
第
四
巻
第
四
十
五
号
（
明
治
四
十
一
年
三
月
十
五
日

発
行
）　

三
六
～
三
九
頁

（
８
）
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「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
一
）」
第
五
巻
第
六
十
六
号
（
明
治
四
十
二
年
十
二
月
十
五

日
発
行
）
三
六
～
四
四
頁

「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
二
）」
第
六
巻
第
六
十
七
号
（
明
治
四
十
三
年
一
月
十
五
日

発
行
）　

三
五
～
四
〇
頁

「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
三
）」
第
六
巻
第
六
十
八
号
（
明
治
四
十
三
年
二
月
十
五
日

発
行
）　

四
六
～
四
九
頁

「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
四
）」
第
六
巻
第
六
十
九
号
（
明
治
四
十
三
年
三
月
十
五
日

発
行
）　

二
六
～
三
〇
頁

「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
五
）」
第
六
巻
第
七
十
号　
（
明
治
四
十
三
年
四
月
十
五
日
発

行
）
五
四
～
五
七
頁

「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
六
）」
第
六
巻
第
七
十
一
号
（
明
治
四
十
三
年
五
月
十
五
日

発
行
）　

三
二
～
三
四
頁

さ
ら
に
米
国
・
英
国
の
記
事
の
見
出
し
構
成
を
み
て
お
く
。
な
お
、「
米
国
石
炭
鉱

業
一
班
」
は
「
▲
」
の
箇
所
を
見
出
し
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

「
米
国
石
炭
鉱
業
一
班
」

（
一
）�

炭
田
の
面
積
、
出
炭
高
、
労
働
者
の
数
、
鉱
夫
一
日
の
採
炭
量
及
賃
銭
、
労

働
時
間
、
休
日
、
鉱
夫
の
監
督
、
沿
革
一
班
、「
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
」
州
の

無
煙
炭
山
、
同
州
無
煙
炭
の
産
額
及
炭
質
、「
ビ
チ
ユ
ミ
ノ
ー
ス
」、
竪
坑
の

構
造
、
坑
内
の
炭
車
、
坑
内
軽
便
鉄
道
路
線
の
幅
、
変
災
死
傷
、
坑
内
運
搬

用
の
馬
匹
、
鉱
夫
作
業
の
手
続
、
選
炭
、
無
煙
炭
の
採
掘
費

（
二
）�

運
搬
及
貯
炭
、
炭
質
、
鉄
道
用
石
炭
数
量
、
骸
炭
原
料
炭
の
含
有
分
量
、
米

国
石
炭
産
額
の
増
加
、
炭
山
の
投
資
額
、
採
掘
費
、
労
働
者
の
人
員
、
鉱
夫

の
賃
金
、
役
員

「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
」

第
一
編　

総
説 ��

 

「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
一
）」
所
収

	

一
、
沿
革　

二
、
炭
田
の
一
般
状
況

	

三
、
雑
則
、
附
記　

英
国
殖
民
地
の
出
来
高

第
二
編　

出
炭
高
使
役
人
員
及
変
災 ��

 

「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
二
）」
所
収

	

一
、
出
来
高　

二
、
使
役
人
員　

三
、
変
災

第
三
編　

坑
口
に
於
け
る
炭
価 ��

 

「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
三
）」
所
収

第
四
編　

運
搬
（
鉄
道
及
運
河
） ��

 

「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
三
）」
所
収

第
五
編　

船
渠
及
輸
出
入 ��

 

「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
四
）」
所
収

	

船
渠
、
輸
出
、
輸
入
、
輸
出
総
額

第
六
編　

船
積
及
汽
船
運
賃 ��

 

「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
五
）」
所
収

	

一
、
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
各
港
に
お
け
る
石
炭
積
込
入
費

	

二
、
石
炭
混
交
費
用　

三
、
船
舶
用
積
込
税
及
陸
上
税

	

四
、
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
港
に
於
け
る
噸
税　

五
、
汽
船
運
賃

第
七
編　

各
国
の
石
炭
輸
入
税 ��

 

「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
五
）」
所
収

第
八
編　

無
煙
炭 ��

 

「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
六
）」
所
収

	

一
、
産
額　

二
、
炭
質　

三
、
商
業
上
の
類
別　

四
、
炭
価　

五
、
輸
出

第
九
編　

骸
炭 ��

 

「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
六
）」
所
収

	
一
、
産
額　

二
、
製
造
業
窯
の
数
（
三
十
九
年
調
）

	

三
、
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
産
の
分
析
結
果　

四
、
輸
出
品
の
価
格

「
米
国
石
炭
鉱
業
一
班
」
は
、（
一
）
の
冒
頭
に
「
本
編
は
在
米
中
な
る
貝
嶋
鉱
業
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会
社
の
貝
島
太
市
が
、
十
一
月
十
七
日
付
に
兄
栄
三
郎
氏
に
宛
て
た
る
書
信
中
の
一

節
」
と
あ
る
よ
う
に
、
貝
島
栄
三
郎
（
太
助
長
男
）
に
宛
て
た
書
簡
（
貝
島
鉱
業
へ

の
報
告
書
も
兼
ね
て
い
る
）
を
記
事
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
健
次
・
太
市
が
ア
メ
リ

カ
に
滞
在
し
て
い
る
時
（「
行
程
一
覧
」
②
の
時
期
）
に
「
米
国
石
炭
鉱
業
一
班
」（
書

簡
）
は
送
ら
れ
、
翌
年
（
明
治
四
十
一
年
）
の
二
月
と
三
月
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ

た
。
一
方
、「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
」
は
、
帰
国
（
明
治
四
十
二
年
九
月
）
の
後
に
記

事
に
な
っ
て
お
り
、「
米
国
石
炭
鉱
業
一
班
」
よ
り
も
分
量
が
多
く
、
見
出
し
構
成
も

整
っ
て
い
る
。
太
市
が
帰
国
後
に
、『
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
月
報
』
の
読
者
に
向
け
、

時
間
を
掛
け
て
執
筆
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
六
）」
の
最
後
に
は
「
本
編
の
原
稿
に
は
尚
幾
多
の

調
査
表
あ
り
、
頗
ふ
る
詳
密
な
る
観
察
を
試
み
た
る
も
の
な
れ
と
も
、
諸
材
料
掲
載

の
都
合
に
依
り
、
時
に
省
略
せ
し
も
の
多
か
り
し
は
遺
憾
」
と
締
め
ら
れ
、
太
市
の

原
稿
に
は
、
掲
載
分
以
外
に
も
英
国
時
の
調
査
資
料
を
記
載
し
て
い
た
こ
と
が
示
唆

さ
れ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
、
貝
島
側
に
は
こ
れ
ら
の
資
料
を
一
式
提
出
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。「
洋
行
日
記
」
に
は
、
健
次
が
報
告
書
の
類
を
貝
島
家
へ
送
っ
て
い

る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。

さ
て
、「
米
国
石
炭
鉱
業
一
班
」
の
前
文
に
「
過
日
中
八
日
を
費
し
、
当
国
「
ペ
ン

シ
ル
バ
ニ
ヤ
」
州
無
煙
炭
坑
の
見
学
に
出
か
け
申
候
」
と
書
か
れ
て
い
る
通
り
、
栄

三
郎
へ
書
簡
が
送
ら
れ
た
前
の
月
（
明
治
四
十
年
十
月
初
旬
）、
健
次
・
太
市
は
、
ペ

ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
の
炭
鉱
を
廻
る
視
察
旅
行
に
出
か
け
て
い
る
。
健
次
の
妻
竹
子
へ

の
書
簡
に
は
、
十
月
二
十
一
日
に
同
州
ス
ク
ラ
ン
ト
ン
（Scranton

）
市
内
（
無
煙

炭
を
産
出
す
る
米
国
有
数
の
産
炭
地
）
を
訪
れ
、
二
十
四
日
に
は
ウ
ィ
ル
ク
ス
バ
リ

（W
ilkes-B

arre

）
市
内
の
炭
鉱
を
視
察
・
調
査
し
た
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
書
簡
か
ら
一
部
抜
粋
す
る
と
、「
ス
ク
ラ
ン
ト
ン
と
称
す
る
筑
豊
の
直
方
の
如
き
無

（
９
）

煙
炭
の
中
心
点
に
到
着
仕
り
候
、
二
日
間
近
く
の
炭
山
を
見
物
し
仕
り
、
見
る
物
毎

に
驚
く
事
の
み
に
て
殊
に
感
心
せ
し
は
坑
夫
其
他
の
労
働
者
の
温
順
な
る
事
に
て

吾
々
が
坑
内
に
入
り
て
も
決
し
て
失
敬
な
事
は
露
程
せ
ず
質
問
す
れ
ば
丁
寧
に
説
明

致
し
呉
れ
候
」
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
視
察
で
炭
鉱
関
係
の
書
籍
な
ど
も
数
冊
購
入

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
資
料
に
し
て
、
栄
三
郎
へ
の
書
簡
（「
米
国
石
炭
鉱
業
一
班
」）

を
書
い
た
よ
う
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
か
ら
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
（W

ales

）
を
中
心
に
様
々
な
炭
鉱
地

を
廻
っ
て
い
る
。
特
に
カ
ー
デ
ィ
フ
（C

ardiff

）
近
郊
の
ペ
ナ
ー
ス
（Penarth

）
は
、

留
学
期
間
に
お
い
て
長
期
の
滞
在
と
な
っ
た
（「
行
程
一
覧
」
⑥
を
参
照
）。
健
次
が

送
っ
た
竹
子
へ
の
書
簡
に
は
、
明
治
四
十
一
年
十
二
月
十
二
日
、
ス
ウ
ォ
ン
ジ
ー

（Sw
ansea

）
に
あ
る
「
無
煙
炭
坑
」（
正
確
な
場
所
は
不
明
）
を
太
市
と
一
緒
に
訪

れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
健
次
・
太
市
はM

r. D
aves

な
る

人
物
（
カ
ー
デ
ィ
フ
大
学
の
関
係
者
ヵ
）
と
頻
繁
に
会
っ
て
お
り
、
彼
の
紹
介
で
よ

く
炭
鉱
を
廻
り
、
カ
ー
デ
ィ
フ
大
学
で
彼
が
お
こ
な
っ
て
い
る
鉱
山
学
の
レ
ク
チ
ャ
ー

も
受
講
し
て
い
た
。
太
市
の
「
英
国
炭
坑
視
察
要
録
」
もM

r. D
aves

か
ら
の
知
見

が
大
い
に
役
立
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

『
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
月
報
』
に
太
市
が
寄
稿
し
た
「
米
国
石
炭
鉱
業
一
班
」・「
英

国
炭
坑
視
察
要
録
」
は
、
健
次
と
共
に
二
年
間
か
け
て
米
国
・
英
国
の
炭
鉱
産
業
を

視
察
・
調
査
し
た
成
果
物
で
あ
り
、
ま
た
他
に
発
表
さ
れ
た
形
跡
が
無
い
た
め
、
二

人
の
洋
行
に
関
す
る
報
告
書
と
し
て
は
、
公
表
さ
れ
た
唯
一
の
も
の
と
し
て
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
健
次
が
作
成
し
た
調
査
報
告
書
「
北
部
東
部
の
炭
砿
業
一

班
（
一
九
〇
七
年
）
在
米
国
貝
島
健
次
」
は
、
そ
の
写
し
が
宮
若
市
石
炭
記
念
館
に

写
し
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
『
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
月
報
』
に
は
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
。
太
市
が
、
米
・
英
に
お
け
る
石
炭
産
業
の
概
況
か
ら
石
炭
市
場
や

（
10
）

（
11
）



― 59 ―

労
務
管
理
な
ど
に
関
し
て
ま
と
め
、
健
次
は
採
炭
法
、
運
炭
法
な
ど
技
術
に
重
き
を

置
い
た
報
告
を
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
分
野
で
調
査
を
分
け
た
と
こ
ろ
が
見

受
け
ら
れ
る
。
健
次
の
報
告
書
に
関
し
て
は
、
今
後
の
調
査
課
題
と
し
た
い
。

注
（
1
）		

『
九
州
石
炭
砿
業
史
資
料
目
録　

第
八
集
』（
西
日
本
文
化
協
会
、
一
九
八
二
年
、
八

～
一
〇
頁
）、『
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
月
報
』
は
、
明
治
十
八
年
四
月
福
岡
県
布
達
第
三

十
四
号
同
業
組
合
準
則
に
拠
り
組
織
さ
れ
た
「
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
」
の
機
関
誌
で
、

明
治
三
十
七
年
七
月
に
創
刊
。

（
2
）		

貝
島
健
次
「（
仮
）
洋
行
日
記
１
～
６
」
は
、
現
在
「（
仮
）
洋
行
日
記
３
」（
福
岡
市

総
合
図
書
館
所
蔵
「
高
宮
貝
島
本
家
資
料
（
追
加
分
三
）」
一
四－

二
）
の
み
が
福
岡
市

総
合
図
書
館
に
所
蔵
・
公
開
（
マ
イ
ク
ロ
閲
覧
）
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
は
個
人
所
蔵
。

（
3
）		

村
長
有
子
「
貝
島
健
次
「
洋
行
日
記
３
」
に
つ
い
て
」『
福
岡
市
総
合
図
書
館
研
究
紀

要
一
七
号
』（
福
岡
市
総
合
図
書
館
、
二
〇
一
七
年
）

（
4
）		

「
貝
島
太
助
翁
伝
（
稿
本
）」『
石
炭
研
究
資
料
叢
書
（
第
二
〇
輯
）』（
九
州
大
学
石
炭

研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
九
年
）、
一
九
三
頁
。

（
5
）		

福
岡
市
総
合
図
書
館
所
蔵
「
高
宮
貝
島
本
家
資
料
（
追
加
分
三
）
一
」
主
人
履
歴
書

所
収
、
貝
島
健
次
「
履
歴
書
」。

（
6
）		

畠
中
茂
朗
『
貝
島
炭
礦
の
盛
衰
と
経
営
戦
略
』（
花
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）、
四
八
頁

お
よ
び
巻
末
年
表
。

（
7
）		

前
掲
「
貝
島
太
助
翁
伝
（
稿
本
）」
所
収
「
貝
島
健
次
同
太
市
留
学
に
付
各
守
す
べ
き

条
項
」、
一
九
三
頁
。

（
8
）		

前
掲
「
貝
島
太
助
翁
伝
（
稿
本
）」、
一
九
四
頁
。

（
9
）		

福
岡
市
総
合
図
書
館
所
蔵
「
高
宮
貝
島
本
家
資
料
（
追
加
分
二
）
二
二
四
」
書
簡
（
明

治
四
十
年
十
月
二
十
六
日
、
貝
島
健
次
発
信
、
貝
島
竹
子
宛
）

（
10
）		

福
岡
市
総
合
図
書
館
所
蔵
「
高
宮
貝
島
本
家
資
料
（
追
加
分
二
）
二
六
一
」
書
簡
（
明

治
四
十
二
年
十
二
月
十
二
日
、
貝
島
健
次
発
信
、
貝
島
竹
子
宛
）

（
11
）		

貝
島
健
次
「（
仮
）
洋
行
日
記
４
」
に
よ
る
と
、M

r. D
avies

に
関
す
る
記
述
は
、
一

九
〇
八
年
十
二
月
か
ら
確
認
さ
れ
る
。

凡
例

一
、�

旧
字
体
は
基
本
的
に
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
一
部
の
漢
字
は
原
文
の

ま
ま
と
し
た
。

二
、�

句
読
点
は
、
な
る
べ
く
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

三
、�

本
文
に
は
所
々
、
傍
点
や
そ
れ
に
類
す
る
「
○
○
」「
▲
▲
」
な
ど
が
文
字
の
横

に
付
記
さ
れ
て
い
る
が
、
読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
割
愛
し
た
。

四
、�

本
資
料
に
出
て
く
る
諸
外
国
の
地
名
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
表
記
と
そ
ぐ
わ
な

い
も
の
も
あ
る
が
、
原
文
の
ま
ま
と
し
、
一
部
わ
か
り
に
く
い
も
の
は
、
現
在

の
表
記
を
付
記
し
た
。
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米
国
石
炭
鉱
業
一
班
（
一
）  

　
　
　
　
　
　
　

在
米　

貝
島
太
市

本
編
は
在
米
中
な
る
貝
嶋
鉱
業
会
社
の
貝
島
太
市
が
、
十
一
月
十
七
日
付
に
て
兄
栄

三
郎
氏
に
宛
て
た
る
書
信
中
の
一
節
な
り
、
今
同
氏
の
承
諾
を
得
て
左
に
掲
ぐ
、
他

山
の
石
、
亦
以
て
我
が
鉱
業
者
の
参
考
た
る
も
の
多
か
る
べ
き
を
信
す
る
也

�

（
編
者
識
す
）

先
便
御
約
束
申
上
候
通
り
、
過
日
中
八
日
を
費
し
、
当
国
「
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ヤ
」
州

無
煙
炭
坑
の
見
学
に
出
か
け
申
候
、
今
右
の
一
遊
に
依
り
て
得
た
る
見
聞
の
大
要
を

略
記
し
て
電
覧
に
供
し
候
、
御
参
考
の
一
助
と
も
相
成
候
は
ヾ
大
幸
の
至
に
存
候
。

▲
炭
田
の
面
積　
　

米
国
炭
田
の
総
面
積
は
九
十
万
平
方
哩
に
し
て
、
長
さ
一
千
五

百
哩
、
幅
六
白
哩
あ
り
、
其
の
幅
員
は
実
に
欧
州
大
陸
の
半
都
に
相
当
致
候
、
此
の

一
事
以
て
米
国
か
世
界
の
産
炭
地
た
る
を
知
ら
る
べ
き
資
料
と
存
候

▲
出
炭
高　
　

米
国
の
出
炭
高
が
凪
に
英
国
を
凌
駕
し
、
世
界
の
第
一
位
を
占
め
居

る
事
は
、
今
更
ら
に
繰
り
返
す
の
要
な
し
、
昨
年
（
即
明
治
三
十
九
年
）
の
出
炭
高

は
約
四
億
二
三
千
萬
噸
に
し
て
、
其
の
前
年
は
三
億
六
千
二
百
万
噸
を
産
せ
し
と
い

へ
は
、
即
二
割
の
増
加
を
示
せ
し
割
合
に
御
座
候
、
此
の
一
ヶ
年
の
出
炭
は
、
三
百

五
十
尺
の
深
さ
あ
る
海
上
に
、
一
哩
平
方
の
陸
地
を
作
く
る
に
足
る
可
し
と
の
こ
と

に
御
座
候
、
本
邦
の
出
炭
高
が
僅
に
一
千
三
百
万
噸
内
外
な
る
に
較
ふ
れ
は
、
実
に

驚
く
可
き
数
量
に
有
之
、
爾
か
も
此
の
出
炭
の
多
く
が
皆
自
国
内
に
て
消
費
さ
れ
、

現
に
桑
港
附
近
の
如
き
は
、
我
日
本
炭
の
輸
入
を
さ
へ
仰
き
居
る
は
、
当
国
工
業
の

盛
大
を
窺
う
可
き
一
例
に
有
之
、
何
と
な
く
羨
ま
し
く
感
せ
ら
れ
申
候
、
試
に
人
口

一
人
に
対
す
る
石
炭
消
費
高
を
比
較
す
れ
は
、
日
本
の
一
人
平
均
〇
噸
二
六
な
る
に

比
し
、
米
国
は
一
人
平
均
五
噸
〇
〇
に
相
当
致
候
、
此
の
比
較
即
十
九
倍
強
は
、
彼

我
文
明
の
度
を
代
表
せ
る
も
の
と
も
見
る
可
き
か
と
存
せ
ら
れ
候
。

▲
労
働
者
の
数　
　

三
年
前
の
調
査
に
依
れ
は
全
国
石
炭
山
の
労
働
者
は
、
合
計
四

十
八
万
五
千
人
に
し
て
、
内
純
然
た
る
坑
夫
十
四
万
五
千
人
あ
り
、
其
他
は
所
謂
雑

種
の
労
働
に
従
事
す
る
も
の
に
有
之
候
、
而
し
て
女
子
が
一
人
だ
も
使
用
さ
れ
さ
る

と
、
幼
年
者
の
極
め
て
少
数
な
る
二
事
は
、
殊
に
目
立
ち
申
候
、

▲
常
国
に
て
は
鉱
長
以
下
の
役
員
を
始
め
、
鉱
夫
に
至
る
ま
で
、
健
康
試
験
と
共
に

学
術
試
験
を
経
る
こ
と
と
し
、
夫
れ
〳
〵
免
状
を
有
せ
さ
れ
は
、
一
切
採
用
せ
さ
る

規
程
に
有
之
、
普
通
鉱
夫
は
、
一
人
の
助
手
（
時
に
は
二
人
を
使
用
す
）
を
有
し
、

其
鉱
夫
が
火
薬
、
器
械
、
或
は
徒
手
に
て
採
炭
す
れ
は
、
助
手
（
即
後
山
）
は
之
を

車
（
坑
内
）
に
積
み
入
れ
て
鉱
夫
の
加
勢
を
為
す
こ
と
、
我
が
国
の
後
山
と
一
般
に

し
て
、
此
の
助
手
を
勤
む
る
こ
と
二
年
以
上
に
達
し
、
始
め
て
学
術
試
験
を
受
け
、

一
人
前
の
鉱
夫
と
な
る
こ
と
を
得
る
由
に
御
座
候
、

▲
鉱
夫
一
日
の
採
炭
量
、
及
賃
銭　
　

鉱
夫
一
日
一
人
の
採
炭
量
は
、
平
均
三
噸
乃

至
五
噸
（
一
噸
は
二
千
三
百
四
十
ポ
ン
ド
）
に
し
て
、
一
噸
の
採
掘
賃
は
五
十
五
仙

（
日
本
の
壹
円
十
銭
）
乃
至
六
十
仙
を
通
例
と
し
、
此
の
外
に
石
炭
の
時
価
の
五
分
を

鉱
夫
に
与
ふ
べ
き
法
律
の
規
定
も
有
之
候
、
右
に
付
鉱
夫
一
日
の
賃
銭
は
平
均
二
弗

（
四
円
）
よ
り
四
弗
の
間
に
候
得
共
、
此
の
内
よ
り
助
手
の
賃
銭
と
し
て
約
三
割
内
外

を
支
払
ひ
、
且
つ
総
べ
て
の
道
具
自
弁
な
る
を
以
て
、
其
の
修
繕
等
に
一
ヶ
月
五
十

仙
位
を
要
す
べ
く
、
医
師
に
対
し
て
も
一
ヶ
月
一
弗
（
独
身
な
れ
は
五
十
仙
）
監
量

役
人
に
一
ヶ
月
二
弗
、
油
代
と
し
て
七
十
五
仙
、
火
薬
代
と
し
て
一
弗
五
十
仙
、
此

の
外
「
ピ
ス
」
灯
身
等
一
切
の
費
用
と
し
て
大
凡
三
弗
、
之
に
加
ふ
る
に
家
賃
（
会

社
に
て
鉱
夫
の
家
屋
を
給
し
居
る
は
至
て
少
な
し
、
鉱
夫
は
多
く
町
内
に
下
宿
し
居

れ
り
）
売
物
店
（
会
社
に
て
所
有
す
る
も
の
は
少
な
し
）
の
支
払
等
を
差
引
け
は
幾
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何
の
残
金
も
無
之
候
、
賃
銭
高
き
丈
、
物
価
亦
不
廉
に
候
得
者
、
結
局
手
に
残
る
も

の
は
二
三
割
を
出
で
ざ
る
べ
し
と
の
事
に
有
之
候
。
賃
銭
は
毎
日
伝
票
を
与
へ
置
き

毎
月
二
回
支
払
日
に
現
金
と
引
換
ゆ
る
事
に
致
居
候
。

▲
労
働
時
間　
　

は
朝
七
時
よ
り
午
後
五
時
迄
を
通
例
と
し
、
昼
食
に
一
時
間
を
要

し
候
故
、
実
際
九
時
間
と
相
成
候
、（
何
人
も
同
様
）
但
し
鉱
夫
自
身
に
て
中
途
よ
り

休
業
せ
ん
と
す
れ
は
、
何
時
に
て
も
随
意
に
昇
降
を
許
し
居
候
。

▲
休
日　
　

は
毎
日
曜
日
、
祭
日
、
賃
銭
支
払
日
の
午
後
と
定
め
居
候

▲
鉱
夫
の
監
督　
　

と
し
て
我
筑
豊
の
鉱
夫
係
と
か
、
人
事
掛
と
か
申
す
役
員
な
き

は
、
此
の
国
鉱
業
上
の
一
大
利
益
に
可
有
之
被
為
存
候
、
蓋
し
鉱
夫
に
於
て
、
相
当

の
学
識
あ
る
が
為
め
、
性
質
純
良
、
毫
も
不
穏
の
挙
動
等
無
之
、
役
人
も
亦
之
を
愛

す
る
こ
と
子
の
如
く
、
交
情
極
め
て
円
満
な
る
は
、
此
の
行
第
一
に
敬
服
せ
し
処
に

有
之
候
。

▲
沿
革
一
班　
　

米
国
の
石
炭
は
、
今
を
距
る
こ
と
二
百
二
十
八
年
前
、「
イ
リ
ノ
イ

ス
」
州
「
イ
リ
ノ
イ
ス
」
川
沿
岸
に
て
、
仏
人
の
僧
侶
「
フ
ワ
ザ
ー
ヘ
レ
ネ
ピ
ン
」

な
る
者
に
依
り
、
初
め
て
発
見
さ
れ
し
由
に
て
、
炭
坑
と
し
て
組
織
的
に
採
掘
事
業

を
始
め
し
は
、
約
百
五
十
年
前
即
、
西
歴
一
千
七
百
五
十
年
頃
な
り
趣
に
有
之
、
此

の
歳
初
め
て
「
バ
ア
ジ
ニ
ア
」
石
炭
会
社
が
、「
ゼ
ー
ム
ス
」
川
の
沿
岸
、「
リ
ツ
チ

モ
ン
ド
」
市
の
近
傍
に
開
坑
せ
し
も
の
、
即
ち
其
の
嚆
矢
な
り
し
と
の
事
に
御
座
候
。

　

無
煙
炭
は
そ
の
後
約
十
年
を
経
て
、「
ロ
ー
ド
」
嶋
に
発
見
さ
れ
、
夫
れ
よ
り
世
界

に
有
名
な
る
「
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
」
及
「
ニ
ユ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
に
同
一
の
発
見

あ
り
し
と
の
事
に
御
座
候
、
始
め
此
等
の
無
煙
炭
は
只
「
ス
ト
ー
フ
」
用
と
し
て
、

運
河
の
便
に
依
り
市
中
に
搬
出
さ
れ
、
一
噸
約
十
弗
内
外
（
経
費
約
五
弗
）
に
売
り

し
の
み
に
て
、
工
業
用
と
し
て
は
未
だ
盛
ん
に
使
用
す
る
も
の
な
か
り
し
も
、
一
千

八
百
二
十
五
年
、
始
め
て
「
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ヤ
」
州
に
て
、

鑵
の
焚
料
と
な
せ
し

よ
り
、
漸
次
用
途
を
拡
張
し
、
終
に
現
今
の
如
き
工
業
原
動
力
の
第
一
と
し
て
、
非

常
の
需
要
を
見
る
に
至
り
し
と
の
事
に
有
之
候

▲ 「
ペ
ン
シ
ル
ワ
ニ
ヤ
」
州
の
無
煙
炭
山　
　

は
面
積
四
百
八
十
平
方
哩
に
し
て
、
東

西
南
北
及
ひ
中
央
の
五
部
に
分
ち
居
候
、
聞
く
処
に
依
れ
は
始
め
此
の
地
方
長
さ
百

二
十
哩
、
幅
三
十
哩
の
土
地
を
僅
に
二
千
五
百
弗
に
て
買
入
れ
し
事
有
之
趣
に
候
処
、

今
は
世
界
有
名
の
無
煙
炭
田
と
し
て
、
約
八
十
億
万
円
に
も
値
ひ
す
べ
く
噂
さ
れ
居

る
と
の
こ
と
に
有
之
候
、
何
れ
の
地
も
開
拓
当
時
の
模
様
、
符
を
合
す
る
心
地
致
さ

れ
候
。

▲
同
州
無
煙
炭
の
産
額
及
炭
質　
　

産
額
は
一
ヶ
年
約
五
千
二
百
万
噸
に
有
之
候
、

其
の
炭
塊
を
見
る
に
、
色
黒
く
し
て
鉛
鼠
色
を
帯
ひ
、
美
麗
に
し
て
粉
砕
し
難
く
、

燃
ゆ
る
と
き
は
少
し
の
煙
を
出
す
と
雖
、
中
絶
せ
さ
る
熱
を
与
へ
、
炭
素
は
八
十
五

「
パ
ー
セ
ン
ト
」
よ
り
九
十
二
「
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
含
有
す
、
炭
は
多
く
白
色
に
し
て

時
に
は
赤
色
を
帯
ひ
た
る
も
の
あ
り
、
殆
ん
と
凡
べ
て
の
完
有
し
居
る
と
の
事
に
御

座
候
。

▲
「
ビ
チ
ユ
ミ
ノ
ー
ス
」　　

と
は
前
記
の
如
き
上
等
の
無
煙
炭
と
、
我
会
社
に
て
採

掘
す
る
如
き
有
煙
炭
と
の
中
間
に
位
す
る
も
の
に
し
て
、
此
の
国
に
て
は
到
る
処
に

此
の
種
の
産
炭
あ
り
、
又
「
ガ
ス
」
炭
と
名
つ
く
る
一
種
の
炭
あ
り
、「
ウ
ェ
ス
ト
モ

ア
ラ
ン
ド
」
と
称
す
る
炭
山
は
毎
年
此
の
種
の
石
炭
約
六
百
万
噸
を
採
掘
し
居
り
候
。

▲
竪
坑
の
構
造　
　

は
日
本
と
同
じ
く
、
マ
ツ
角
か
、
若
し
く
は
長
方
形
の
四
角
な

る
も
の
多
く
（
英
国
は
円
形
多
し
と
聞
く
）、
其
の
幅
は
概
ね
十
二
尺
、
長
さ
は
同
し

く
十
八
尺
よ
り
、
二
十
尺
ま
で
を
通
例
と
し
、
其
の
深
さ
は
普
通
三
百
尺
よ
り
、
四

百
呎
迄
と
す
る
も
、
無
煙
炭
地
に
て
は
「
ポ
ワ
ツ
ビ
ー
ル
」
坑
の
如
く
、
其
の
深
さ

一
千
六
百
尺
に
達
す
る
処
も
有
之
候
。
竪
坑
開
鑿
費
は
、
岩
石
堅
き
処
に
て
は
、
二

百
尺
よ
り
五
百
尺
迄
は
、
一
「
ヤ
ー
ド
」
立
方
に
付
五
弗
よ
り
八
弗
、
五
百
尺
以
上
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は
十
弗
内
外
を
要
し
、
即
一
尺
立
方
に
付
十
八
仙
半
よ
り
二
十
九
仙
半
を
要
す
る
割

合
に
相
成
候
得
共
、
岩
石
少
き
処
は
二
弗
よ
り
五
弗
を
要
す
る
に
過
ぎ
さ
れ
は
、
一

「
ヤ
ー
ド
」（
三
尺
立
方
）
に
付
平
均
三
弗
五
十
仙
よ
り
四
弗
内
外
に
相
当
す
る
も
の

と
見
て
可
な
る
べ
し
と
存
候
、
因
に
此
国
に
は
竪
坑
開
鑿
の
請
負
会
社
な
る
も
の
有

之
候
。

▲
坑
内
の
炭
車　
　

は
多
く
一
噸
積
位
に
し
て
木
製
多
く
、
長
さ
六
尺
よ
り
八
尺
、

高
さ
二
尺
よ
り
三
尺
、
幅
四
尺
内
外
と
し
、
底
に
向
つ
て
次
第
に
狭
ま
く
、
上
部
に

向
つ
て
次
第
に
広
大
せ
る
形
と
相
成
居
候
。
但
し
坑
外
に
て
は
時
々
二
噸
積
位
の
大

炭
車
を
見
る
事
も
有
之
、
汽
車
の
石
炭
貨
車
は
十
八
噸
積
を
通
例
と
す
る
由
に
御
座

候
。

▲
坑
内
軽
便
鉄
道
路
線
の
幅　
　

は
約
三
「
フ
ー
ト
」
よ
り
三
「
フ
ー
ト
」
半
に
及

ひ
、
其
の
軌
條
は
十
六
「
ポ
ン
ド
」
よ
り
、
四
十
「
ポ
ン
ド
」
の
も
の
を
用
ひ
居
り

候
。

▲
変
災
死
傷　
　

変
災
に
原
因
す
る
鉱
夫
の
死
傷
は
、
実
に
僅
少
に
有
之
、
約
十
万

噸
を
出
す
炭
山
に
し
て
平
均
一
年
を
通
し
一
人
の
死
者
を
出
す
に
過
き
す
候
、
さ
ら

は
と
て
爆
発
瓦
斯
な
き
に
は
無
之
、
現
に
実
見
せ
し
某
炭
山
の
如
き
は
、
既
に
安
全

灯
さ
へ
燃
ゑ
つ
ゝ
あ
る
程
、
燃
焼
瓦
斯
の
多
き
に
拘
は
ら
す
、
其
の
通
風
の
充
分
な

る
為
め
、
爆
発
の
惨
禍
に
遭
ふ
と
な
し
と
て
、
平
気
に
執
業
し
つ
ゝ
有
之
候
。

▲
坑
内
運
搬
用
の
馬
匹　
　

某
々
の
炭
山
に
て
は
坑
内
運
炭
用
と
し
て
、
盛
に
「
シ

ユ
ー
ル
」
と
称
ふ
る
馬
匹
を
使
用
す
る
を
認
め
申
候
、
若
し
機
械
力
を
用
ひ
さ
れ
は
、

此
の
馬
匹
を
使
用
す
る
為
め
、
人
を
以
て
車
を
押
し
出
す
が
如
き
と
は
、
何
れ
の
炭

山
に
て
も
実
見
不
致
候
、
彼
の
馬
は
非
常
に
力
強
く
し
て
、
性
質
温
良
な
る
が
為
め
、

一
頭
に
し
て
一
日
平
均
廿
噸
乃
至
五
十
噸
の
石
炭
を
、
一
哩
の
距
離
に
運
搬
す
べ
き

力
あ
り
と
の
事
に
御
座
候
。

▲
鉱
夫
作
業
の
手
続　
　

毎
朝
鉱
夫
入
坑
の
時
は
、
必
炭
車
監
量
役
員
詰
所
に
行
き
、

炭
車
番
号
の
札
を
貰
ひ
受
け
、
入
坑
採
炭
の
後
、
已
れ
の
採
炭
を
積
み
込
み
し
車
に
、

此
の
札
を
つ
け
置
く
こ
と
我
が
炭
山
に
異
な
ら
す
、
馬
又
は
器
械
に
依
り
て
此
の
炭

車
を
引
き
出
せ
ば
、
炭
車
監
量
の
役
員
は
之
を
検
量
し
て
、
十
分
の
炭
量
と
、
悪
石

の
混
合
な
き
を
認
め
し
上
、
其
の
番
号
札
に
依
り
、
何
番
の
鉱
夫
に
若
干
の
賃
銭
を

支
払
ふ
べ
き
旨
を
記
帳
し
、
此
の
伝
票
を
会
社
に
送
り
、
鉱
夫
出
坑
帰
宅
の
際
、
会

計
係
に
立
寄
り
て
其
の
伝
票
を
受
取
る
こ
と
に
致
し
居
候
、
因
に
当
方
炭
坑
役
員
の

少
数
な
る
は
案
外
に
て
、
一
日
七
八
百
噸
を
採
掘
す
る
炭
山
も
、
会
計
係
は
普
通
一

人
に
過
き
す
、
多
く
て
も
二
人
位
に
有
之
候
。

▲
選
炭　
　

の
事
又
一
報
の
価
値
有
之
候
、
普
通
「
セ
シ
ビ
チ
ユ
ミ
ー
ス
」
炭
（
我

が
会
社
の
炭
の
上
等
な
る
も
の
）
は
選
炭
機
を
経
て
、
其
の
塊
の
大
小
に
依
り
、
鐡

道
貨
車
に
送
る
こ
と
と
致
し
居
候
得
共
、「
ビ
チ
ユ
ミ
ノ
ー
ス
」
炭
、
及
ひ
「
ガ
ス
」

炭
は
得
意
先
の
注
文
に
依
り
、
左
の
分
類
に
従
ひ
選
炭
機
の
目
を
通
し
居
候
、
我
国

の
如
く
塊
炭
、
切
込
の
三
種
に
分
類
す
る
如
き
、
簡
単
な
る
仕
組
と
は
、
中
々
較
へ

も
の
に
無
之
候
。

「
ラ　
　

ン　
　

プ
」
炭　
　
　
　

 

七
寸
以
上

「
ス
チ
ー
ム
ボ
ー
ト
」
用
炭　
　
　

 

五
寸
よ
り
七
寸
迄

			



（
小
汽
船
用
）

「
ブ 

ロ 

ク 

リ 

ン
」
炭　
　
　
　

 

二
寸
八
分
の
五
よ
り
三
寸
半
迄

「
玉　
　
　
　
　

子
」
炭　
　
　
　

 

二
寸
よ
り
二
寸
八
分
の
五
迄

「
ス　

ト　

ー　

ブ
」
炭　
　
　
　

 

一
寸
八
分
の
一
よ
り
二
寸
迄

「
ク　
　
　
　
　

リ
」
炭　
　
　
　

 

四
分
の
三
寸
よ
り
一
寸
八
分
の
一
迄

「
ビ　
　
　
　
　

ー
」
炭　
　
　
　

 

二
分
の
一
寸
よ
り
四
分
の
三
寸
迄

「
バ
ツ
ク
ホ
イ
ー
ト
」　　
　
　
　
　

十
六
分
の
三
寸
よ
り
半
寸
迄
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最
後
の
物
の
如
き
は
米
粒
よ
り
も
小
な
り

▲
無
煙
炭
の
採
掘
費　
　

は
一
噸
に
付
一
弗
四
十
七
銭
よ
り
、
二
弗
五
十
一
仙
迄
の

間
に
し
て
、
此
れ
に
税
金
四
十
銭
を
要
す
る
と
の
こ
と
に
有
之
候
、
目
下
「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
」
市
中
に
於
け
る
無
煙
炭
の
価
は
四
弗
七
十
五
仙
と
申
事
に
御
座
候

�

（
未
完
）

米
国
石
炭
鉱
業
一
班
（
二
）  

							







（
在
米
）
貝
島
太
市

▲
運
搬
及
貯
炭　
　

米
国
に
於
け
る
鉄
道
の
総
延
長
は
、
二
十
万
三
千
哩
の
長
距
離

に
達
し
候
得
共
、
其
の
三
分
の
二
は
主
と
し
て
石
炭
を
輸
送
す
る
も
の
に
有
之
、
石

炭
専
用
の
汽
鑵
車
の
み
に
て
一
千
一
百
台
に
上
り
候
故
、
之
に
要
す
る
炭
車
の
如
き

も
、
莫
大
の
輛
数
を
準
備
し
、「
リ
ー
リ
ン
グ
」
鉄
道
会
社
の
如
き
は
、
一
社
に
て
三

万
五
千
台
の
炭
車
を
有
し
居
候
抔
、
聞
く
さ
え
も
愉
快
を
感
せ
ら
れ
候
程
に
て
、
輸

送
上
万
般
の
振
合
、
兎
て
も
我
が
筑
豊
な
ど
の
比
に
あ
ら
ず
、
随
て
鉱
業
家
側
に
て

輸
送
に
頭
を
痛
む
る
な
ど
は
、
全
く
皆
無
と
申
す
事
に
有
之
候
。
船
積
に
就
て
も
一

切
機
械
的
の
設
備
完
成
致
居
候
趣
に
て
、
港
頭
の
貯
炭
場
も
、
石
炭
の
揚
け
卸
し
に

十
分
の
便
利
を
計
り
、
完
全
な
る
、
設
備
を
施
せ
る
も
の
、
西
海
岸
に
の
み
に
て
十

八
ケ
所
も
有
之
候
、
此
内
最
大
な
る
「
レ
ハ
イ
バ
ー
レ
イ
」
鉄
道
会
社
の
所
有
に
属

す
る
「
プ
レ
イ
ン
フ
ィ
ル
ド
」
の
貯
炭
場
に
て
、
総
面
積
百
二
十
「
エ
ー
カ
ー
」
あ

り
、
此
内
五
十
「
エ
ー
カ
ー
」
を
純
然
た
る
貯
炭
場
と
し
、
十
四
ヶ
の
貯
炭
室
あ
り
、

三
万
噸
を
容
ゝ
る
も
の
六
（
一
室
毎
に
二
百
五
十
呎
角
に
し
て
高
さ
八
十
五
呎
あ
り
）

二
万
噸
を
容
る
ゝ
も
の
二
、一
万
五
千
噸
を
容
る
ゝ
も
の
四
、一
万
噸
を
容
る
ゝ
も
の

二
、
合
計
三
十
万
噸
（
価
格
約
一
百
万
弗
）
を
容
る
ゝ
こ
と
と
相
成
居
候
、
同
社
の

み
に
て
も
、
此
外
に
尚
数
ヶ
所
の
貯
炭
場
を
有
す
る
は
勿
論
に
御
座
候
。

▲
炭
質　
　

の
一
班
を
示
さ
ん
為
め
、
二
三
種
別
に
含
有
分
量
の
分
析
表
を
示
し
て
、

試
に
我
大
ノ
浦
炭
に
比
較
す
れ
ば
左
の
如
く
に
有
之
候
。
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炭
素

揮
発
分

硫
黄

灰
分

水
分

甲

セ
シ
、
ビ
チ
ユ
ミ
ノ
ー
ス

七
八
、〇
〇

一
八
、〇
〇　

〇
、五
〇　

白
三
、〇
〇　

〇
、五
〇　

乙

ノ
バ
ス
コ
シ
ア

五
八
、七
四

三
七
、二
六　

････　

三
、二
五　

〇
、七
五　

丙

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
無
煙

八
七
、〇
〇

三
、五
〇　

〇
、六
五　

白
五
、九
〇　

二
、九
五　

比
較
大
の
浦
三
尺

四
九
、八
〇

四
〇
、一
〇　

〇
、五
〇
？

八
、〇
〇
？

一
、五
〇
？

仝　

五
尺

四
二
、五
〇

四
四
、〇
〇
？

三
、〇
〇　

一
〇
、五
〇
？

一
、〇
〇　

	

以
上
の
内
我
大
の
浦
の
分
は
記
憶
の
儘
を
列
記
致
候
迄
な
れ
ば
、
或
は
多
少
の
差

違
な
し
と
も
限
ら
れ
す
候
得
共
、
我
大
の
浦
か
米
国
の
ソ
レ
に
比
較
し
て
、
殆
ん
と

モ
ノ
に
成
ら
さ
る
一
事
は
真
に
痛
嘆
の
外
無
之
候
、
尚
前
表
中
の
甲
は
其
の
価
の
廉

な
る
と
、
点
火
の
速
か
な
る
と
、
一
様
に
長
く
火
力
を
継
続
す
る
と
、
火
力
の
取
扱

に
便
な
る
と
を
特
色
と
し
、
鐡
道
汽
鑵
、
船
舶
用
及
ひ
小
形
の
「
ボ
イ
ラ
」
に
用
ら

て
都
合
宜
し
く
、
無
煙
炭
は
急
行
汽
車
か
、
乗
客
汽
車
か
、
市
内
の
諸
工
場
か
、
又

は
「
ス
ト
ー
ブ
」
用
と
し
て
消
費
さ
れ
、
我
が
大
の
浦
炭
に
類
す
る
炭
質
の
も
の
は
、

多
く
煉
瓦
焼
に
用
ひ
ら
れ
居
候
、
表
中
の
乙
即
是
れ
に
御
座
候
、
丙
は
価
格
に
於
て

普
通
炭
に
比
し
、
二
割
半
乃
至
三
割
半
の
高
価
を
唱
へ
居
申
候
。

▲
鉄
道
用
石
炭
数
量　
　

米
国
に
於
け
る
鐡
道
汽
鑵
車
用
の
焚
料
は
実
に
五
千
万
噸

に
達
す
る
趣
聞
及
候
。

▲
骸
炭
原
料
炭
の
含
有
分
量　
　

は
左
の
通
り
と
申
す
事
に
候
、
我
会
社
の
万
の
浦

と
御
比
較
あ
ら
は
、
御
参
考
と
相
成
る
事
も
可
有
之
と
存
候

	

炭
素　

八
九
、〇
〇　
　

水
分　

〇
、三
〇　
　

揮
発
分　

〇
、四
〇

	

硫
黄　

〇
、八
〇　
　
　

灰
分　

九
、〇
〇

	

四
五
年
前
米
国
の
骸
炭
製
造
高
は
二
千
五
百
四
十
万
噸
に
有
之
候

▲
米
国
石
炭
産
額
の
増
加　
　

は
真
に
驚
く
可
き
も
の
有
之
候
、
即
紀
元
千
八
百
四

十
五
年
（
今
よ
り
六
十
二
年
前
）
の
出
炭
高
、
僅
に
三
百
万
噸
の
巨
額
に
達
し
、
正

し
く
一
百
倍
の
増
加
を
示
し
居
申
候

▲
炭
山
の
投
資
額　
　

一
日
平
均
千
五
百
噸
を
産
出
す
る
某
炭
山
に
就
き
、
其
の
基

業
費
と
し
て
投
資
せ
し
金
額
を
挙
く
れ
ば
、
実
に
左
の
通
り
に
有
之
候
、
コ
ハ
元
よ

り
某
炭
山
の
一
ヶ
所
に
就
き
、
仮
り
に
計
算
せ
し
も
の
に
候
得
者
、
各
坑
必
し
も
同

一
な
ら
ず
、
其
の
或
る
も
の
は
二
十
五
万
弗
を
費
せ
し
も
の
あ
り
、
就
中
岩
石
多
大

な
る
も
の
は
一
百
万
弗
を
要
せ
し
炭
山
も
有
り
と
の
事
に
有
之
候
。

一　
「
シ
ャ
フ
ト
」
二
百
呎
掘
鑿
費　
　
　
　
　

	

一
五
、〇
〇
〇
弗

一　
「
シ
ャ
フ
ト
」
塔
（
即
ち
櫓
）　　
　
　
　

		


三
、〇
〇
〇

一　
「
エ
ン
ジ
ン
」
二
台
（
百
五
十
万
馬
力
）　	

一
〇
、〇
〇
〇

一　
「
ボ
イ
ラ
ー
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

一
〇
、〇
〇
〇

一　
「
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
」　　
　
　
　
　
　
　

		


八
、〇
〇
〇

一　

事
務
室
、
エ
ン
ジ
ン
家
屋
、
鉄
工
場　
　

		


五
、〇
〇
〇

一　

秤
器
「
ベ
ル
ト
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

四
五
、〇
〇
〇

一　

一
年
間
使
用
す
る
水
代　
　
　
　
　
　
　

			 


 

八
〇
〇

一　

外
部
炭
車
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

			 


 

二
七
五

一　

外
部
用
「
ミ
ユ
ル
」（
即
馬
三
頭
）　　
　

			 


 

三
七
五

一　

喞
筒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

		


五
、〇
〇
〇

一　

片
磐
及
通
風
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

			 


 

八
三
〇

一　

内
部
の
車
道
ノ
延
長
五
哩　
　
　
　
　
　

		


五
、〇
〇
〇

一　

炭
車
百
七
十
五
台
（
一
台
四
十
弗
）　　
　

		

七
、〇
〇
〇

一　

煽
風
機
、
全
家
屋
共
一
切　
　
　
　
　
　

		


四
、〇
〇
〇

一　

坑
内
用
馬
匹
五
十
頭
（
一
頭
百
二
十
弗
）　		

六
、二
〇
〇

一　

坑
内
用
曳
揚
機
及
「
ロ
ー
プ
」　　
　
　
　

		

四
、〇
〇
〇

一　

安
全
灯
外
一
切
の
費
用　
　
　
　
　
　
　

		


三
、〇
〇
〇

▲
採
掘
費　
　

無
煙
炭
一
噸
に
対
す
る
採
掘
費
の
平
均
額
は
、
約
三
弗
十
六
仙
よ
り
、
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二
弗
五
十
三
仙
、
三
弗
十
三
仙
の
間
に
あ
り
、
一
噸
の
平
均
価
格
四
弗
に
対
し
一
噸

約
八
十
仙
、
即
我
一
円
七
十
銭
内
外
の
純
益
に
相
成
候
、
今
其
の
採
掘
費
の
内
訳
を

示
せ
は
、
大
様
左
の
通
り
に
有
之
候
。

		


運
搬
費　
　

一
四
仙　
　

道
路
及
釘
等
修
繕
費　
　

	

一
五
仙

		


通
風
費　
　
　

三　
　
　

火
薬
等
の
補
助
費　
　
　

	

一
五

		


消
耗
品
費　

一
〇　
　
　

其　

他　

一　

般　
　
　

		


三

		


鉱
夫
賃
銭　

六
〇　
　
　
　
　

計　
　
　
　
　

	

一
弗
二
〇

坑
外
費　

給
料　

一
五

		


以
上
合
計　

一
弗
三
十
五
仙

	

外
に
税
金
三
十
仙
、
保
険
四
厘
（
我
八
厘
位
）、
事
務
所
入
費
五
厘
、
運
賃
（
七
十

五
哩
位
と
し
て
）
一
弗
五
十
銭

	

以
上
総
計
三
弗
十
五
銭
九
厘

▲
労
働
者
の
人
員　
　

石
炭
採
掘
高
の
増
加
と
共
に
、
労
働
者
の
増
加
亦
驚
く
可
き

速
度
を
加
え
つ
ゝ
有
之
候
。
今
よ
り
三
十
七
年
前
、
即
千
八
百
七
十
年
の
人
員
三
万

五
千
六
百
人
（
採
炭
高
千
二
百
六
十
五
万
三
千
五
百
七
十
五
噸
）
な
り
し
も
、
爾
後

三
十
年
目
に
当
る
千
八
百
九
十
九
年
に
は
、
十
四
万
五
百
八
十
三
人
（
採
炭
高
五
千

四
百
三
万
四
千
二
百
二
十
四
噸
）
と
な
り
、
更
に
六
年
目
に
当
る
千
九
百
四
年
に
は

四
十
八
万
五
千
人
（
採
炭
高
三
億
六
千
五
百
万
噸
）
と
相
成
候
、
余
処
事
な
か
ら
痛

快
の
至
に
は
候
は
す
や
。

▲
鉱
夫
の
賃
金　
　

今
よ
り
六
十
八
年
前
迄
は
坑
内
採
炭
夫
の
労
働
賃
銭
一
弗
、
仝

助
手
八
十
二
仙
と
成
り
、
昨
今
に
至
り
て
は
採
炭
夫
二
弗
よ
り
四
弗
、
助
手
一
弗
よ

り
二
弗
の
間
に
出
入
致
候
、

▲
役
員　
　

坑
外
費
の
少
額
な
る
こ
と
前
期
の
如
く
な
る
主
因
は
役
員
の
数
僅
少
な

る
事
に
可
有
之
、
我
が
国
の
如
く
多
数
の
役
員
を
使
用
し
て
は
、
常
に
損
失
許
り
と

費内坑

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠
可
相
成
被
為
存
候
、
故
に
我
国
に
て
も
第
一
に
鉱
夫
を
教
育
し
て
、
其
の
人
格
を
引

き
上
け
し
む
る
に
非
ざ
れ
ば
、
事
務
上
の
改
革
は
到
底
出
来
間
敷
事
と
存
候
得
共
、

御
参
考
迄
に
一
日
平
均
約
八
百
噸
よ
り
千
噸
内
外
を
採
出
せ
る
無
煙
炭
山
の
役
員
、

及
其
の
給
料
を
掲
出
し
て
、
貴
覧
に
入
れ
置
申
候
。

坑
長

（
給
額
不
明
）

外
部
課
長

九
〇
弗

仝　

助
手

七
五
弗

内
部
課
長

 

一
二
五
弗

仝　

助
手

九
〇

器
械
係
長

八
〇

馬
方
係
長

 　

七
〇

選
炭
係
長

五
六

会
計
兼
書
記

六
三

炭
車
斤
量
方

 　

五
〇

監
督
係
長

五
五

「
ホ
イ
ス
チ
ン
グ
エ
ン
ジ
ニ
ア
」

八
一
、九
〇

　

以
上
合
計
十
二
人

	

尚
今
一
つ
の
御
参
考
と
し
て
「
リ
ー
エ
ル
、
ダ
ブ
ル
ユ
ー
」
鉄
道
会
社
炭
山
役
人

の
等
級
一
覧
表
を
添
致
置
候
。

兎
も
角
も
減
し
得
可
き
丈
の
人
員
は
、
可
成
之
を
減
し
、
応
用
し
得
ら
る
べ
き
機
械

は
成
る
可
く
之
を
応
用
す
る
事
に
努
め
居
候
、

	

此
の
外
事
務
所
な
と
も
外
見
を
構
は
ず
、
鉱
長
の
室
と
て
も
我
が
会
社
の
人
事
係

鉱
山
部

主

　任

地
方
の
炭
鉱
監
督
課
長

製
作
課
長

地
方
の
鉱
長

器
械
課
長

電
気
技
師

▲
各
部
機
械
係
（
二
人
若
く
は
三
人
）

▲
木
工
▲
大
工
▲
石
工
▲
測
量
係
▲
監
督
係

▲
会
計
兼
書
記
▲
炭
量
係
▲
馬
方
係

▲
ホ
イ
ス
チ
ン
グ
係
▲
選
炭
係
長
▲
貯
炭
係
長

外
部
課
長

内
部
課
長

▲
助
手

▲
水
洗
係
長
（
石
炭
を
水
に
て
洗
ふ
）▲
写
真
係

▲
通
気
監
督
係
▲
一
般
の
監
督
係
▲
獣
医
▲「
フ
ァ
ー
ム
、
エ
ゼ
ン
ト
」

各
坑
監
督
係
長

▲
器
械
係
長
▲
馬
方
係
長
▲
器
械
手
▲
通
気
係

▲
喞
筒
係
▲
運
搬
係
長
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見
張
所
の
少
し
大
な
る
家
屋
位
に
し
て
、
会
計
一
人
を
対
手
に
事
務
を
取
り
、
鉱
夫

に
対
し
て
も
直
接
に
応
接
す
る
な
ど
、
我
国
に
所
謂
役
人
風
な
ど
は
、
夢
に
も
見
る

能
は
ざ
る
有
様
に
有
之
、
現
に
小
弟
等
を
案
内
せ
し
両
人
の
如
き
は
、
其
の
服
装
余

り
に
粗
末
な
り
し
ゆ
ゑ
、
日
本
の
係
長
位
の
人
な
ら
ん
と
思
ひ
居
候
処
、
能
く
〳
〵
聞

け
ば
其
の
内
の
一
人
は
、
米
国
第
一
の
鉄
道
会
社
石
炭
部
の
主
任
に
て
、
他
の
一
人

は
六
ヶ
所
の
鉱
長
を
兼
務
せ
る
、
米
国
有
数
の
鉱
業
家
な
り
し
趣
に
有
之
、
鳥
渡
一

驚
を
吃
し
申
候
。
一
ヶ
月
数
千
弗
の
手
当
あ
る
身
に
し
て
懇
切
に
小
弟
等
の
案
内
を

為
し
、
鉱
夫
に
対
し
て
も
丁
寧
に
健
康
上
の
挨
拶
よ
り
労
働
に
関
す
る
こ
と
ま
で
慰

藉
し
つ
ゝ
有
之
、
身
亦
鉱
夫
同
様
の
服
装
に
て
毫
も
意
と
せ
ざ
る
な
ど
、
一
挙
一
動

大
に
小
弟
等
を
警
醒
致
候
。

	

是
等
大
会
社
の
使
用
人
は
一
定
の
月
給
の
外
日
本
の
如
く
上
下
半
季
末
、
又
は
特

別
の
場
合
に
賞
与
金
等
の
支
給
も
無
之
、
特
に
月
給
者
以
下
鉱
夫
に
至
る
迄
賃
金
等

は
一
切
之
を
為
さ
ヾ
る
由
に
候
得
共
、
何
れ
も
之
に
満
足
し
、
其
の
分
に
応
し
て
陰

日
向
な
く
会
社
の
為
め
に
尽
し
居
る
様
、
眞
に
羨
し
く
見
受
け
ら
れ
申
候
、
小
弟
は

一
役
員
に
向
ひ
賞
与
金
な
き
は
一
般
役
員
の
不
幸
を
醸
さ
す
や
と
相
尋
ね
候
処
、
其

人
は
一
笑
し
て
左
の
如
く
相
答
え
申
候
。

我
等
は
妻
子
を
養
ふ
丈
の
給
料
を
会
社
よ
り
支
給
さ
れ
居
れ
ば
、
此
上
賞
与
金
な

ど
仰
く
べ
き
必
要
な
し
、
日
本
に
斯
る
特
別
法
あ
る
は
、
思
ふ
に
給
料
の
少
額
な

る
為
め
な
る
べ
し
、
元
来
賞
与
金
は
如
何
に
公
平
を
期
す
る
も
、
数
多
き
役
人
の

平
生
を
十
分
に
調
査
す
る
こ
と
は
、
到
底
出
来
得
可
か
ら
ざ
る
こ
と
な
れ
ば
、
折

角
の
親
切
も
却
つ
て
仇
と
な
る
こ
と
あ
り
、
使
用
人
の
怨
み
を
受
く
る
に
至
る
べ

し
、
爾
か
も
賞
与
が
高
給
者
に
厚
く
し
て
薄
給
者
に
薄
き
は
殊
に
考
ふ
可
き
こ
と

な
ら
ず
や
、
米
国
に
て
は
殆
ん
ど
全
世
界
の
富
を
左
右
す
可
き
実
権
を
握
れ
る
に

拘
は
ら
ず
、
如
何
な
る
会
社
に
て
も
賞
与
金
を
与
ふ
る
こ
と
な
く
、
又
一
人
の
之

を
期
待
す
る
も
の
な
し
。
云
々
、

	

尚
見
聞
の
儘
を
書
き
取
り
候
は
ヾ
多
々
可
有
之
候
得
共
、
先
は
不
取
敢
大
様
御
報

申
上
度
草
々
如
此
候

�

（
完
）
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英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
一
） 

　
　
（
千
九
百
七
年
視
察
） 

　
　
　
　
　
　
　

貝
嶋
太
市

（
英
国
炭
田
図
、『
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
月
報
』
第
五
巻
第
六
十
六
号 

 
�

三
六
頁
に
折
り
込
み－

翻
刻
者
注
）

第
一
編　

総
説

	

一　

沿
革

世
界
石
炭
発
見
の
起
源
…
黒
石
…
石
炭
の
市
…
三
貫
目
に
付
一
銭
の
税
金
…
煤
煙
と

「
エ
リ
ナ
」
皇
后
の
選
宮
…
石
炭
使
用
禁
止
の
法
令
…
仝
上
解
禁
…
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
」

陛
下
の
再
禁
…「
ゼ
ー
ム
ス
」
六
世
の
再
解
禁
…「
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
」
方
面
の
採
炭

事
業
…
十
七
世
紀
の
輸
出
高
…
蒸
汽
機
関
の
発
明
…
「
ブ
レ
ツ
キ
ン
ソ
ン
」
氏
の
機

関
車
…
「
ベ
ル
」
氏
の
汽
船
…
用
途
の
進
歩

	

世
界
に
於
け
る
石
炭
発
見
の
起
源
を
考
ふ
る
に
、
西
暦
紀
元
前
三
百
年
前
（
今
よ

り
二
千
二
百
年
前
）「
ゼ
ノ
ワ
」
の
「
リ
グ
リ
ア
」
と
「
ヲ
リ
ン
ビ
ア
」
の
近
傍
「
エ

リ
ス
」
地
方
に
見
出
さ
れ
し
も
の
を
嚆
矢
と
す
べ
き
が
如
し
、
蓋
し
此
の
時
代
に
於

て
は
木
炭
の
代
用
と
し
て
僅
に
鍛
冶
に
使
用
さ
れ
し
に
過
き
さ
る
也
。

	

英
国
に
於
て
単
に
黒
石
な
る
名
称
の
下
に
、
少
量
宛
を
使
用
さ
れ
し
は
頗
る
古
き

こ
と
に
属
す
れ
と
も
、
秩
序
的
に
採
掘
す
る
こ
と
と
な
り
し
は
今
よ
り
凡
そ
七
百
年

前
に
あ
り
「
ペ
ナ
ン
ト
」
の
著
者
に
依
れ
ほマ
マ

、
当
時
「
ウ
エ
ル
ス
」
州
に
炭
脈
を
発

見
せ
し
を
第
一
と
し
、「
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
」、
及
ひ
「
ダ
ー
ハ
ム
」、「
ノ
ー
ザ
ム
ブ

ラ
ン
ド
」、「
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
」
地
方
に
も
同
一
の
発
見
あ
り
た
れ
と
も
、
其
用
途
は

尚
鍛
冶
と
石
灰
焼
き
と
に
過
き
ざ
り
し
か
如
し
、
左
れ
と
千
二
百
五
十
七
年
頃
よ
り
、

倫
敦
市
中
に
若
干
の
送
炭
あ
り
、
千
二
百
五
十
八
年
よ
り
其
翌
年
の
間
に
は
今
の
「
ウ

エ
ス
ミ
エ
ス
タ
ー
」
寺
院
の
あ
る
処
に
て
石
炭
の
市
を
開
き
時
の
政
府
（
ヘ
ン
リ
ー

三
世
）
よ
り
、
約
三
貫
目
余
に
対
し
壹
銭
宛
の
税
金
を
課
せ
ら
れ
た
る
事
蹟
あ
り
、

尚
英
国
東
海
岸
に
て
も
多
少
の
石
炭
売
買
あ
り
、「
ニ
ユ
ー
カ
ツ
ス
ル
、
オ
ン
、
タ
イ

ン
」
市
の
如
き
は
、
千
二
百
五
十
三
年
に
於
て
一
千
円
、
千
二
百
八
十
一
年
に
於
て

貮
千
円
の
収
入
あ
り
し
と
云
へ
り
。
今
の
「
ノ
ツ
チ
ン
グ
ハ
ム
」
附
近
は
常
時
石
炭

採
掘
及
売
買
の
中
心
に
し
て
、
時
の
皇
后
「
エ
リ
ナ
」
陛
下
の
如
き
は
、
煤
煙
の
為

め
健
康
上
に
害
あ
り
と
し
て
其
の
宮
殿
を
移
さ
れ
し
こ
と
あ
り
、
且
つ
千
三
百
六
年

中
、
倫
敦
市
内
外
の
住
民
よ
り
議
会
に
向
つ
て
石
炭
使
用
禁
止
の
請
願
書
を
呈
出
し
、

議
会
は
之
を
容
れ
、
終
に
皇
帝
「
エ
ド
ワ
ー
ド
」
一
世
の
名
を
以
て
、
倫
敦
市
及
其

の
附
近
に
此
の
請
願
を
実
行
す
べ
き
勅
令
を
出
し
、
超
え
て
千
三
百
七
年
に
は
石
炭

使
用
者
に
向
つ
て
巨
額
な
る
罰
金
を
課
し
若
し
再
犯
以
上
に
及
ふ
と
き
は
、
総
へ
て
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の
所
持
品
を
政
府
に
没
収
す
べ
き
厳
令
を
さ
へ
制
定
せ
ら
れ
た
り
。

	
左
れ
と
山
林
少
な
く
し
て
薪
材
に
乏
し
き
英
国
に
て
は
、
石
炭
使
用
禁
止
の
法
令

も
長
く
之
を
実
行
す
る
能
は
す
、
僅
に
二
十
年
な
ら
す
し
て
之
を
取
消
し
、
其
初
め

は
鍛
冶
及
石
灰
焼
き
に
限
り
て
許
可
せ
し
も
終
に
は
「
ス
ト
ー
フ
」
に
使
用
す
る
こ

と
と
な
り
、「
テ
ー
ム
ス
」
河
に
拠
る
石
炭
の
運
搬
は
、
漸
次
盛
大
を
加
へ
、
一
千
三

百
二
十
五
年
「
タ
イ
ン
」
港
よ
り
仏
国
に
輸
出
せ
し
を
始
め
と
し
、
欧
州
大
陸
に
対

す
る
輸
出
も
亦
次
第
に
見
る
べ
き
も
の
あ
る
に
至
り
た
り
。

	

此
頃
よ
り
冬
期
中
「
ス
ト
ー
フ
」
の
使
用
愈
英
国
に
流
行
し
、（
煙
筒
の
発
明
も
亦

此
の
頃
に
在
り
）、
従
つ
て
石
炭
の
用
途
大
に
拡
張
せ
ら
れ
し
も
、
女
皇
「
エ
リ
ザ
ベ

ス
」
陛
下
痛
く
煤
煙
を
嫌
忌
せ
し
為
め
皇
城
内
は
勿
論
、
倫
敦
市
中
に
再
ひ
石
炭
の

使
用
を
禁
せ
ら
れ
、
又
々
一
大
頓
挫
を
来
せ
し
が
、
後
一
千
六
百
三
年
「
ゼ
ー
ム
ス
」

六
世
が
「
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
」
よ
り
入
り
て
皇
位
に
即
く
に
及
ひ
、
再
ひ
此
の
禁
令

を
解
て
、
皇
城
内
に
も
石
炭
を
使
用
す
べ
き
法
令
を
下
し
、
市
民
亦
一
般
に
之
を
使

用
す
る
こ
と
と
な
れ
り
、
蓋
し
「
ゼ
ー
ム
ス
」
六
世
は
当
時
石
炭
採
掘
の
盛
大
な
り

し
「
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
」
に
生
れ
し
為
め
、
石
炭
利
用
の
智
識
に
於
て
、
一
歩
を
進

め
し
も
の
あ
り
し
か
如
し
。
因
に
記
す
「
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
」
方
面
の
採
炭
事
業
は
、

一
千
二
百
九
十
一
年
頃
よ
り
始
ま
り
、
英
本
国
及
「
ウ
エ
ル
ス
」
地
方
に
て
、
僅
に

小
規
模
の
姑
息
的
事
業
を
営
み
し
頃
よ
り
、
比
較
的
大
仕
掛
け
の
採
掘
に
従
事
し
た

る
も
の
あ
り
し
な
り
。（
有
名
な
る
世
界
周
遊
者
「
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
」
の
言
に
依
れ

は
、
石
炭
の
使
用
は
此
の
頃
に
於
て
既
に
今
の
清
国
に
行
は
れ
し
と
云
へ
り
、
蓋
し

清
国
の
文
明
か
全
世
界
中
第
一
位
に
居
り
し
頃
な
る
べ
し
）

	

要
す
る
に
十
七
世
紀
の
始
め
に
於
て
石
炭
の
需
要
を
増
加
せ
し
は
掩
ふ
べ
か
ら
さ

る
事
実
に
し
て
、
一
方
に
於
て
は
木
炭
の
払
底
甚
し
く
、
瓦
及
煉
瓦
の
製
造
、
並
に

「
ガ
ラ
ス
」
製
造
等
、
何
れ
も
石
炭
を
利
用
す
る
に
至
り
た
り
。
英
国
の
「
ガ
ラ
ス
」

製
造
事
業
は
、
一
千
六
百
十
九
年
、
即
ち
今
よ
り
二
百
八
十
九
年
前
、「
タ
イ
ン
」
河

の
沿
岸
に
起
り
し
を
始
め
と
し
、
後
一
千
六
百
三
十
五
年
、
皇
帝
「
チ
ャ
ー
ル
ス
」

陛
下
が
、「
ガ
ラ
ス
」
の
輸
入
を
禁
せ
し
以
来
、
内
地
の
製
造
者
争
ふ
て
其
の
業
を
拡

張
し
、
俄
に
長
足
の
進
歩
を
来
し
た
り
、
後
一
千
六
百
四
十
年
中
「
コ
ー
ク
ス
」
の

発
明
に
よ
り
、
始
め
て
煙
な
き
燃
料
を
得
る
に
至
り
た
り
。

	

十
七
世
紀
間
の
出
炭
量
等
は
。
一
の
記
録
な
き
を
以
て
、
之
を
知
る
由
な
き
も
、

海
外
に
対
す
る
輸
出
の
如
き
は
格
別
の
数
量
に
あ
ら
さ
り
し
な
る
べ
く
、「
ニ
ユ
ー
カ

ツ
ス
ル
」
及
ひ
「
サ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
地
方
よ
り
、
倫
敦
及
ひ
欧
州
大
陸
に
出
し
た

る
数
量
は

	

一
千
七
百
四
年
（
二
百
四
年
） 　
　
　
　
　

  

四
七
三
、〇
八
〇
噸

	

一
千
七
百
五
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

四
七
四
、二
六
四

	

一
千
七
五
百
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、一
九
三
、四
五
七

な
り
し
と
云
へ
り
。

	

石
炭
の
利
用
は
一
千
六
百
九
十
二
年
頃
よ
り
鉛
及
ひ
銅
の
製
造
に
試
み
ら
れ
、
一

千
七
百
三
十
五
年
の
間
に
於
て
は
、「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
ダ
ー
ビ
ー
」
氏
に
よ
り
て
鉄
工

の
用
途
に
良
好
な
る
を
慥
め
ら
れ
、
十
八
世
紀
の
中
頃
に
は
、
鉄
の
需
要
増
加
に
伴

ひ
、
石
炭
の
用
途
亦
最
も
著
し
き
を
見
る
に
至
り
た
り
。
加
之
、
一
方
に
て
は
、
一

千
七
百
十
年
中
「
ニ
ユ
コ
ン
メ
ン
」
氏
か
蒸
気
機
関
の
発
明
あ
り
し
よ
り
、
年
来
鉱

業
家
の
苦
痛
と
せ
し
排
水
工
事
に
、
非
常
の
進
歩
を
加
江
、
引
続
き
「
ワ
ツ
ト
」
氏

の
改
良
と
な
り
、
採
掘
上
一
段
の
便
益
を
得
る
こ
と
と
な
れ
り
。

	
蒸
気
器
械
が
一
般
に
応
用
さ
れ
る
ゝ
に
至
り
し
は
、
一
千
八
百
年
頃
の
こ
と
に
て
、

之
を
汽
車
、
汽
船
に
用
ひ
し
は
一
千
八
百
十
二
年
に
在
り
、
同
年
六
月
「
ブ
レ
キ
ン

ソ
ン
」
氏
の
機
関
車
が
、
英
国
中
央
部
の
石
炭
を
「
リ
ー
ズ
」
市
に
運
ひ
て
好
果
を

得
、
同
年
中
「
ベ
ル
」
氏
の
汽
船
「
コ
ン
メ
ツ
ト
」
号
が
、
始
め
て
「
ク
ラ
イ
ド
」
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船
渠
に
て
進
水
し
た
る
は
、
共
に
人
の
知
る
処
に
し
て
、
し
か
も
当
時
の
機
関
車
が

一
時
間
三
哩
半
の
速
力
に
過
き
す
、「
コ
ン
メ
ツ
ト
」
号
が
僅
に
四
噸
の
小
形
な
り
し

に
拘
は
ら
す
、
爾
後
約
一
百
年
を
経
た
る
今
日
に
於
て
四
万
噸
の
大
汽
船
か
僅
に
四

日
間
に
て
四
千
哩
の
大
西
洋
を
横
切
る
に
至
り
し
を
思
へ
は
、
石
炭
事
業
の
進
歩
亦

自
か
ら
窺
ふ
べ
き
も
の
あ
る
を
覚
ゆ
る
也
。

	

是
よ
り
先
、
一
千
八
百
三
年
中
、
石
炭
よ
り
瓦
斯
を
と
り
て
、
灯
火
に
代
用
す
べ

き
発
明
あ
り
、
人
智
の
進
む
処
、
一
よ
り
二
、二
よ
り
三
と
次
第
に
高
ま
り
、
科
学

的
の
進
歩
に
よ
り
て
、
石
炭
業
の
発
達
日
に
月
に
著
し
く
、
一
千
八
百
年
の
採
掘
高

一
千
万
噸
な
り
し
も
の
、
五
十
年
の
後
に
は
四
千
二
百
万
噸
（
当
時
仏
国
は
四
百
万

噸
、
自ベ
ル
ギ
ー

耳
義
は
二
百
万
噸
の
産
額
）
と
な
り
、
一
千
八
百
五
十
三
年
に
は
五
千
六
百

五
十
万
噸
と
な
り
、
一
千
八
百
九
十
一
年
に
は
一
億
八
千
五
百
四
十
万
噸
と
な
り
、

一
千
九
百
七
年
に
は
貮
億
六
千
七
百
八
十
二
万
八
千
噸
の
巨
額
を
見
る
に
至
り
、
一

般
の
文
物
亦
此
の
間
に
於
て
最
も
著
し
き
進
歩
の
実
を
示
し
た
り
。

	

最
近
の
統
計
に
拠
る
二
億
六
千
万
噸
の
採
炭
は
、
其
の
三
分
の
一
を
海
外
に
輸
出

し
、
他
の
三
分
の
二
を
国
内
に
消
費
し
、
何
れ
も
熱
と
な
り
、
火
力
と
な
り
、
光
り

と
な
る
の
み
な
ら
す
、
更
に
「
ピ
ツ
チ
」
と
な
り
、「
ア
ン
モ
ニ
ヤ
」
と
な
り
、
炭
酸

瓦
斯
と
な
り
、「
バ
ラ
フ
イ
ン
」
油
と
な
り
、
蝋
と
な
り
、
色
素
と
な
り
、
香
分
と
な

り
、
芬
芳
物
と
な
り
、
固
有
の
能
力
を
有
ら
ゆ
る
方
面
に
発
揮
し
て
、
文
物
の
進
歩

に
貢
献
し
つ
ゝ
あ
り
、
し
か
も
一
面
に
於
て
鉄
の
応
用
益
発
達
し
、
家
屋
建
築
材
料

の
如
き
も
既
に
煉
瓦
の
時
代
を
経
過
し
、
盛
に
鉄
材
を
応
用
し
つ
ゝ
あ
る
を
見
れ
は
、

此
の
点
の
み
に
て
も
石
炭
の
需
要
は
前
途
益
非
常
の
増
加
を
期
す
べ
き
も
の
あ
り
、

吾
人
は
英
国
石
炭
業
の
沿
革
を
記
す
る
に
あ
り
、
図
ら
す
も
世
界
に
於
け
る
斯
業
の

大
勢
を
顧
み
、
翻
て
本
邦
の
炭
業
を
思
ひ
、
前
途
一
般
の
光
明
を
認
む
る
の
感
に
堪

江
さ
る
也
。

二　

炭
田
の
一
般
状
況

▲
全
英
国
の
含
有
炭
量
…「
ピ
エ
ー
ル
」
博
士
…「
ウ
ヰ
リ
ア
ム
」
候
…「
ア
ー
キ

ル
」
候
▲
地
方
別
略
説
…
北
部
…（「
ダ
ー
パ
ム
」
及
「
ノ
ー
ザ
ン
バ
ラ
ン
ド
」
地

方
…
「
カ
ン
バ
ラ
ン
ド
」
地
方
…
「
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
炭
田
」）
…
中
部
…
（「
ヨ
ー

ク
」
群
及
「
ダ
ー
ビ
ン
」
郡
地
方
…
「
ラ
ン
カ
シ
ヤ
ー
」
地
方
…
南
北
ス
タ
ホ
ー

ド
郡
地
方
）
…
西
南
部
…
（「
ブ
リ
ス
ト
ル
」
及
「
パ
ス
」
市
附
近
…
「
ホ
ー
レ
ス

ト
、
ラ
ブ
、
デ
ー
ン
」
地
方
…
南
北
「
ウ
エ
ル
ス
」
炭
田
）

	

各
節
に
亘
り
て
英
国
の
炭
業
を
説
明
す
る
に
先
ち
、
概
括
せ
る
一
般
状
況
を
略
記

し
て
、
其
の
大
体
を
読
者
に
告
け
置
く
は
、
当
の
至
当
の
順
序
な
る
べ
し
。

▲
全
英
国
の
含
有
炭
量　
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」、「
ウ
エ
ル
ス
」、「
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
」

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
を
包
括
す
る
、
全
英
国
に
於
け
る
石
炭
の
含
有
量
は
、
一
口
に
無

尽
蔵
と
称
ふ
れ
と
も
、
之
を
学
術
的
に
調
査
す
る
は
、
最
も
趣
味
多
き
こ
と
に
し
て
、

諸
大
学
者
の
説
く
処
亦
未
た
一
定
せ
さ
る
も
の
ゝ
如
し
、
今
其
の
二
三
を
摘
録
す
れ

は
左
の
如
し
。

「
ピ
エ
ー
ル
」
博
士
は
曰
く
（
四
十
年
前
の
説
）

	

英
国
（「
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
」
と
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
を
含
み
ま
す
）
全
土
の
含

有
炭
は
五
百
九
十
一
億
〇
九
百
万
噸
（
一
噸
は
二
千
二
百
四
十
ポ
ン
ド
）
に
し
て
、

一
ケ
年
の
出
炭
六
十
万
噸
（
此
の
説
は
四
十
年
前
に
唱
へ
し
処
な
る
を
以
て
当
時

の
出
炭
高
に
よ
り
積
算
せ
し
も
の
な
り
）
と
す
れ
は
、
今
よ
り
一
千
年
を
支
ふ
べ

し
。

	
 

（
附
記
）�
以
上
の
計
算
に
は
二
尺
層
以
下
を
参
入
せ
す
、
主
と
し
て
現
在
採
掘

中
の
炭
層
、
即
二
尺
以
上
の
分
を
挙
け
し
も
の
に
し
て
、
深
さ
四
千
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尺
以
上
の
炭
層
も
亦
此
内
に
参
入
せ
す
。

「
ウ
ヰ
リ
ア
ム
」
候
は
曰
く
（
四
十
年
前
の
説
）

	

年
々
八
千
五
百
万
噸
を
採
掘
す
る
も
の
と
し
て
、
今
よ
り
二
百
十
二
年
を
要
せ

さ
れ
は
尽
き
さ
る
べ
し
（
四
千
尺
以
上
の
炭
層
の
み
に
つ
き
算
出
せ
し
も
の
）。

「
ア
ー
キ
ル
」
候
は
曰
く
（
一
千
八
百
七
十
一
年
政
府
の
命
に
依
り
含
有
炭
を
調
査

せ
し
人
）

	

全
英
国
の
含
有
炭
は
深
さ
四
千
尺
以
上
、
厚
さ
一
尺
以
下
の
層
の
み
に
て
、

現
在
採
掘
中
の
炭
山
に
於
て
向
後
に
取
ら
る
べ
き
見
込
み
あ
る
も
の

								








　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
百
〇
二
億
〇
七
百
万
噸

	

未
採
掘
の
含
有
量　
　
　
　
　
　
　

五
万
六
十
二
億
七
千
三
百
万
噸

	

以
上
合
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
千
四
百
六
十
四
億
八
千
万
噸

	
 

（
附
記
）�

当
時
の
出
炭
量
は
一
ヶ
年
約
壹
億
壹
千
万
噸
に
し
て
、
従
来
の
平
均

計
算
に
依
り
、
年
ゝ
三
百
万
噸
宛
の
出
炭
増
加
と
見
積
れ
は
、
百
年

の
後
に
は
一
年
の
出
炭
高
四
億
一
千
五
百
万
噸
と
な
る
へ
く
、
此
の

算
出
に
依
る
向
後
の
採
掘
年
限
は
二
百
七
十
六
年
と
な
る
べ
き
勘
定

あ
り
。

	
 

（
又
記
）�「
ウ
ラ
イ
ス
、
ウ
ヰ
リ
ア
ム
」
氏
の
説
に
依
れ
は
、
石
炭
の
算
出
は
人

口
の
増
加
と
平
行
し
居
る
故
、
百
年
の
後
と
雖
産
出
高
四
億
噸
以
上

に
達
す
る
こ
と
は
な
か
る
へ
く
、
約
二
億
七
千
四
百
万
噸
と
見
て
可

な
る
へ
し
、
即
ち
向
後
三
百
六
十
年
間
を
支
ふ
べ
し
と
い
ひ
た
れ
と

も
、
既
に
昨
年
に
於
て
二
億
六
千
七
十
万
噸
の
算
出
あ
り
し
を
見
れ

は
、
ウ
氏
の
説
の
当
ら
さ
る
を
見
る
べ
し
。

	

以
上
の
如
く
各
学
者
間
非
常
に
差
違
あ
る
見
解
を
な
し
居
れ
は
、
其
の
孰
れ
を
信

と
す
べ
き
や
元
よ
り
確
説
あ
る
を
聞
か
さ
れ
と
も
、
多
く
は
「
ア
ー
ギ
ル
」
候
の
唱

ふ
る
含
有
量
一
千
四
百
六
十
四
億
八
千
万
噸
の
説
に
一
致
す
る
の
傾
き
あ
り
、
採
掘

年
限
は
其
の
採
掘
法
の
経
済
的
に
進
歩
す
る
状
勢
に
伴
ふ
べ
け
れ
は
、
徒
に
数
字
を

以
て
概
算
す
る
は
畢
竟
謬
見
た
る
を
免
れ
さ
る
べ
し
。

▲
地
方
別
概
略　

英
国
の
炭
田
は
之
を
大
別
し
て
（
一
）
北
部
、（
二
）
中
部
、（
三
）

西
南
部
（
ウ
エ
ル
ス
及
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
あ
る
も
の
）
と
な
す
べ
く
、
即
ち
順
次
左

に
概
説
す
る
こ
と
と
す
べ
し
。

					





北　

部

	

（
イ
）「
ダ
ー
パ
ム
」
及
ひ
「
ノ
ー
ザ
ン
パ
ラ
ン
ド
」
地
方
は
、
英
国
の
東
北
海
岸

に
し
て
「
コ
ー
ク
エ
ト
」
川
に
よ
り
「
チ
ー
ス
」
川
に
亘
り
、
南
北
五
十
哩
、
東
西

の
幅
平
均
二
十
哩
に
し
て
総
面
積
七
百
〇
五
哩
平
方
と
す
。
走
向
は
北
と
南
に
し
て

俯
角
は
東
な
り
、
場
所
に
よ
り
て
は
海
抜
七
百
四
十
尺
の
処
に
石
炭
層
あ
れ
と
も
、

東
方
に
於
て
海
底
下
一
千
七
百
尺
に
及
ふ
処
あ
り
、
陥
落
少
く
し
て
概
ね
平
均
し
、

片
向
き
は
静
に
し
て
少
し
つ
ゝ
東
に
向
ふ
、
地
上
よ
り
最
下
層
迄
の
深
さ
は
二
千
尺

内
外
に
し
て
、
此
の
上
半
部
に
は
格
別
有
利
な
る
良
炭
層
を
見
さ
れ
と
も
、
下
半
部

に
は
頗
ふ
る
有
益
な
る
も
の
あ
り
、
此
の
内
重
な
る
炭
層
十
六
層
あ
り
、
最
も
厚
き

は
六
尺
三
層
、
最
も
薄
き
は
一
尺
六
寸
に
し
て
、
其
他
の
多
く
は
二
尺
乃
至
三
尺
五

寸
内
外
な
り
、
但
し
合
計
五
十
尺
の
炭
層
は
最
も
有
利
な
り
と
し
て
認
め
ら
る
。
此

の
地
方
の
石
炭
は
家
事
用
と
し
て
其
の
名
高
し
。
要
す
る
に
此
の
地
方
の
採
炭
上
特

別
有
利
な
る
は
（
一
）
傾
斜
の
甚
し
か
ら
さ
る
事
（
二
）（
一－

二
〇
）
層
が
三
尺
以

上
六
尺
内
外
に
し
て
採
掘
に
適
す
る
事
、（
三
）
天
井
磐
の
堅
牢
な
る
事
、（
四
）
炭

質
の
良
好
な
る
事
等
に
し
て
、
事
実
上
困
難
な
る
は
排
水
の
多
き
事
、
竪
坑
の
深
き

を
要
す
る
事
、
瓦
斯
の
多
き
事
等
な
り
。
此
の
地
方
の
含
有
炭
は
約
七
十
二
億
四
千

六
百
八
十
九
万
六
百
噸
と
称
せ
ら
る
。
昨
年
中
の
出
炭
炭
は
五
千
三
百
九
十
八
万
九
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千
九
百
噸
に
し
て
、
英
国
中
の
第
二
位
を
占
め
、
年
々
非
常
の
増
加
を
示
し
つ
ゝ
あ

り
、
其
の
原
因
の
重
要
な
る
は
、「
ク
リ
ブ
ラ
ン
ド
」
の
鉄
工
業
の
盛
大
な
る
に
あ
り

と
い
ふ
。
因
に
記
す
、
此
の
地
方
の
「
コ
ー
ク
ス
」
は
「
ダ
ー
ハ
ム
コ
ー
ク
ス
』
と

称
へ
最
も
有
名
な
る
も
の
な
り
。

	

（
ロ
）「
カ
ン
バ
ラ
ン
ド
」
地
方　

は
西
海
岸
「
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
」
に
近
接
せ
る

地
方
に
て
、
無
煙
炭
と
普
通
炭
と
の
二
種
を
産
す
、
無
煙
炭
は
僅
に
数
寸
の
厚
さ
あ

る
二
三
の
層
よ
り
成
り
、
石
炭
焼
の
用
に
供
す
る
に
過
き
す
、
商
業
上
重
要
な
る
も

の
に
あ
ら
さ
れ
と
も
、
普
通
炭
は
最
も
良
好
な
る
も
の
に
し
て
、
其
の
厚
さ
六
尺
を

下
ら
す
、
二
尺
乃
至
四
尺
の
も
の
を
合
す
れ
は
、
十
二
層
の
多
き
に
及
ひ
、
長
さ
三

十
哩
、
幅
六
哩
あ
り
、
平
均
炭
質
は
家
庭
用
と
し
て
も
、「
コ
ー
ク
ス
」
用
と
し
て

も
、
最
上
の
部
に
算
せ
ら
れ
す
、
然
れ
と
も
炭
層
の
整
然
た
る
と
厚
層
な
る
と
は
、

採
炭
上
最
も
都
合
よ
き
も
の
と
し
て
称
せ
ら
る
、
傾
斜
は
海
岸
に
向
へ
る
を
以
て
既

に
海
底
に
於
て
、
約
五
哩
を
採
掘
せ
り
。
重
要
な
る
炭
層
は
三
ッ
（
上
下
の
薄
き
も

の
は
此
の
内
に
入
ら
す
）
よ
り
成
り
、
凡
左
の
如
く
区
分
さ
る
。
昨
年
中
の
産
額
は

一
千
三
百
七
十
万
噸
な
り
。

	

一　

六
尺
四
寸
よ
り
十
尺
十
一
寸

	

二　

中
央
部　

九
尺
よ
り
十
一
尺
九
寸

	

三　

最
下
層　

四　

尺

	

（
ハ
）「
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
」
炭
田　

は
総
面
積
一
千
哩
平
方
以
上
に
し
て
広
処
は

二
十
哩
よ
り
三
十
哩
に
亘
る
個
所
あ
り
。
表
面
よ
り
最
下
層
迄
四
千
三
百
四
十
四
尺

と
称
せ
ら
れ
、
其
内
石
炭
の
厚
さ
合
計
九
十
五
呎
（
廿
九
層
）
あ
り
、
最
も
厚
き
は

八
尺
乃
至
十
尺
に
し
て
、
多
く
は
二
尺
乃
至
三
尺
な
り
。
普
通
傾
斜
は
少
な
け
れ
と

も
一
方
西
海
岸
に
瀬
す
る
地
方
に
五
十
度
な
る
非
常
の
「
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
」
を
示
せ

る
処
あ
り
、
此
の
地
方
の
産
炭
は
瓦
斯
、
鍛
冶
、
ス
チ
ー
ム
用
と
し
て
名
あ
り
昨
年

中
の
産
額
四
千
九
万
二
千
百
四
十
八
噸
な
り

					





中　

部

	

（
イ
）「
ヨ
ー
ク
」
郡
部
及
ひ
タ
ー
ビ
ン
郡
地
方　

は
長
さ
六
十
五
哩
幅
三
四
十
哩

に
亘
る
九
百
平
方
哩
の
広
大
な
る
大
炭
田
に
し
て
、
東
部
の
海
辺
に
幾
分
少
量
の
傾

斜
を
為
し
、
深
さ
三
千
尺
ま
で
に
十
六
層
の
石
炭
あ
り
、
石
炭
の
厚
さ
合
計
四
十
五

尺
に
達
し
、
最
も
厚
き
は
九
尺
に
し
て
、
最
も
薄
き
は
一
尺
六
吋
と
す
、
此
の
炭
層

の
多
く
は
倫
敦
の
市
場
に
「
ダ
ー
ビ
ン
」
郡
の
絹
石
と
称
せ
ら
れ
、
最
も
有
名
な
る

良
炭
な
り
、
昨
年
中
の
出
来
高
は
英
国
各
地
方
中
の
第
一
位
に
あ
り
、
実
に
六
千
四

百
九
十
八
万
五
千
六
百
四
十
六
噸
に
達
し
た
り
。

	

（
ロ
）「
ラ
ン
カ
シ
ヤ
ー
」
地
方　

の
炭
層
は
非
常
に
不
規
則
に
し
て
し
か
も
断
層

多
き
を
以
て
知
ら
れ
る
と
も
、
又
英
国
中
有
名
な
る
産
地
の
一
に
算
せ
ら
れ
、
総
面

積
二
百
十
七
平
方
哩
あ
り
、
深
さ
七
千
尺
に
達
す
る
ま
で
の
炭
層
は
之
を
三
大
別
と

す
へ
く
（
一
）
其
の
上
層
は
数
多
の
炭
層
を
有
す
る
石
灰
岩
に
し
て
、
多
く
魚
類
の
形

状
を
留
め
、（
二
）
其
の
次
は
地
表
よ
り
約
三
千
五
百
尺
の
下
方
に
あ
り
、
四
尺
内
外

の
炭
層
数
種
を
含
有
し
、（
三
）
其
の
下
層
又
数
種
の
石
炭
あ
り
、
以
上
炭
層
の
合
計

十
五
に
し
て
、
其
層
厚
七
尺
乃
至
二
尺
三
寸
あ
り
、
合
計
七
十
尺
と
な
る
、
各
炭
山

中
最
も
有
名
な
る
は
、
先
年
瓦
斯
爆
発
の
為
め
三
百
数
十
名
の
変
死
者
を
生
せ
し
「
ウ

イ
ガ
ン
」
炭
坑
な
り
。
此
の
外
「
マ
ン
チ
エ
ス
タ
ー
」
市
の
近
傍
に
一
千
二
百
尺
乃

至
二
千
七
百
尺
の
地
下
に
て
採
掘
せ
る
炭
山
数
多
あ
り
、
此
等
は
実
地
見
学
の
上
に

て
概
況
を
記
述
す
る
と
し
、
今
茲
に
附
言
せ
す
。
右
「
ラ
ン
カ
シ
ア
ー
」
地
方
に
於

け
る
昨
年
中
の
出
来
高
は
二
千
六
百
五
十
六
万
一
千
九
百
廿
八
噸
な
り
。

	

（
ハ
）
南
北
「
ス
タ
ホ
ー
ド
」
郡
地
方　

北
部
は
深
き
五
千
尺
の
内
二
尺
以
下
の
炭

層
を
除
き
て
、
約
四
十
層
の
石
炭
あ
り
、
其
の
全
層
厚
百
四
十
尺
と
称
せ
ら
る
、
天
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井
は
他
地
方
に
比
し
て
著
し
く
堅
牢
な
り
。
南
部
は
「
黒
き
里
」
と
呼
は
る
ゝ
程
の

工
業
地
に
し
て
、
石
炭
の
需
要
最
も
多
く
、
約
九
十
平
方
哩
間
、
炭
山
相
接
し
て
殷

賑
な
り
、
此
の
地
方
は
深
き
千
八
百
尺
ま
で
に
廿
四
層
三
十
六
尺
の
石
炭
を
含
有
す
、

昨
年
中
の
出
来
高
は
、
南
北
両
部
を
合
し
て
実
に
一
千
四
百
八
十
万
噸
な
り
。

	

以
上
の
外
「
チ
エ
ス
タ
ー
」、「
デ
ビ
ー
」、「
フ
リ
ン
リ
ト
」、「
レ
ユ
ロ
ツ
プ
」、

「
ウ
ー
ス
タ
ー
」、「
ワ
ー
ウ
イ
ツ
ク
」、「
レ
ー
ス
タ
ー
」
等
の
各
部
あ
り
、
何
れ
も
本

邦
の
産
額
に
相
当
す
る
産
地
な
れ
と
も
、
全
英
国
中
最
も
小
規
模
の
方
面
な
れ
は
、

茲
に
之
を
省
略
す
る
こ
と
と
せ
り
。

					





西　

南　

部
（
ガ
ー
ヂ
フ
港
附
近
）

	

（
イ
）「
ブ
リ
ス
ト
ル
」
及
ひ
「
バ
ス
」
市
附
近　

の
炭
田
は
約
二
百
卅
八
平
方
哩

の
面
積
を
有
し
、
深
さ
八
千
尺
の
間
に
於
て
、
其
の
炭
層
を
四
大
別
す
れ
は
左
の
如

し
。

	

一　

十
一
尺
乃
至
十
三
尺
の
も
の
八
層
あ
り

	

二　

六
尺
乃
至
十
尺
の
も
の
六
層
あ
り

	

三　

数
層
の
薄
き
炭
層

	

四　

薄
き
炭
層
二
十
乃
至
三
十
あ
り
、
合
計
六
十
尺
と
称
す

	

（
ロ
）「
ホ
ー
レ
ス
ト
、
ラ
ブ
、
デ
ー
ン
」
地
方
は　
「
カ
ー
ヂ
フ
」
市
の
東
北
に
位

す
る
、
僅
に
三
十
四
哩
平
方
の
小
炭
田
な
る
も
、
其
の
炭
層
は
比
較
的
整
然
た
る
を

以
て
称
せ
ら
る
、
深
さ
二
千
三
百
尺
の
内
、
上
部
千
五
百
「
エ
ー
カ
ー
」
の
面
積
は

少
数
の
薄
き
炭
を
含
み
、
中
央
部
七
千
「
エ
ー
カ
ー
」
は
良
好
な
る
七
層
を
有
し
、

下
部
は
一
万
六
千
「
エ
ー
カ
ー
」
に
亘
り
て
数
多
の
炭
層
あ
り
。
以
上
総
炭
層
の
合

計
三
十
五
尺
と
称
す
れ
と
も
、
経
済
的
に
採
掘
す
べ
き
は
、
此
の
内
の
二
十
尺
内
外

と
す
。
此
の
外
「
デ
ボ
ン
」
郡
の
分
あ
れ
と
も
、
特
に
記
す
る
に
足
ら
さ
れ
は
、
茲

に
之
を
省
略
す
。

	

（
ハ
）
南
北
「
ウ
エ
ル
ス
」
炭
田　

は
所
謂
「
カ
ー
ヂ
フ
」
炭
の
産
地
に
し
て
、
東

は
「
ポ
ン
チ
フ
ー
ル
」
市
よ
り
、
西
は
「
セ
ン
ト
ブ
リ
ツ
ヂ
」
湾
に
至
る
、
九
百
平

方
哩
の
広
大
な
る
面
積
に
し
て
、「
モ
ン
マ
ウ
ス
」、「
ク
ラ
モ
ル
ガ
ン
」、「
カ
ー
マ
ー

ビ
ン
」
の
三
郡
に
亘
る
、
炭
層
の
厚
き
と
、
炭
質
の
良
好
に
し
て
高
価
な
る
と
は
、

何
人
も
能
く
知
る
処
な
り
。
普
通
傾
斜
は
三
尺
に
付
三
寸
、
即
ち
尺
に
一
寸
位
な
れ

と
も
、
時
に
直
角
を
示
す
と
あ
り
、
中
央
よ
り
漸
次
西
方
に
向
ひ
、
其
の
西
端
は
既

に
「
セ
ン
ト
ブ
リ
ツ
ヂ
」
湾
の
水
面
下
数
百
尺
を
採
掘
し
つ
ゝ
あ
り
。
此
の
地
方
は

表
面
よ
り
地
下
一
万
尺
に
至
る
迄
、
多
少
の
石
炭
層
を
含
有
せ
り
。
今
其
の
炭
層
を

大
別
す
れ
は
、（
一
）
上
部
一
千
尺
迄
は
八
層
、
十
八
尺
、（
二
）
中
部
三
千
尺
迄
は

十
六
層
、
五
十
尺
、（
三
）
下
部
二
千
七
百
尺
迄
は
十
五
層
、
廿
八
尺
、（
四
）
最
下

層
四
百
尺
よ
り
千
四
百
尺
迄
は
十
八
層
、
八
十
三
尺
あ
り
。
無
煙
炭
の
含
有
地
は
四

万
十
平
方
哩
に
し
て
、
普
通
炭
の
含
有
面
積
亦
概
ね
相
同
し
、
此
の
両
層
の
間
に
位

す
る
面
積
百
八
十
平
方
哩
と
す
。
一
千
八
百
七
十
二
年
政
府
の
調
査
に
よ
れ
は
、
南

「
ウ
エ
ー
ル
ス
」
州
の
み
に
て
、
採
掘
さ
る
べ
き
炭
量
は
、
四
千
尺
以
内
に
て
三
百
二

十
四
億
五
千
七
百
十
六
万
六
千
五
百
四
十
七
噸
、
四
千
尺
以
上
に
て
四
十
一
億
八
百

九
十
九
万
七
千
六
百
五
十
噸
、
一
千
八
百
七
十
二
年
即
ち
調
査
せ
し
年
ま
で
採
掘
さ

れ
し
も
の
六
億
四
千
四
百
七
十
四
万
九
千
七
百
八
十
五
噸
に
し
て
以
上
差
引
き
た
る

残
炭
三
百
五
十
九
億
二
千
四
十
一
万
二
千
六
百
十
二
噸
な
り
と
云
へ
り
、
吾
人
は
此

の
数
量
を
想
像
す
る
だ
に
、
尚
決
心
の
感
に
堪
江
さ
る
也
。
昨
年
中
当
州
に
て
採
掘

せ
し
総
高
は
四
千
九
百
九
十
七
万
八
千
噸
な
り
き
。
尚
北
「
ウ
エ
ー
ル
ス
」
州
に
も
、

多
少
の
炭
山
な
き
に
あ
ら
さ
れ
と
も
、
南
方
に
対
し
て
比
較
す
べ
き
に
あ
ら
す
、「
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
」
の
炭
山
亦
小
規
模
に
し
て
、
僅
に
十
万
噸
弱
を
産
す
る
に
過
き
さ
れ

は
、
北
部
、
中
部
、
南
部
に
於
け
る
炭
田
の
大
要
を
述
べ
た
れ
は
之
よ
り
更
に
此
等
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の
炭
山
に
従
事
す
る
労
働
者
の
状
況
を
概
陳
す
る
こ
と
と
す
べ
し
。

三　

雑　

則

	

炭
山
使
役
人
員
…
変
災
及
其
の
死
傷
者
…
石
炭
消
費
高

	

石
炭
の
輸
出
入
高
…
附
記
…
英
国
殖
民
地
の
出
炭
高

▲
炭
山
使
役
人
員　

英
国
に
於
け
る
三
千
三
百
の
炭
山
に
従
事
す
る
人
員
は
、
約
九

十
二
三
万
人
に
し
て
、
内
八
割
を
坑
内
就
業
者
、
他
の
二
割
を
坑
外
就
業
者
と
す
、

左
れ
と
炭
山
の
増
加
と
、
其
の
掘
進
の
進
行
に
随
ひ
、
年
々
約
貮
分
を
増
加
し
つ
ゝ

あ
れ
は
、
今
後
の
人
員
は
此
の
率
に
よ
り
て
算
出
す
る
を
可
と
す
。
但
し
以
上
総
人

員
の
内
女
子
は
僅
に
四
千
人
に
過
き
す
、
即
ち
三
分
弱
の
割
合
に
し
て
、
多
く
は
坑

外
の
選
炭
に
従
事
し
、
年
々
其
の
数
を
減
す
る
の
傾
き
あ
り
。

	

昨
年
中
全
英
国
の
出
炭
高
合
計
二
億
六
千
七
百
八
十
二
万
八
千
二
百
七
十
六
噸

（
年
々
約
五
分
を
増
す
）
な
れ
は
、
右
の
人
員
に
配
当
せ
し
、
一
人
平
均
一
ヶ
年
間
の

採
掘
力
は
三
百
八
十
七
噸
の
割
合
に
て
、
一
日
平
均
一
噸
以
上
に
相
当
せ
り
、
採
炭

夫
の
み
に
て
一
人
一
日
平
均
一
噸
を
出
入
す
る
本
邦
炭
山
の
如
き
は
、
眞
に
気
恥
か

し
き
心
地
す
也

▲
変
災
及
其
の
死
傷
者　

変
災
の
度
数
は
年
々
著
し
く
増
加
す
れ
と
も
死
傷
人
員
は

反
対
に
減
少
の
傾
き
あ
り
、
委
細
は
後
節
に
録
す
る
こ
と
と
し
、
試
に
昨
年
中
の
統

計
を
案
す
れ
は
変
災
度
数
四
千
五
百
九
十
四
件
に
し
て
、
其
死
者
一
千
百
四
十
二
人

あ
り
、
之
を
前
年
に
比
す
れ
は
件
数
に
於
て
百
〇
四
件
を
増
し
、
死
者
に
於
て
十
七

人
を
減
少
せ
り
、
使
役
者
一
千
人
に
対
す
る
死
亡
率
は
一
人
四
二
の
割
合
な
り
。

▲
石
炭
消
費
高　

英
国
の
石
炭
消
費
高
を
見
る
か
為
め
、
世
界
の
産
炭
国
に
於
け
る

昨
年
及
其
の
前
年
の
消
費
高
を
表
示
す
れ
は
、

国　

名

一
昨
年
（
一
九
〇
六
）

一
昨
々
年
（
一
九
〇
五
）

噸

噸

英　

国

一
七
四
、三
二
九
、〇
〇
〇

一
六
九
、〇
一
七
、〇
〇
〇

独
逸
邦

一
一
九
、二
八
二
、〇
〇
〇

一
〇
六
、九
一
六
、〇
〇
〇

仏　

国

五
〇
、二
九
八
、〇
〇
〇

四
五
、九
一
五
、〇
〇
〇

白ベ
ル
ギ
ー

耳
義

二
二
、五
〇
九
、〇
〇
〇

一
九
、六
六
一
、〇
〇
〇

米　

国

三
六
一
、四
九
二
、〇
〇
〇

三
四
三
、二
八
一
、〇
〇
〇

墺オ
ー
ス
ト
リ
ア

太
利

二
一
、一
八
一
、〇
〇
〇

一
九
、三
一
四
、〇
〇
〇

勾ハ
ン
ガ
リ
ー

牙
利

露　

国

二
五
、七
八
九
、〇
〇
〇

二
二
、六
八
〇
、〇
〇
〇

に
し
て
、
各
国
共
に
約
五
分
内
外
を
増
加
す
れ
は
、
世
界
の
大
勢
は
今
後
尚
石
炭
の

需
要
を
増
加
す
べ
き
傾
向
あ
り
と
見
て
可
な
る
べ
し
、
而
し
て
英
国
の
消
費
高
か
米

国
に
次
て
第
二
位
に
あ
る
こ
と
も
、
亦
た
特
に
読
者
の
注
意
を
望
ま
さ
る
を
得
さ
る

也
。

▲
石
炭
の
輸
出
入
高　

次
に
一
昨
年
即
ち
千
九
百
六
年
中
石
炭
の
重
な
る
輸
出
国
と
、

輸
入
国
と
に
付
き
、
其
の
輸
出
入
高
を
列
記
し
て
、
読
者
の
参
看
に
供
す
る
も
亦
徒

爾
な
ら
さ
る
へ
き
を
信
す
る
也
。

国　

名

輸
出
高

国　

名

輸
入
高

噸

噸

高出輸

英　

国

七
六
、七
二
九
、〇
〇
〇

高入輸

露
西
亜

四
、八
八
四
、〇
○
〇

独　

逸

一
五
、六
三
二
、〇
〇
〇

瑞ス
ウ
ェ
ー
デ
ン典

三
、九
九
五
、〇
〇
〇

米　

国

八
、一
八
〇
、〇
〇
〇

仏
蘭
西

一
六
、五
三
六
、〇
〇
〇

日　

本

二
、三
八
〇
、〇
〇
〇

西ス
ペ
イ
ン

班
牙

二
、五
三
一
、〇
〇
〇

白
耳
義

七
二
三
、〇
〇
〇

伊
太
利

七
、五
一
九
、〇
〇
〇

墺オ
ー
ス
ト
リ
ア

匈
国

二
〇
、〇
四
六
、〇
〇
〇

墺
匈
国

六
、七
四
五
、〇
〇
〇

ト
ラ
ン
パ
ー
ル

六
二
、〇
〇
〇

カ
ナ
ダ

五
、〇
二
一
、〇
〇
〇

ナ
タ
ル

七
三
二
、〇
〇
〇

薪ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

西
蘭
土

六
六
、〇
〇
〇

印　

度

六
八
七
、〇
〇
〇

喜
望
峰

四
四
七
、〇
〇
〇

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠
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以
上
二
表
に
対
し
て
何
人
も
其
の
思
想
に
浮
ふ
べ
き
は
、
重
な
る
輸
出
国
の
多
く

は
、
国
運
隆
々
と
し
て
旭
日
の
如
く
な
る
、
所
謂
世
界
の
大
国
な
る
に
拘
は
ら
す
、

輸
入
国
の
多
く
は
、
国
勢
賑
は
す
、
文
明
の
度
前
者
に
一
着
を
輸
す
る
も
の
な
る
こ

と
是
れ
な
る
べ
し
。
吾
人
は
此
に
至
り
、
今
更
の
如
く
、「
石
炭
が
文
明
の
母
た
る
の

実
」
を
確
認
せ
さ
る
を
得
さ
る
也
、
而
し
て
我
が
鉱
業
家
が
国
家
に
背
ふ
処
の
重
大

な
る
を
自
覚
し
、
更
に
一
倍
の
勇
気
を
感
せ
さ
る
を
得
さ
る
也
。

附
記　

英
国
植
民
地
の
出
炭
高

英
国
植
民
地
の
出
炭
高
は
左
表
の
如
く
、
最
近
の
一
ヶ
年
間
に
も
著
し
き
増
額
を

表
示
せ
り
、
而
し
て
左
表
中
濠
州
炭
及
印
度
炭
の
如
き
は
直
接
に
我
が
日
本
炭
と

海
外
の
市
場
に
相
争
ふ
も
の
な
る
を
思
へ
は
、
本
記
事
を
草
す
る
吾
人
に
と
り
て

は
、
更
に
一
層
の
注
意
を
以
て
彼
等
の
内
容
を
塾
察
す
る
の
必
要
あ
る
を
感
す
る

也
。
尚
此
等
に
関
し
て
は
後
節
に
詳
録
す
る
こ
と
と
し
、
単
に
産
額
の
み
を
茲
処

に
列
記
し
、
読
者
の
一
餐
に
供
す
る
こ
と
と
す
べ
し
。

国　

名

千
九
百
六
年

千
九
百
五
年

噸

噸

印
度
（
英
領
）

九
、七
八
三
、〇
〇
〇

八
、四
一
八
、〇
〇
〇

濠
州

八
、五
九
六
、〇
〇
〇

七
、四
九
四
、〇
〇
〇

新ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

西
蘭
土

一
、七
三
〇
、〇
〇
〇

一
、五
八
六
、〇
〇
〇

加
那
太

八
、七
一
七
、〇
〇
〇

七
、七
三
九
、〇
〇
〇

ト
ラ
ン
パ
ー
ル

二
、五
八
三
、〇
〇
〇

二
、三
二
七
、〇
〇
〇

ナ
タ
ル

一
、二
三
九
、〇
〇
〇

一
、一
二
九
、〇
〇
〇

英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
二
） 

		


（
千
九
百
七
年
視
察
） 

							







貝
嶋
太
市

第
二
編　

出
炭
高
使
役
人
員
及
変
災

	

一
出
炭
高

		


（
附
印
度
及
び
濠
州
）

	

予
は
是
よ
り
英
国
南
「
ウ
エ
ー
ル
ス
」
の
事
情
を
主
と
し
、
更
に
英
国
全
土
の
石

炭
と
、
其
の
世
界
に
対
す
る
関
係
と
を
記
述
す
る
に
先
ち
、
茲
に
全
世
界
に
於
け
る
、

最
近
数
年
の
出
炭
高
を
紹
介
し
て
、
漸
次
論
述
の
歩
武
に
進
む
る
こ
と
ゝ
す
べ
し
。

	

全
世
界
の
出
炭
高
三
ヶ
年
比
較
表
（
左
表
中
噸
は
二
、二
四
〇
ポ
ン
ド
）

一
九
〇
五
年

（
三
十
八
年
）

一
九
〇
六
年

（
三
十
九
年
）

一
九
〇
七
年

（
四
十
年
）

噸

噸

噸

国　　英
南
ウ
エ
ル
ス

四
三
、二
〇
三
、七
〇
一

四
七
、〇
五
五
、九
六
九

四
九
、九
七
八
、一
九
六

中
央
英
国

二
〇
、三
二
三
、七
六
一

二
一
、一
三
五
、五
四
〇

二
三
、五
五
四
、三
一
九

ラ
ン
カ
シ
ア
郡

二
四
、二
四
七
、五
一
四

二
五
、二
一
六
、六
一
四

二
六
、五
六
四
、九
二
八

ヨ
ー
ク
郡

五
四
、九
一
三
、六
五
一

五
九
、五
三
一
、九
九
八

六
四
、九
八
五
、四
六
三

北
部
英
国

五
〇
、〇
九
〇
、七
六
〇

五
二
、〇
九
七
、〇
七
〇

五
三
、九
八
六
、九
〇
〇

北
ウ
エ
ル
ス

二
、九
〇
一
、九
九
八

三
、一
六
九
、九
九
四

三
、四
六
九
、六
七
〇

其
の
他

四
、五
〇
〇
、七
六
三

四
、七
五
七
、五
九
三

五
、〇
九
六
、五
四
八

ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド

三
五
、八
三
九
、二
九
七

三
七
、九
九
二
、三
六
九

四
〇
、〇
九
二
、五
四
八

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

九
〇
、三
三
五

九
三
、六
六
二

九
九
、七
〇
四

以
上
計
（
全
英
国
）
二
三
六
、一
一
一
、一
五
〇

二
五
一
、〇
五
〇
、八
〇
九

二
六
七
、八
二
八
、二
七
六

北
米
合
衆
国

三
五
〇
、六
四
五
、二
〇
九

三
六
九
、七
八
三
、二
八
四

四
二
八
、九
七
三
、二
五
二

独
逸

一
一
九
、二
三
八
、二
七
〇

一
三
四
、二
八
六
、四
五
八

一
四
〇
、九
二
一
、二
〇
六

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠
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仏
国

三
四
、六
四
五
、一
〇
八

三
三
、〇
四
一
、九
八
〇

三
五
、七
五
二
、〇
〇
〇

白ベ
ル
ギ
ー

耳
義

二
一
、五
〇
六
、〇
〇
〇

二
三
、二
三
二
、三
一
八

三
三
、四
四
一
、六
四
〇

露
西
亜

一
八
、四
五
七
、三
八
六

二
一
、三
四
七
、二
八
〇

二
三
、五
三
一
、五
〇
〇

墺オ
ー
ス
ト
リ
ア

匈
国

一
三
、四
七
一
、一
〇
五

一
四
、四
三
六
、七
七
〇

一
四
、八
八
六
、一
九
五

日
本

一
一
、五
九
三
、〇
〇
〇

一
二
、九
七
四
、二
七
四

一
三
、七
一
六
、四
八
八

印
度

八
、四
一
七
、七
三
九

九
、七
八
三
、二
五
〇

一
〇
、五
〇
〇
、〇
〇
〇

濠
州

七
、四
九
四
、四
二
七

八
、五
九
六
、四
一
六

九
、七
二
二
、四
六
〇

ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

一
、五
八
五
、七
五
六

一
、七
二
九
、五
三
六

…
…

カ
ナ
ダ

七
、七
三
九
、二
三
九

八
、七
一
六
、六
〇
八

一
〇
、五
一
〇
、九
六
一

南
亜
米
利
加

三
、八
三
七
、一
九
五

四
、三
〇
四
、三
四
九

五
、二
三
二
、九
九
四

西ハ
ン
ガ
リ
ー

班
牙

三
、〇
二
六
、五
〇
八

三
、〇
三
〇
、四
三
九

三
、一
〇
〇
、〇
〇
〇

其
他
諸
国

一
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

一
六
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

一
七
、〇
〇
〇
、〇
〇
二

総　
　

計

八
五
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

九
一
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
一
、〇
〇
八
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

	

以
上
列
記
す
る
処
に
依
れ
ば
、
一
九
〇
七
年
（
即
ち
我
が
明
治
四
十
年
）
中
全
世

界
の
出
炭
高
に
対
し
、
米
国
は
其
の
約
四
割
余
を
産
し
て
第
一
位
を
占
め
、
英
国
之

に
次
で
二
割
四
分
、
独
逸
又
之
に
次
で
一
割
余
を
出
し
、
我
が
日
本
は
第
八
位
に
在

り
て
、
約
百
分
の
一
、
即
ち
一
分
の
出
炭
に
過
ぎ
ざ
る
を
認
む
べ
し
。

	

次
に
予
が
今
専
ら
研
究
し
つ
ゝ
あ
る
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
を
中
心
と
し
且
英
国
の
地

位
を
詳
査
せ
ん
為
め
、
更
に
左
の
一
表
を
掲
く
べ
し
。

	

全
英
国
及
「
ウ
エ
ル
ス
」
の
出
炭
額
が

	

世
界
出
炭
額
に
対
す
る
地
位

全
世
界
の
産
額

全
英
産
額

全
英
産
額
の 

世
界
産
額
に 

対
す
る
割
合

南
ウ
エ
ル
ス
の
産
額

全
ウ
エ
ル
ス
産 

額
の
世
界
産
額 

に
対
す
る
割
合

噸

噸

割
分

噸

割
分

明
治
三
五
年

八
〇
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

二
二
七
、〇
九
五
、〇
四
二

二
、八

四
一
、三
〇
五
、五
八
三

〇
、五
○

仝　

三
六
年

八
八
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

二
三
〇
、三
三
四
、四
六
九

二
、六

四
二
、一
五
四
、一
九
一

〇
、四
八

仝　

三
七
年

八
八
七
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

二
三
二
、四
二
八
、二
七
二

二
、六

四
三
、七
三
〇
、四
一
五

〇
、四
九

仝　

三
八
年

九
四
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

二
三
六
、一
一
一
、一
五
〇

二
、五

四
三
、二
〇
三
、〇
七
一

〇
、四
六

仝　

三
九
年

一
、〇
〇
九
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

二
五
一
、〇
五
〇
、八
〇
九

二
、四

四
七
、〇
五
五
、九
六
九

〇
、四
六

仝　

四
十
年

一
、一
一
四
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

二
六
七
、八
二
八
、二
七
六

二
、〇

四
九
、九
七
八
、一
九
六

〇
、四
五

	

英
国
の
出
炭
は
年
々
五
分
内
外
の
増
率
な
れ
ど
も
、
全
世
界
に
対
す
る
割
合
は
、

年
々
幾
分
か
を
減
少
し
つ
ゝ
あ
る
を
認
む
る
べ
し
、
蓋
し
米
国
、
独
逸
等
の
増
率
が

英
国
以
上
に
あ
る
の
一
徴
た
る
は
勿
論
な
り
。

	

更
に
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
が
全
英
国
に
対
す
る
斯
業
界
の
勢
力
を
見
ん
が
為
め
、
又

左
の
一
表
を
掲
ぐ
。

全
英
産
額

南
ウ
エ
ル
ス
の
産
額

歩　

合

噸

噸

割
分

明
治
三
一
年

二
〇
二
、〇
九
四
、七
八
一

二
六
、七
二
三
、六
一
八

一
、三
○

仝　

三
二
年

二
二
五
、一
八
一
、三
〇
〇

三
九
、八
七
〇
、〇
九
七

一
、八
○

仝　

三
三
年

二
一
九
、〇
四
六
、九
四
六

三
九
、三
二
八
、二
〇
九

一
、七
○

仝　

三
四
年

二
二
七
、〇
九
五
、〇
四
二

三
九
、二
〇
九
、二
六
〇

一
、八
○

仝　

三
五
年

二
三
〇
、三
三
四
、四
六
九

四
一
、三
〇
五
、五
八
三

一
、八
二

仝　

三
六
年

二
三
二
、四
二
八
、二
七
二

四
二
、一
五
四
、一
九
一

一
、八
三

仝　

三
七
年

二
三
四
、四
三
二
、一
八
五

四
三
、七
三
〇
、四
一
五

一
、八
八

仝　

三
八
年

二
三
六
、一
一
一
、一
五
〇

四
三
、二
〇
三
、〇
七
一

一
、八
三

仝　

三
九
年

二
五
一
、〇
五
〇
、八
〇
九

四
七
、〇
五
五
、九
六
九

一
、八
七

仝　

四
十
年

二
六
七
、八
二
八
、二
七
六

四
九
、九
七
八
、一
九
六

一
、八
四

	

左
表
に
よ
れ
ば
、
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
の
出
炭
は
、
全
英
国
の
出
炭
増
加
に
比
し
、

幾
分
づ
ゝ
の
増
率
を
示
し
つ
ゝ
あ
り
、
此
の
十
ヶ
年
の
始
め
に
於
て
一
割
三
分
な
り

し
も
の
一
割
八
分
以
上
に
進
み
、
し
か
も
方
に
一
割
九
分
に
達
せ
ん
と
し
、
約
言
す

れ
ば
二
割
に
近
き
大
部
分
を
占
め
、
我
が
日
本
全
国
の
出
炭
高
に
比
す
れ
ば
、
実
に

四
倍
の
多
き
に
達
し
居
れ
り
、
而
し
て
、
之
を
五
十
四
年
前
に
顧
み
れ
は
、
全
英
国

の
出
炭
高
六
千
五
百
万
噸
（
現
在
の
四
分
の
一
弱
）
に
対
し
、
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
の
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出
炭
高
約
八
百
五
十
万
噸
（
現
在
の
五
分
の
一
）
に
し
て
、
尚
一
割
三
分
の
勢
力
を

保
ち
た
り
と
い
へ
り
。

	

次
に
全
英
国
中
。
有
名
な
る
大
煤
田
の
出
炭
額
が
如
何
に
増
加
し
つ
ゝ
あ
る
や
を

見
る
に
、
最
近
五
ヶ
年
の
統
計
は
実
に
左
の
如
く
な
り
と
い
へ
り
。

三
六
年

三
七
年

三
八
年

三
九
年

四
十
年

千
噸

千
噸

千
噸

千
噸

千
噸

ラ
ン
カ
ス
タ
ー

二
四
、九
五
四

二
四
、四
五
一

二
四
、二
四
七

二
五
、二
一
六

二
六
、五
六
四

ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド

三
四
、九
九
二

三
五
、四
五
三

三
五
、八
三
九

三
七
、九
九
二

四
〇
、〇
九
二

北
部
英
国

四
七
、八
九
四

四
八
、四
一
二

五
〇
、〇
九
〇

五
二
、〇
九
七

五
三
、九
八
六

ヨ
ー
ク
地
方

五
二
、三
八
〇

五
二
、八
四
一

五
四
、九
一
三

五
九
、五
二
九

六
四
、九
八
五

南
ウ
エ
ル
ス

四
二
、一
五
四

四
三
、七
三
〇

四
三
、二
〇
三

四
七
、〇
五
五

四
九
、九
七
八

全
英
国

二
三
〇
、三
三
四

二
三
二
、四
二
八

二
三
六
、一
一
一

二
五
一
、〇
五
〇

二
六
七
、八
二
八

　

備
考　

本
表
の
外
、
中
央
英
国
、
北
ウ
エ
ル
ス
、
等
あ
れ
と
も
今
一
々
掲
出
せ
す
。

	

最
後
に
英
領
印
度
、
及
濠
州
の
石
炭
鉱
業
に
対
す
る
一
班
を
附
記
せ
ん
に
、
印
度

に
於
て
は
昨
年
中
石
炭
鉱
業
に
従
事
せ
し
人
員
十
五
万
千
九
百
八
十
三
人
あ
り
、（
内

坑
内
労
働
者
九
万
八
千
八
百
二
十
四
人
、
坑
外
労
働
者
五
万
三
千
百
五
十
九
人
）、
内

男
九
万
六
千
七
百
六
十
九
人
女
四
万
九
千
百
十
六
人
、
十
二
歳
以
下
の
幼
児
六
千
九

十
八
人
に
し
て
前
年
に
比
し
二
万
三
千
三
百
十
七
人
、
即
ち
一
割
八
分
を
増
加
せ
し

は
斯
業
の
進
歩
を
徴
し
て
余
あ
り
と
い
ふ
べ
し
。
昨
年
中
の
石
炭
採
掘
高
は
、
一
千

〇
五
十
二
万
六
千
四
百
六
十
八
噸
に
し
て
、
前
年
の
九
百
十
万
二
千
六
百
六
十
三
噸

に
比
し
実
に
一
割
五
分
の
増
率
な
り
、
其
主
た
る
産
地
は
「
ベ
ン
ガ
ル
」
州
（
産
額

九
、九
九
三
、三
四
八
噸
）、
中
央
印
度
（
産
額
一
三
四
、〇
八
八
噸
）
等
に
し
て
、
石

炭
山
の
変
災
一
百
〇
五
件
に
対
し
、
百
二
十
二
人
の
死
亡
者
あ
り
、
一
百
万
噸
の
出

炭
に
対
し
、
約
八
人
半
、
使
役
者
一
千
人
に
対
し
〇
、八
九
の
割
合
と
な
れ
り
。
濠

州
に
於
け
る
出
炭
高
は
、
本
年
八
月
中
の
一
ヶ
月
分
に
て
、
百
二
十
万
七
千
〇
六
十

一
噸
あ
り
、
此
の
月
額
を
以
て
平
均
す
れ
は
一
ヶ
年
一
千
三
百
万
噸
以
上
に
達
す
べ

き
勘
定
な
り
。
而
し
て
此
の
印
度
及
ひ
濠
州
に
於
け
る
両
地
方
の
出
炭
は
、
直
接
に

我
か
日
本
炭
と
市
場
に
相
見
ふ
る
商
敵
な
る
を
知
らマ

マは
、
一
層
の
注
意
を
喚
起
す
べ

き
方
面
な
る
こ
と
、
今
更
に
予
が
言
を
俟
た
さ
る
べ
し
。

	

二　

使
役
人
員

	

全
世
界
に
於
け
る
石
炭
の
産
額
、
及
英
国
産
額
の
内
容
、
以
上
略
述
す
る
処
の
如

し
と
し
て
、
更
に
此
の
石
炭
を
採
掘
す
べ
く
、
各
炭
山
に
使
役
す
る
人
員
を
見
る
は
、

予
が
調
査
の
順
序
と
し
て
、
又
已
む
を
得
さ
る
処
な
り
。
請
ふ
先
つ
重
要
産
炭
国
に

於
け
る
最
近
五
ヶ
年
間
の
統
計
を
掲
出
し
て
、
読
者
と
共
に
一
覧
せ
ん
。

三
五
年

三
六
年

三
七
年

三
八
年

三
九
年

人

人

人

人

人

南
ウ
エ
ル
ス

一
五
四
、五
七
一

一
五
九
、一
六
一

一
六
三
、〇
三
四

一
六
五
、六
〇
九

一
七
四
、六
六
〇

全　

英　

国

八
一
〇
、七
八
七

八
二
八
、九
六
八

八
三
三
、六
二
九

八
四
三
、四
一
八

八
六
七
、一
五
二

米 

国

無
煙
炭

一
四
八
、一
四
一

一
五
〇
、四
八
三

一
五
五
、八
六
一

一
六
五
、四
〇
六

一
六
二
、三
五
五

普
通
炭

三
七
〇
、〇
五
六

四
一
五
、七
七
七

四
三
七
、八
三
二

四
六
九
、六
二
九

四
七
八
、四
二
五

　

計

五
一
八
、一
九
七

五
六
六
、二
六
〇

五
九
三
、六
九
三

六
二
六
、〇
三
五

六
四
〇
、七
八
〇

独　
　
　

逸

四
五
一
、一
八
七

四
七
〇
、三
〇
五

四
九
〇
、六
〇
四

四
九
三
、三
〇
八

五
一
一
、一
〇
八

仏　
　
　

国

一
六
一
、〇
七
六

一
六
三
、六
九
四

一
七
一
、七
九
二

一
七
五
、一
〇
四

一
七
八
、四
三
一

白ベ

ル

ギ

ー

耳

義

一
三
四
、八
八
九

一
三
九
、五
九
二

一
三
八
、五
八
七

一
三
四
、七
四
七

一
三
九
、三
九
四

墺オ
ー
ス
ト
リ
ア

匈

国

六
六
、五
八
二

六
六
、六
六
三

六
六
、五
〇
七

六
六
、〇
七
二

六
六
、一
一
五

ロ　

シ　

ア

一
〇
五
、六
八
八

一
〇
五
、七
七
四

…
…

…
…

…
…

ナ　

タ　

ル

四
、一
三
九

五
、一
一
一

四
、八
九
七

五
、七
二
三

六
、一
九
五

濠　
　
　

州

一
六
、〇
〇
七

一
六
、二
七
七

一
六
、三
一
七

一
六
、四
四
二

一
七
、二
六
三

印　
　
　

度

九
八
、三
一
二

八
八
、五
三
〇

九
二
、七
四
〇

八
九
、〇
〇
五

九
九
、一
三
八

日　
　
　

本

七
八
、八
九
四

八
四
、九
四
一

八
八
、三
三
〇

七
九
、五
〇
五

一
〇
六
、五
八
九

	
以
上
表
示
す
る
処
に
よ
れ
は
、
英
国
の
出
炭
高
が
、
前
章
に
表
示
せ
し
如
く
、
米

国
に
及
は
さ
る
こ
と
一
億
余
万
噸
な
る
に
か
ゝ
は
ら
す
、
使
役
人
員
に
於
て
遠
く
米

国
を
凌
駕
す
る
も
の
あ
り
、
一
見
不
審
議
の
看
を
免
れ
さ
れ
と
も
、
其
実
米
国
の
事

業
が
主
と
し
て
機
械
的
に
し
て
、
労
力
省
略
に
努
む
る
も
の
、
蓋
し
最
大
原
因
な
る

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠
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か
如
し
。
我
日
本
の
加
き
、
亦
出
炭
量
と
人
員
と
を
比
較
せ
は
、
未
た
以
て
好
位
置

を
占
む
べ
き
歩
合
な
ら
さ
る
を
認
む
る
也
。

	

因
に
記
す
、
昨
年
（
四
十
年
）
の
調
査
に
か
ゝ
る
英
国
の
石
炭
山
使
役
人
員
は
、

九
十
四
万
〇
六
百
十
八
人
に
し
て
、
そ
の
内
訳
は
左
の
如
し
と
。

人

人

南
ウ
エ
ル
ス

一
九
〇
、二
六
三

中
央
部

八
一
、四
〇
三

ヨ
ー
ク
郡

二
二
三
、〇
五
六

北
部
炭
田

一
八
六
、三
八
七

北
方
ウ
エ
ル
ス

一
四
、三
七
〇

ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド

一
二
四
、七
五
六

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
地
方

九
五
、五
二
八

そ
の
他

二
四
、〇
六
九

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

七
八
八

	

次
に
使
役
人
員
一
人
平
均
の
出
炭
噸
数
歩
合
を
見
れ
は
、
第
一
の
成
績
は
、
之
を

米
国
に
限
ら
さ
る
可
か
ら
す
、
次
は
濠
州
、
次
は
英
、
独
、「
ナ
タ
ル
」、
墺
匈
国
、

仏
、
白
、
印
度
の
順
と
な
れ
り
、
吾
人
は
本
邦
の
位
置
を
見
て
、
深
く
戒
む
る
処
な

き
を
得
さ
る
也
。
即
ち
左
に
表
示
す
。

三
五
年

三
六
年

三
七
年

三
八
年

三
九
年

噸

噸

噸

噸

噸

南
ウ
エ
ル
ス

二
八
八

二
六
六

二
六
九

二
六
二

二
七
一

全　

英　

国

二
八
五

二
八
三

二
八
四

二
八
五

二
九
四

米　
　
　

国

五
二
〇

五
六
三

五
二
九

五
六
〇

五
七
七

独　
　
　

逸

二
三
四

二
四
四

二
四
二

二
四
二

二
六
二

仏　

蘭　

西

一
七
九

二
〇
六

一
九
六

二
〇
二

一
八
五

白ベ

ル

ギ

ー

耳

義

一
七
四

一
六
七

一
五
五

一
五
九

一
六
七

墺オ
ー
ス
ト
リ
ア匈

一
六
三

一
六
九

一
七
五

一
八
七

一
九
五

露　

西　

亜

一
五
三

一
六
六

…
…

…
…

…
…

ナ　

タ　

ル

一
四
三

一
四
〇

一
七
五

一
九
七

二
〇
〇

濠　
　
　

州

四
二
九

四
三
七

四
一
三

四
五
〇

四
九
八

印　
　
　

度

七
六

八
四

八
九

九
五

九
八

日　
　
　

本

一
二
二

一
一
七

一
二
〇

一
四
八

一
二
二

	

世
界
各
国
の
使
役
人
員
一
人
平
均
出
炭
歩
合
の
比
較
以
上
の
如
し
と
し
て
、
更
に

英
国
各
方
面
に
於
け
る
同
上
歩
合
を
算
出
（
三
十
九
年
分
）
す
れ
は
左
の
如
く
。「
ス

コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
」
第
一
位
を
占
め
、
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
は
第
六
位
に
在
る
を
認
む
べ
し
。

噸

噸

全
英
国
の
平
均

二
九
四

南
ウ
エ
ル
ス

二
七
一

中
央
部

二
九
四

ラ
ン
カ
ス
タ
ー

二
七
五

ヨ
ー
ク
シ
ヤ
郡

三
〇
〇

北
部

二
九
八

北
ウ
エ
ル
ス

二
五
〇

ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド

三
五
七

其
他

二
一
二

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

一
二
七

以
上
述
べ
来
り
し
処
に
依
れ
は

	

使�

役
人
員　

は
英
国
の
総
人
員
九
十
四
万
〇
六
百
十
八
人
に
対
し
、
南
「
ウ
エ

ル
ス
」
の
十
九
万
〇
二
百
六
十
三
人
（
即
ち
貮
割
）

	

出�

炭
高　

は
全
英
国
の
二
億
六
千
七
百
八
十
二
万
八
千
二
百
七
十
六
噸
に
対
し
、

南
「
ウ
エ
ル
ス
」
の
四
千
九
百
九
十
七
万
八
千
百
九
十
六
噸
（
即
ち
一
割
八
歩
）

	

一�

人
平
均
出
炭
高　

は
全
英
国
の
二
百
九
十
四
噸
に
対
し
、
南
「
ウ
エ
ル
ス
」

の
二
百
七
十
一
噸
な
り

	

尚
最
後
に
「
カ
ー
ヂ
フ
」
附
近
な
る
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
中
の
炭
山
二
百
二
十
三
ケ

所
に
就
き
、
使
役
人
員
の
統
計
を
附
記
す
る
こ
と
左
の
如
し
。

　

坑
内
（
男
）

　

坑  

外

　

総　

計

　

男

　

女

　

計

人

人

人

人

十
二
歳
以
上
十
四
歳
迄

…
…

六
二

…
…

六
二

六
二

十
三
歳
以
上
十
四
歳
迄

一
、三
七
一

…
…

…
…

…
…

一
、三
七
一

十
四
歳
以
上
十
六
歳
迄

四
、七
九
六

三
九
六

…
…

三
九
六

五
、一
九
二

十
四
歳
以
上

六
七
、二
七
〇

一
一
、五
八
九

一
二
六

一
一
、七
一
五

七
八
、九
八
五

　

計

七
三
、四
三
七

一
二
、〇
四
七

一
二
六

一
二
、一
七
三

八
五
、六
一
〇

⎞
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三　

変　

災

	
前
例
に
よ
り
て
全
世
界
各
国
炭
山
の
変
災
よ
り
生
し
た
る
死
者
の
統
計
を
列
記
し

て
、
之
を
比
較
す
れ
は
左
の
如
し
。（
左
表
中
の
死
亡
率
は
使
役
人
員
一
千
人
に
対
す

る
割
合
な
り
）

三
五
年

三
六
年

三
七
年

三
八
年

三
九
年

人

人

人

人

人

南
ウ
エ
ル
ス

死
亡
人
員

二
六
〇

二
五
六

二
六
八

四
四
〇

二
九
〇

死
亡
率

一
、六
八

一
、六
一

一
、六
四

二
、六
六

一
、六
六

全　

英　

国

〃

一
、〇
〇
五

一
、〇
四
八

一
、〇
三
四

一
、一
三
八

一
、一
一
六

〃

一
、二
四

一
、二
六

一
、二
四

一
、三
五

一
、二
九

米　
　
　

国

〃

一
、七
三
二

一
、七
四
〇

一
、九
九
六

二
、一
六
九

二
、〇
八
六

〃

三
、二
六

三
、一
一

三
、三
五

三
、三
七

三
、二
一

独　
　
　

逸

〃

九
七
三

一
、〇
四
六

一
、〇
三
四

一
、一
二
三

一
、〇
七
三

〃

一
、九
三

二
、〇
〇

一
、九
〇

二
、九
〇

二
、〇
五

仏　
　
　

国

〃

一
八
〇

一
七
〇

一
八
四

一
八
二

一
、二
八
〇

〃

一
、〇
九

一
、〇
二

一
、〇
七

一
、〇
四

七
、一
七

白　

耳　

義

〃

一
四
四

一
五
九

一
二
九

一
二
三

一
三
二

〃

一
、〇
七

一
、一
四

〇
、九
三

〇
、九
一

〇
、九
五

濠　
　
　

州

〃

一
九
六

一
〇
三

一
一
〇

一
八
三

一
五
五

〃

〇
、八
五

〇
、九
二

一
、五
三

一
、二
八

一
、三
〇

ナ　

タ　

ル

〃

一
五

一
三

一
六

二
二

三
九

〃

三
、九
〇

二
、九
五

三
、三
四

三
、五
四

五
、九
五

印　
　
　

度

〃

七
七

九
七

六
一

六
〇

一
〇
〇

〃

〇
、七
八

一
、一
三

〇
、七
二

〇
、六
七

一
、〇
一

	

本
表
に
拠
れ
は
白
耳
義
及
印
度
は
成
績
の
最
も
良
好
な
る
も
の
に
し
て
、
英
国
は

先
つ
中
等
の
部
に
算
す
べ
く
、
仏
国
は
最
近
の
一
ヶ
年
に
於
て
成
績
甚
た
不
良
な
り

し
も
、
五
ヶ
年
を
通
す
れ
は
、
米
国
最
も
不
良
な
り
と
い
ふ
べ
く
、
次
に
「
ナ
タ
ル
」、

次
に
独
逸
、
次
に
墺
匈
国
、
次
に
仏
国
の
順
序
と
見
て
可
な
る
へ
し
。

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠

	

次
に
三
十
八
、九
両
年
間
、
全
英
国
及
重
要
産
炭
地
方
に
区
別
せ
る
死
傷
人
員
と
、

此
の
両
年
を
平
均
せ
る
労
働
者
一
千
人
に
対
す
る
平
均
死
亡
率
と
を
列
記
す
れ
は
左

の
如
し
。

死
亡
実
人
員

以
上
両
年
労
働

者
千
人
に
対

す
る
死
亡
率

三
十
八
年

三
十
九
年

人

人

　
　
　

人

全
英
国

一
、一
一
六

一
、一
三
八

一
、三
四

南
ウ
エ
ル
ス

二
九
〇

四
四
〇

二
、四
〇

中
央
部

九
四

八
五

一
、二
〇

ラ
ン
カ
ス
タ
ー

一
〇
九

九
三

一
、一
〇

ヨ
ー
ク
郡

一
九
九

一
九
六

一
、〇
〇

北
部

二
二
九

一
五
七

一
、一
八

北
ウ
エ
ル
ス

二
六

一
五

一
、八
〇

ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド

一
五
四

一
三
一

一
、三
二

其
他

一
六

二
一

〇
、八
五

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

一

〇

〇
、七
〇

	

南
「
ウ
エ
ル
ス
」
の
死
亡
人
員
が
英
国
中
の
最
も
多
数
を
占
め
、
且
つ
其
の
千
人

に
対
す
る
死
亡
率
亦
最
も
多
き
は
、
前
表
に
於
て
明
瞭
な
り
と
い
ふ
べ
し
。

	

尚
以
上
の
変
死
者
に
対
し
、
其
の
出
炭
高
を
割
り
当
つ
れ
は
、

		


南
ウ
エ
ル
ス
は　
　

 

（
死
者
一
人
に
付
） 

五
〇
二
、二
八
一
噸

		


中
央
部
は　
　
　
　

 

（
仝
上
）　　
　
　

 

四
五
〇
、八
七
四

		


ラ
ン
カ
ス
タ
ー
地
方 

（
仝
上
）　　
　
　

 

四
三
〇
、九
五
三

		


ヨ
ー
ク
郡
地
方　
　

 

（
仝
上
）　　
　
　

 

二
六
二
、四
八
三

		


ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド　

 

（
仝
上
）　　
　
　

 

四
七
七
、三
九
四

		


ア
イ
ル
ラ
ン
ド　
　

 

（
仝
上
）　　
　
　

 　

九
三
、六
六
二

に
し
て
、
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
最
も
良
好
の
成
績
を
示
し
、「
ア
イ
ン
ラ
ン
ド
」
最
も
不

⎞
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良
の
結
果
を
示
せ
る
を
見
る
べ
し
。
因
に
記
す
、
今
よ
り
三
十
年
前
に
当
る
一
千
八

百
七
十
八
年
中
全
英
国
各
炭
山
の
使
役
人
数
員
一
千
人
に
対
す
る
死
亡
率
は
二
人
八

分
な
り
し
も
、
三
十
年
後
の
一
千
九
百
七
年
中
仝
上
死
亡
率
は
一
人
三
分
と
な
り
、

約
半
部
以
下
に
減
し
た
り
と
。

	

次
に
変
災
原
因
別
の
死
亡
人
員
に
つ
き
、
一
千
八
百
七
十
八
年
と
、
其
の
三
十
年

後
に
於
け
る
一
千
九
百
七
年
と
の
比
較
を
試
み
れ
は
左
の
如
し
。

								








　

 

使
役
人
員
一
千
人
に
対
す
る
死
亡
人
員

								








　

  

一
八
七
八
年　
　
　

  

一
九
〇
七
年

		


瓦
斯
爆
発　
　
　
　
　

一
、四
八　
　
　
　
　

〇
、〇
八

		


天
井
陥
落　
　
　
　
　

一
、二
〇　
　
　
　
　

〇
、八
〇

		


竪
坑
変
災　
　
　
　
　

〇
、三
〇　
　
　
　
　

〇
、二
〇

		


雑　
　

種　
　
　
　
　

〇
、四
〇　
　
　
　
　

〇
、五
三

		


坑　
　

外　
　
　
　
　

〇
、八
〇　
　
　
　
　

〇
、八
〇

其
の
使
役
人
員
の
倍
加
せ
る
に
拘
は
ら
す
、
一
千
人
に
対
す
る
死
亡
率
が
、
却
て
半

減
以
上
の
好
果
を
示
せ
る
は
、
危
険
の
予
防
に
対
す
る
諸
般
の
設
備
整
頓
せ
る
と
、

鉱
業
家
の
徳
義
心
に
よ
り
、
鉱
夫
に
対
す
る
待
遇
の
更
に
其
の
歩
を
進
め
た
る
に
起

因
す
る
も
ゝ
の
如
し
、
是
れ
豈
大
に
玩
味
す
べ
き
こ
と
な
ら
す
や
。
彼
の
瓦
斯
爆
発

の
死
亡
率
が
、
此
の
三
十
年
間
に
一
人
四
八
よ
り
〇
人
〇
八
と
な
れ
る
が
如
き
、
其

の
成
績
の
最
も
著
し
き
も
の
に
し
て
、
次
に
天
井
の
陥
落
、
竪
坑
変
災
の
二
者
、
亦

半
減
に
近
き
好
果
を
示
せ
る
は
、
共
に
諸
般
の
注
意
（
即
ち
通
風
の
注
意
、
役
員
の

忠
実
、
労
働
者
教
育
の
進
歩
等
）
行
届
け
る
一
証
と
し
て
見
る
を
得
べ
し
。
雑
種
と
、

坑
外
変
災
と
の
増
率
は
、
事
業
の
組
織
益
複
雑
と
な
れ
る
に
原
因
す
る
こ
と
勿
論
な

れ
は
、
以
上
の
増
率
は
決
し
て
悪
結
果
と
の
み
見
る
可
か
ら
す
、
吾
人
は
右
掲
示
す

⎞

⎜
⎬

⎜
⎠

る
各
表
に
対
し
、
最
も
精
密
な
る
査
察
を
試
み
て
、
大
に
戒
心
す
る
の
必
要
を
感
す

る
也
。

	

尚
前
期
瓦
斯
爆
発
に
付
、
其
の
原
因
を
調
査
す
れ
は
、
一
千
九
百
五
年
中
、
南
「
ウ

エ
ル
ス
」
に
於
け
る
五
回
の
変
災
に
対
し
、
左
の
如
き
比
較
を
見
た
り
。

													













変
災
度
数　

死
亡
人
員　

負
傷
人
員

								








　
　
　
　
　
　
　
　

回　
　
　
　

人　
　
　
　

人

	

裸
火
の
為
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　
　
　
　

二　
　
　
　

七

	

安
全
灯
の
為
め　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　
　

三
三　
　
　

一
四

	

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
発
火
の
為
め　
　
　
　

一　
　

一
一
九　
　
　

一
一

			



計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五　
　

一
五
四　
　
　

二
二

	

次
に
同
年
中
天
井
陥
落
に
対
す
る
変
災
に
就
い
て
も
、
亦
左
の
如
き
一
表
を
得
た

れ
は
、
併
せ
掲
け
て
読
者
の
参
看
に
供
す
る
こ
と
ゝ
す
べ
し
。

								








　
　
　
　
　

変
災
度
数　

死
亡
人
員　

負
傷
人
員

								








　
　
　
　
　
　
　
　

回　
　
　
　

人　
　
　
　

人

稼
業
の
場
所
に
て　
　
　
　
　
　
　

一
二
七　
　
　

三
二　
　
　

九
五

坑
道
修
繕
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
四　
　
　

一
四　
　
　

二
三

通
行
中
、
其
他　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
一　
　
　

一
五　
　
　

二
八

			



計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
二　
　
　

六
一　
　

一
四
六

�

（
未
完
）
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英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
三
） 

		


（
千
九
百
八
年
視
察
） 

							







貝
嶋
太
市

	

第
三
編　

坑
口
に
於
け
る
炭
価

	

一
般
炭
価
の
こ
と
は
之
を
後
編
に
譲
り
、
今
先
つ
坑
口
に
於
け
る
炭
価
の
沿
革
を

見
ん
が
為
め
、
全
英
国
、
及
ひ
南
「
ウ
エ
ル
ス
」、「
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
」
に
於
け
る

最
近
二
十
ヶ
年
間
坑
口
に
於
け
る
平
均
価
格
を
左
に
表
示
し
、
更
に
同
年
間
倫
敦
市

に
於
け
る
平
均
単
価
を
附
記
し
て
、
読
者
の
一
覧
に
供
す
る
こ
と
ゝ
す
べ
し
。

年　

別

坑
口
に
於
け
る
平
均
一
噸
炭
価

倫
敦
に
於
け
る

平
均
一
噸
炭
価

全
英
国

南
ウ
エ
ル
ス

ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド

　

円　
　

厘

　

円　
　

厘

　

円　
　

厘

　

円　
　

厘

明
治
二
十
年

二
、五
〇
〇

二
、一
二
〇

二
、〇
〇
〇

七
、四
〇
〇

仝　

二
十
一
年

二
、五
四
〇

二
、三
六
〇

一
、九
四
〇

七
、四
〇
〇

仝　

二
十
二
年

三
、一
二
〇

四
、〇
〇
〇

二
、〇
八
〇

八
、二
四
〇

仝　

二
十
三
年

四
、〇
四
〇

五
、一
六
〇

三
、四
四
〇

九
、二
四
〇

仝　

二
十
四
年

三
、九
〇
〇

五
、一
二
〇

三
、二
〇
〇

九
、一
二
〇

仝　

二
十
五
年

三
、一
二
〇

四
、四
〇
〇

二
、八
六
〇

八
、七
八
〇

仝　

二
十
六
年

三
、四
〇
〇

三
、八
二
〇

二
、八
六
〇

九
、五
〇
〇

仝　

二
十
七
年

三
、二
八
〇

三
、七
四
〇

三
、〇
〇
〇

八
、二
四
〇

仝　

二
十
八
年

三
、〇
〇
〇

三
、五
八
〇

二
、六
四
〇

七
、二
八
〇

仝　

二
十
九
年

三
、〇
〇
〇

三
、三
六
〇

二
、五
四
〇

七
、二
〇
〇

仝　

三
十
年

三
、〇
〇
〇

三
、二
八
〇

二
、六
二
〇

七
、一
六
〇

仝　

三
十
一
年

三
、二
四
〇

三
、四
〇
〇

三
、〇
四
〇

八
、〇
八
〇

仝　

三
十
二
年

三
、七
八
〇

三
、八
六
〇

三
、七
四
〇

九
、〇
八
〇

仝　

三
十
三
年

五
、二
四
〇

六
、〇
〇
〇

五
、四
〇
〇

一
一
、三
六
〇

仝　

三
十
四
年

四
、五
四
〇

六
、〇
〇
〇

三
、九
四
〇

九
、七
〇
〇

仝　

三
十
五
年

四
、〇
四
〇

五
、二
八
〇

三
、三
二
〇

九
、〇
四
〇

⎞

⎜
⎬

⎜
⎠

仝　

三
十
六
年

三
、七
八
〇

四
、七
四
〇

三
、一
二
〇

七
、四
〇
〇

仝　

三
十
七
年

三
、五
四
〇

四
、五
四
〇

二
、四
四
〇

七
、〇
〇
〇

仝　

三
十
八
年

三
、三
六
〇

四
、四
〇
〇

二
、八
六
〇

七
、二
四
〇

仝　

三
十
九
年

三
、五
〇
〇

四
、七
〇
〇

三
、二
〇
〇

七
、八
六
〇

備
考　

三
十
三
年
に
於
て
最
も
高
価
な
る
は
、
ト
ラ
ン
ス
バ
ー
ル
の
戦
争
に
起
因
す
る
。

	

次
に
我
が
三
十
九
年
中
に
於
け
る
、
各
炭
山
、
地
方
別
に
坑
口
炭
価
の
合
計
と
、

一
噸
平
均
価
格
を
列
記
す
れ
は
左
の
如
し
。

地
方
別

出
炭
噸
数

坑
口
価
格
合
計

一
噸
平
均
価
格

噸

円

円

ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド

三
七
、九
九
二
、三
六
九

一
二
二
、六
七
七
、六
五
〇

三
、二
七
〇

北
部
炭
田

五
二
、〇
九
七
、〇
七
〇

一
七
九
、五
二
七
、一
六
〇

三
、四
三
〇

ヨ
ー
ク
郡
地
方

五
九
、五
二
九
、九
七
三

一
九
六
、九
四
八
、一
三
〇

三
、二
九
〇

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
地
方

二
五
、二
一
六
、六
一
四

九
四
、九
二
〇
、四
八
〇

三
、七
〇
四

中
央
部

二
一
、一
三
五
、五
四
〇

七
〇
、六
五
六
、七
九
〇

三
、三
二
〇

北
ウ
エ
ル
ス

三
、一
六
九
、九
九
四

一
一
、七
四
三
、九
〇
〇

三
、七
〇
〇

南
ウ
エ
ル
ス

四
七
、〇
五
五
、九
六
九

二
一
九
、三
八
七
、〇
九
〇

四
、六
二
〇

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

九
三
、六
六
二

四
一
六
、六
三
〇

四
、四
〇
〇

合
計
（
平
均
）

二
五
一
、〇
五
〇
、八
〇
九

九
一
五
、二
六
五
、一
一
〇

六
、六
四
〇

	

尚
三
十
九
年
中
毎
月
別
に
倫
敦
市
炭
価
の
最
高
、
最
低
、
及
平
均
額
を
示
せ
は
左

の
如
く
、
一
ヶ
年
の
平
均
価
格
は
実
に
七
円
八
十
六
銭
に
相
当
せ
り
。

月
別

炭  

価

月
別

炭  

価

最
高

最
低

平
均

最
高

最
低

平
均

円　

銭

円　

銭

円　

銭

円　

銭

円　

銭

円　

銭

一
月

八
、五
〇

八
、〇
〇

八
、二
八

七
月

八
、〇
〇

七
、二
四

七
、五
四

二
月

八
、〇
〇

七
、五
〇

七
、七
四

八
月

八
、〇
〇

七
、五
〇

七
、七
四

三
月

八
、〇
〇

七
、五
〇

七
、七
四

九
月

八
、〇
〇

七
、五
〇

七
、七
四

四
月

八
、〇
〇

六
、二
四

七
、五
八

十
月

八
、五
〇

七
、七
四

八
、一
六

⎞

⎜
⎬

⎜
⎠

⎞

⎜
⎬

⎜
⎠
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五
月

八
、〇
〇

六
、二
四

七
、五
八

十
一
月

八
、五
〇

八
、〇
〇

八
、二
四

六
月

七
、七
四

七
、二
四

七
、五
〇

十
二
月

九
、七
四

八
、〇
〇

八
、六
二

	

最
後
に
四
十
一
年
中
、
坑
口
の
概
算
価
格
を
調
査
す
れ
は
、
大
凡
そ
左
の
如
く
な

り
と
云
へ
り
。
因
に
記
す
炭
種
の
分
類
に
就
て
は
後
編
に
詳
述
す
べ
し
。

　

円

　

円

　

円

ダ
ー
ビ
ー
郡

地
方

塊
上

五
、五
〇
〇
　

中

五
、二
四
〇

下　

五
、〇
〇
〇

中
塊
（
家
事
用
）
五
、二
四
〇

同
上
、
下

四
、七
四
〇

粉

三
、五
〇
〇

骸
炭
、
上

三
、七
四
〇

同
上
、
下

六
、五
〇
〇

ホ
ー
レ
ス
ト
、

デ
ー
ン
地
方

塊
上
（
家
事
用
）
七
、七
四
〇

同
上
、
下

七
、五
〇
〇

粉
上

六
、三
六
〇

同
上
、
下

六
、〇
〇
〇

大
塊
（
船
用
）

六
、五
〇
〇

中
塊

五
、三
六
〇
　

粉

三
、七
四
〇

煉
瓦
用
粉
上

四
、二
四
〇

同
上
、
中

二
、五
〇
〇

同
上
、
下

二
、〇
〇
〇

ノ
ッ
チ
ン
グ

ハ
ム
地
方

倫
敦
行
上
塊

五
、三
六
〇

同
上
、
中
塊

五
、二
四
〇

同
上
粉
最
上

五
、一
二
〇

同
上
、
粉
中

四
、七
四
〇

同
上
粉
下

二
、五
〇
〇

切
込

三
、五
〇
〇

	

以
上
の
外
南
ウ
エ
ル
ス
地
方
其
他
輸
出
入
炭
価
に
就
て
は
、
記
事
の
都
合
に
依
り
、

後
節
に
録
す
る
こ
と
ゝ
す
べ
し
。

	

第
四
編　

運
搬
（
鉄
道
及
運
河
）

	

各
炭
山
よ
り
石
炭
を
搬
出
す
る
機
関
と
し
て
は
、
鐡
道
乃
至
運
河
の
二
種
あ
り
。

	

此
の
石
炭
運
搬
に
従
事
す
る
会
社
は
十
七
社
あ
り
、
今
其
の
運
搬
力
を
見
ん
が
為

め
。
我
が
明
治
三
十
八
、九
両
年
、
各
会
社
別
に
送
出
高
を
列
挙
す
れ
は
左
の
如
し
。

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠

鉄
道
会
社
の
名
称

送　

出　

高

三
十
八
年

三
十
九
年

噸

噸

プ
ロ
ネ
ス
鉄
道
会
社

一
〇
四
、三
九
六

一
一
一
、九
一
三

大
中
央
鉄
道
会
社
（
骸
炭
を
含
む
）

一
〇
、六
八
三
、四
三
四

一
一
、二
九
四
、二
一
三

大
北
鉄
道
会
社

四
、八
六
一
、〇
七
〇

五
、三
八
八
、七
三
四

大
西
鉄
道
会
社

一
六
、三
二
一
、五
一
六

一
八
、一
二
三
、七
一
八

ヒ
ー
ル
、
バ
ン
ス
レ
イ
鉄
道

一
、〇
六
八
、〇
九
〇

一
、二
九
五
、二
二
四

ラ
ン
カ
シ
ア
、
ヨ
ー
ク
シ
ヤ
イ
ー
鉄
道

八
、五
六
二
、二
三
九

九
、〇
九
七
、二
九
四

倫
敦
及
西
北
鉄
道

一
九
、〇
一
八
、〇
八
七

二
〇
、二
一
七
、一
八
六

メ
リ
ー
港
及
カ
ー
リ
ス
ル
鉄
道

二
三
八
、六
五
七

二
八
六
、一
二
七

中
部
鉄
道

二
一
、六
九
八
、二
八
八

二
三
、五
一
九
、〇
六
二

東
北
鉄
道

三
五
、五
一
四
、二
八
一

三
六
、七
四
九
、九
一
七

北
ス
タ
ツ
ホ
ー
ド
郡
鉄
道

二
、八
一
二
、一
三
一

三
、一
四
六
、九
一
七

タ
フ
、
ベ
ル
鉄
道

一
三
、九
五
三
、三
四
九

一
五
、〇
九
七
、二
〇
九

（
以
上
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
及
南
ウ
エ
ル
ス
の
部
）

カ
レ
ド
ニ
ア
ン
鉄
道

一
二
、一
七
六
、六
七
一

一
二
、六
七
四
、三
〇
七

グ
ラ
ス
ゴ
ー
西
南
鉄
道

三
、一
五
六
、九
七
〇

三
、三
三
九
、三
四
九

北
英
鉄
道

一
六
、六
八
三
、四
二
九

一
八
、〇
六
三
、七
一
七

（
以
上
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
地
方
）

キ
ヤ
バ
ン
、
及
レ
イ
ツ
リ
ム
鉄
道

七
、二
〇
六

一
〇
、〇
四
六

大
西
南
鉄
道

二
、一
二
五

一
、九
八
五

以
上
十
七
鉄
道
送
出
高
合
計

一
六
六
、八
四
一
、九
三
六

一
七
八
、四
二
四
、〇
一
八

	

次
に
運
河
の
水
運
に
拠
る
も
の
を
、
運
河
会
社
別
に
列
記
す
れ
は
左
の
如
く
、
陸

運
の
二
十
分
の
一
以
下
な
る
を
認
む
へ
し
。 ⎞

⎜
⎬

⎜
⎠
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運
河
会
社
名
称

三
十
八
年

三
十
九
年

噸

噸

エ
ー
ル
、
カ
ル
ダ
ー
運
河
会
社

一
、八
六
五
、六
九
三

二
、〇
八
六
、七
二
三

バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
同
上

三
、七
八
五
、六
五
五

三
、八
三
五
、四
一
〇

ブ
リ
ツ
ヂ
ウ
オ
ー
タ
ー
同
上

四
一
九
、一
〇
五

三
九
六
、八
六
六

グ
ー
ス
及
リ
バ
ー
プ
ー
ル
同
上

八
四
〇
、九
六
一

八
一
二
、三
〇
三

シ
ユ
ロ
ツ
フ
郡
合
同
同
上

一
七
、七
一
六

二
〇
、二
七
七

ス
タ
ツ
ホ
ー
ド
郡
及
ウ
ー
ス
チ
ー
郡
同
上

一
八
五
、三
五
八

一
八
八
、八
六
二

シ
レ
ン
ト
及
マ
ー
シ
ー
同
上

二
五
六
、四
九
八

二
三
三
、一
八
〇

（
以
上
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
郡
）

…
…

…
…

フ
オ
ス
及
ク
ラ
イ
ド
運
河
会
社

一
一
九
、一
七
八

一
一
二
、一
九
五

モ
ン
ク
ラ
ン
ド
同
上

六
四
、八
三
三

六
〇
、八
二
二

合
同
運
河
会
社

二
八
、七
六
五

二
五
、六
六
一

（
以
上
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
郡
）

…
…

…
…

大
運
河
会
社

…
…

七
一

（
以
上
ア
イ
ラ
ン
ド
）

…
…

…
…

以
上
十
二
会
社
送
出
合
計

七
、六
八
三
、七
六
二

七
、七
七
二
、三
七
〇

	

以
上
二
表
に
よ
り
、
水
陸
二
途
に
於
け
る
英
国
炭
の
運
搬
力
を
窺
ふ
を
得
た
れ
は
、

予
は
此
の
編
の
末
尾
に
於
て
、
特
に
「
タ
フ
、
ベ
ー
ル
」
鉄
道
に
関
す
る
記
事
を
添

付
し
、
読
者
に
供
す
る
こ
と
ゝ
す
べ
し
。

	

「
タ
フ
、
ベ
ー
ル
」
鉄
道
は
「
タ
フ
」
河
の
沿
岸
に
通
す
る
線
路
に
し
て
、
石
炭
の

運
搬
を
主
業
と
す
る
こ
と
、
猶
ほ
我
が
九
州
鉄
道
に
於
け
る
筑
豊
線
と
同
様
な
り
。

予
が
一
時
滞
在
せ
し
「
ペ
ナ
ス
」
町
は
此
の
鉄
道
の
中
心
地
に
し
て
、
日
々
此
の
汽

車
よ
り
「
カ
ー
ヂ
フ
」
に
往
来
し
た
れ
は
、
見
聞
す
る
処
亦
稍
詳
な
る
こ
と
を
得
た

り
、
抑
本
鉄
道
は
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
中
最
も
肝
要
な
る
線
路
に
し
て
、
今
を
去
る
こ

と
七
十
五
年
前
、
石
炭
及
ひ
鉄
鉱
の
「
カ
ー
ヂ
フ
」
搬
出
を
目
的
と
し
、
株
式
を
以

て
成
立
し
た
る
も
の
に
し
て
、
其
の
後
会
社
自
身
に
「
ペ
ナ
ス
」
船
渠
を
造
り
し
以

来
、
双
方
相
待
ち
て
日
々
非
常
の
進
歩
を
為
し
、
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
中
約
半
部
以
上

の
石
炭
を
一
手
に
運
搬
す
る
に
至
り
た
り
。
今
其
の
営
業
振
り
の
一
班
を
摘
記
す
れ

は
左
の
如
し
。

								








　
　
　
　
　
　
　
　
　

哩

	

全
線
の
延
長　
　
　
　
　
　
　
　

一
二
四
、四
分
の
一

			



四
線
の
分　
　
　
　
　
　
　
　

一
五
、二
分
の
一

内		


三
線
の
分　
　
　
　
　
　
　
　

一
二
、四
分
の
三

			



二
線
の
分　
　
　
　
　
　
　
　

四
四
、〇
〇
〇
〇

			



単
線
の
分　
　
　
　
　
　
　
　

五
二
、〇
〇
〇
〇

	

資
本
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
九
、二
〇
三
、八
二
〇
円

	

昨
年
中
運
搬
せ
し
石
炭
数
量　
　

一
九
、八
七
七
、四
九
五
噸

	

昨
年
中
の
乗
客
数　
　
　
　
　
　

一
〇
、〇
三
三
、九
七
六
人

	

昨
年
中
の
総
収
入　
　
　
　
　
　

一
〇
、六
二
八
、九
六
〇
円

	

以
上
乗
客
及
石
炭
運
搬
の
為
め
行
走
せ
し
哩
数
は

		


乗
客　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、一
三
八
、二
六
〇
哩

		


砿
物
及
其
他
総
貨
物　
　
　
　
　

一
、六
六
六
、二
七
二
哩

		


計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、八
〇
四
、五
三
二
哩

	

会
社
所
有
の
車
輛
▲
機
関
車　

二
二
四
台
▲
電
車　

十
八
台　

	

▲
乗
客
用
車　

三
六
三
台　

▲
炭
車　

二
、五
四
二
台

此�
外
会
社
所
有
の
船
渠
あ
り
、
水
面
積
二
十
六
「
エ
ー
カ
ー
」（
一
「
エ
ー
カ
ー
」
は

我
が
国
の
四
反
歩
）、
突
堤
の
長
さ
六
千
六
百
尺
、
石
炭
積
込
機
械
二
十
一
台
あ

り
、
昨
年
中
此
の
船
渠
よ
り
船
積
せ
し
石
炭
の
総
量
は
四
百
五
十
七
万
四
百
二
十

九
噸
な
り
し
と
い
ふ
。（
其
他
の
詳
況
は
次
編
に
記
述
す
る
処
あ
る
べ
し
）

使�

用
人
に
対
す
る
取
扱
の
如
き
も
。
亦
大
に
感
す
べ
き
も
の
あ
り
。
今
其
の
一
例
を

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠
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挙
く
れ
は
、
正
当
の
理
由
に
て
退
社
す
る
者
勤
続
二
十
五
年
以
上
な
る
と
き
は
、

其
の
地
位
に
従
ひ
退
社
後
就
業
年
数
と
同
し
き
間
、
毎
週
三
円
五
十
銭
乃
至
十
円

を
給
与
す
る
事
、
六
十
歳
以
上
に
達
す
る
も
の
は
相
当
の
養
老
金
を
給
与
す
る
事

等
の
如
し
、
現
に
昨
年
中
此
の
恩
恵
に
浴
せ
し
も
の
百
四
十
九
人
あ
り
、
之
に
支

出
せ
し
金
額
四
万
一
千
四
百
六
十
円
に
達
し
、
十
五
年
前
此
の
規
定
実
行
依
頼
今

日
迄
に
給
与
せ
し
総
額
は
実
に
四
十
一
万
八
千
円
な
り
と
い
へ
り
。

�

（
未
完
）

英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
四
） 

　
　

 

（
千
九
百
八
年
） 

　
　
　
　
　
　
　

貝
嶋
太
市

	

第
五
編　
　

船
渠
及
輸
出
入

					




 

（
附　

炭
価
）

	

予
は
今
英
国
石
炭
の
輸
出
入
状
況
を
述
ふ
る
に
先
ち
、
其
の
重
要
機
関
の
一
た
る

船
渠
に
つ
き
、
茲
に
一
言
す
べ
き
必
要
を
感
す
。
然
れ
と
も
英
国
中
総
へ
て
の
方
面

に
就
て
記
述
す
る
は
到
底
能
く
す
べ
き
に
あ
ら
さ
れ
は
、
此
処
に
は
南
「
ウ
エ
ル
ス
」

の
重
要
船
渠
を
略
説
し
、
就
中
「
ペ
ナ
ス
」
船
渠
の
み
に
就
き
、
比
較
的
詳
述
し
て

其
の
一
班
を
示
す
こ
と
ゝ
す
べ
し
。

▲
船
渠　

南
「
ウ
エ
ル
ス
」
の
重
要
船
渠
と
し
て
数
ふ
べ
き
は
、「
カ
ー
ヂ
フ
」、「
ペ

ナ
ス
」、「
バ
ー
ク
」、「
ニ
ユ
ー
ポ
ー
ト
」、「
ダ
ブ
レ
ツ
ト
」、「
ブ
リ
ト
ン
」、「
ス
ワ

ン
シ
ー
」、「
バ
ー
リ
ー
」
の
各
港
に
於
け
る
も
の
に
し
て
、
其
の
規
模
の
一
班
を
示

せ
ば
左
の
如
し
、
石
炭
積
込
機
械
の
み
に
て
も
、
大
小
一
百
八
十
二
台
の
多
き
を
認

む
べ
し
。
吾
人
は
其
の
壮
大
な
る
を
以
て
窃
に
忸
怩
た
る
も
の
な
き
を
得
さ
る
也
（
附

記
左
表
中
面
積
一
「
エ
ー
カ
ー
」
は
我
が
約
四
反
歩
也
）

	

南
「
ウ
エ
ル
ス
」
主
要
船
渠
一
覧
表

港
名

船
渠
名
称

溜
水
面
積

埠
頭
溜
水
面
積

閾
中
の
水
深
石
炭
積
込

機
械
の
数

エ
ー
カ
ー

尺

尺　

寸

カ
ー
ヂ
フ

東
船
渠

四
六
、
１
／
4

一
〇
、四
〇
〇

三
一
、九

二
〇

西
船
渠

一
二
、
1
／
2

九
、四
〇
〇

二
八
、九

一
三

ロ
ア
ス
船
渠

四
五
、〇
〇

一
〇
、二
二
〇

三
五
、九

二
四

女
皇
船
渠

五
〇
、〇
〇

六
、七
〇
〇

四
二
、三

一
〇

水
道
入
口

…
…

…
…

…
…

一

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠
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ペ
ナ
ス

ペ
ナ
ス
船
渠

二
六
、〇
〇

六
、九
二
五

三
五
、九

二
〇

チ
ー
ダ
ル
船
渠

…
…

一
五
、〇
〇
〇

三
〇
、〇

六

バ
ー
リ
ー

第
一
船

七
三
、〇
〇

一
〇
、〇
〇
〇

三
七
、八

二
五

第
二
船
渠

三
四
、〇
〇

七
、〇
〇
〇

三
七
、八

一
二

第
三
船
渠

七
、〇
〇

二
、〇
四
〇

三
七
、八

…
…

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト

ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
北
船
渠

二
八
、
3
／
4

五
、六
八
一

三
五
、〇

九

仝
上
南
船
渠

一
一
〇
、〇
〇

九
、〇
〇
〇

四
五
、〇

八

古
船
渠

一
一
、
1
／
2

二
、四
二
五

二
七
、六

四

ダ
ブ
レ
ツ
ト

新
船
渠

二
四
、〇
〇

…
…

三
三
、〇

四

古
船
渠

五
二
、〇
〇

…
…

三
三
、〇

二

ブ
リ
ト
ン

ブ
リ
ト
ン
船
渠

…
…

四
〇
〇

二
五
、〇

四

ス
ワ
ン
シ
ー

東
船
渠

二
七
、
1
／
2

六
、八
〇
〇

三
二
、〇

九

北
船
渠

一
六
、
1
／
2

五
、九
〇
〇

三
二
、〇

七

南
船
渠

一
七
、〇
〇

四
、八
〇
〇

三
四
、六

一
〇

バ
ー
リ
ー

バ
ー
リ
ー
船
渠

一
、
1
／
4

二
五
〇

二
二
、〇

四

	

右
表
示
す
る
処
に
よ
れ
は
、「
カ
ー
ヂ
フ
」
港
を
第
一
と
し
、「
ペ
ナ
ス
」
其
他
の

各
港
之
に
次
け
と
も
、
此
外
尚
数
個
の
船
渠
あ
り
、
大
小
の
船
渠
に
有
す
る
積
込
機

械
は
実
に
三
百
以
上
に
達
す
と
云
へ
り
。

	

次
に
以
上
船
渠
の
設
備
を
示
す
た
め
、
特
に
予
が
滞
在
せ
し
「
ペ
ナ
ス
」
船
渠
の

概
況
を
述
べ
、
読
者
の
参
考
に
共
す
れ
は
左
の
如
し
。

	

ペ
ナ
ス
船
渠　

は
前
期
鉄
道
の
部
に
記
せ
し
如
く
、「
タ
ー
フ
、
バ
ー
レ
」
鉄
道
会

社
の
所
有
に
し
て
、
同
鉄
道
に
遅
る
ゝ
こ
と
二
十
年
、
即
ち
今
よ
り
約
五
十
年
前
に
、

石
炭
積
出
を
目
的
と
し
特
に
築
造
せ
し
も
の
な
り
。
其
の
工
事
は
約
七
年
を
費
し
、

今
よ
り
四
十
三
年
前
に
於
て
始
め
て
石
炭
積
込
を
開
始
し
、
其
後
十
九
年
に
し
て
選

挙
を
援
長
す
る
こ
と
八
百
尺
に
し
て
、
其
の
面
積
を
広
め
、
四
個
の
大
型
な
る
積
込

機
械
を
装
置
す
る
為
め
、
更
に
三
ケ
年
の
工
事
を
施
し
、
始
め
て
現
形
の
設
備
を
整

頓
す
る
に
至
り
し
な
り
、
以
上
工
事
の
為
め
に
は
、
一
百
立
方
「
ヤ
ー
ド
」（
一
ヤ
ー
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ド
は
三
尺
）
の
土
石
を
以
て
海
岸
を
埋
め
た
り
と
い
へ
り
。
現
形
の
船
渠
は
長
さ
二

千
九
百
尺
、
幅
三
百
七
十
尺
、
面
積
二
十
五
「
エ
ー
カ
ー
」、
入
口
の
幅
六
十
尺
、
水

深
満
潮
時
三
十
六
尺
、
干
潮
時
二
十
六
尺
に
し
て
、
石
炭
積
込
機
二
十
七
台
（
内
十

二
台
は
ク
レ
ー
ン
）
あ
り
。
此
の
大
船
渠
を
有
す
る
『
ペ
ナ
ス
』
港
は
長
さ
一
万
三

千
尺
、
面
積
五
十
五
「
エ
ー
カ
ー
」、
入
口
の
幅
六
百
尺
、
水
深
二
十
尺
―
三
十

尺
、
積
込
機
十
五
台
（
内
九
台
は
ク
レ
ー
ン
）
を
有
す
、
其
溜
水
部
は
長
さ
四
百
尺
、

幅
三
百
三
十
尺
、
面
積
三
「
エ
ー
カ
ー
」、
入
口
の
幅
六
十
尺
、
水
深
二
十
六
尺
―

三
十
六
尺
、
積
込
機
六
台
を
装
置
す
。
此
の
溜
水
部
は
主
と
し
て
石
油
其
他
を
積
入

る
ゝ
場
所
に
し
て
、
此
処
に
は
三
百
万
「
ガ
ロ
ン
」
を
入
る
べ
き
大
貯
油
桶
を
設
け

あ
り
。

	

以
上
装
置
す
る
積
込
機
は
一
日
一
万
五
千
噸
『
バ
ラ
ス
ト
』
一
千
八
百
噸
を
積
み

込
み
得
べ
く
、
其
の
積
込
機
の
能
率
は
大
小
新
旧
の
別
に
依
り
多
少
の
異
同
あ
り
と

雖
、
平
均
一
時
間
一
百
五
十
噸
を
積
込
み
得
べ
く
、
尚
他
に
一
時
間
六
十
噸
の
『
バ

ラ
ス
』
を
積
込
み
得
へ
き
「
ク
レ
ー
ン
」
三
台
あ
り
。

	

此
船
渠
も
時
に
多
少
の
盛
衰
あ
り
、
今
よ
り
十
八
年
前
の
如
き
は
『
バ
ー
ク
ー
』

船
渠
開
業
の
為
め
、
一
時
退
歩
の
傾
き
あ
り
し
も
の
、
今
よ
り
八
年
前
に
至
り
、
始

め
て
非
常
の
好
況
を
呈
し
『
カ
ー
ヂ
フ
』
港
輸
出
総
額
の
二
割
を
取
扱
ふ
に
至
り
し

と
云
へ
り
。

	

此
他
に
於
け
る
輸
出
品
の
九
割
は
石
炭
に
し
て
、
其
他
は
鉄
材
、
及
ひ
一
般
の
商

品
な
り
、
輸
入
品
は
木
材
、『
ガ
ス
』
炭
に
し
て
、
前
期
の
積
込
機
は
、
水
力
に
拠
る

も
の
と
、
蒸
汽
力
に
拠
る
も
の
と
の
二
種
類
あ
り
、
一
船
内
に
五
個
の
積
込
機
を
使

用
し
得
る
仕
組
と
な
れ
り
。
尚
明
治
八
年
よ
り
五
年
毎
に
当
港
よ
り
出
帆
せ
し
船
舶

の
統
計
を
見
れ
は
、
三
十
二
年
間
に
約
三
倍
の
進
歩
を
示
せ
る
も
の
ゝ
如
し
。
今
左

に
一
表
を
掲
け
て
参
看
に
資
す
。
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ぺ
ナ
ス
船
渠
よ
り
出
帆
せ
し
一
覧
表

船
舶
数

船
舶
噸
数

汽
船

帆
船

合
計

汽
船

帆
船

合
計

艘

艘

艘

噸

噸

噸

明
治
八
年

一
、二
八
九

二
、一
三
三

三
、四
二
二

三
二
五
、七
九
二

二
九
五
、三
七
二

六
二
一
、一
六
四

仝
十
三
年

一
、六
〇
六

二
、三
六
四

三
、九
七
〇

七
三
四
、六
六
九

四
六
六
、五
二
八

一
、二
〇
〇
、九
九
七

仝
十
八
年

一
、八
九
一

一
、七
六
八

三
、六
五
九

一
、〇
五
〇
、六
一
六

四
五
六
、二
五
四

一
、五
〇
六
、八
七
〇

仝
二
十
三
年

一
、六
一
八

一
、四
四
〇

三
、〇
五
八

六
七
二
、五
八
一

一
八
九
、一
九
七

八
六
一
、七
七
八

仝
二
十
八
年

二
、二
七
五

一
、二
八
九

三
、五
六
〇

一
、二
五
二
、九
〇
八

一
五
二
、七
〇
二

一
、四
〇
五
、六
一
〇

仝
三
十
三
年

二
、三
二
七

七
七
七

三
、一
〇
四

一
、五
四
一
、七
三
七

一
〇
五
、二
四
七

一
、六
四
六
、九
八
四

仝
三
十
八
年

二
、四
八
〇

八
八
六

三
、三
六
六

一
、六
一
一
、五
五
四

一
一
八
、五
一
五

一
、七
六
〇
、〇
六
四

仝
四
十
年

二
、四
二
八

七
二
八

三
、一
五
六

一
、九
七
八
、二
八
七

八
五
、七
六
六

二
、〇
六
四
、〇
三
五

	

右
の
表
に
よ
れ
は
一
日
平
均
十
隻
の
石
炭
輸
出
船
あ
り
、
一
隻
平
均
約
六
百
五
十

五
噸
に
相
当
せ
り
。

	

更
に
本
船
渠
の
初
年
よ
り
昨
年
（
我
が
明
治
四
十
年
）
ま
で
の
総
輸
出
入
を
表
示

し
て
参
考
に
供
し
茲
に
該
船
渠
の
記
事
を
結
ぶ
こ
と
ゝ
す
べ
し
。

輸
出
高

輸
入
高

計

噸

噸

噸

一
八
六
五
年
（
慶
応
元
）

二
七
三
、九
九
六

一
、三
三
三

二
四
五
、三
三
三

一
八
八
〇
年
（
明
治
十
三
）

一
、八
八
〇
、四
八
二

六
一
、〇
一
八

一
、九
四
一
、五
〇
〇

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
）

三
、二
五
四
、一
二
一

一
三
一
、九
三
一

三
、三
八
六
、〇
五
二

一
九
〇
七
年
（
明
治
四
十
）

四
、五
七
四
、九
七
四

二
〇
五
、七
四
七

四
、七
八
〇
、七
二
一

備
考　

以
上
四
十
二
年
間
に
於
て
輸
出
十
九
倍
、
輸
入
百
六
十
倍
の
進
歩
を
見
る
へ
し
。

▲
輸
出　

に
就
て
は
外
国
輸
出
と
、
内
国
沿
岸
輸
出
と
の
二
途
に
区
別
す
る
必
要
が

あ
り
、
即
ち
順
次
略
記
す
る
こ
と
ゝ
す
べ
し
。

				




外
国
輸
出

⎞

⎜
⎬

⎜
⎠

⎞

⎜
⎬

⎜
⎠

	

全
英
の
輸
出
炭
を
見
ん
と
せ
ば
、
先
づ
左
の
一
表
を
掲
出
せ
さ
る
べ
か
ら
ず
。

			



最
近
十
ヶ
年
間
英
国
各
港
よ
り
外
国
へ
の
輸
出
炭
累
年
比
較

				




（
コ
ー
ク
ス
、
及
航
船
用
炭
供
給
高
を
含
む
）

石
炭

骸
炭

練
炭

船
用
炭

合
計

噸

噸

噸

噸

噸

明
治
三
十
一
年

三
五
、〇
五
八
、四
三
〇

七
六
九
、七
四
二

七
三
四
、六
二
四

一
一
、二
六
四
、二
〇
四

四
七
、八
二
七
、〇
〇
〇

明
治
三
十
二
年

四
一
、一
八
〇
、三
三
二

八
六
七
、二
九
五

五
、〇
六
三
、七
七
七

一
二
、二
二
六
、八
〇
一

五
五
、三
八
八
、二
〇
五

明
治
三
十
三
年

四
四
、〇
八
九
、一
九
七

九
八
五
、三
六
五

一
、〇
二
三
、六
六
六

一
一
、七
五
二
、三
一
六

五
七
、八
五
〇
、五
四
四

明
治
三
十
四
年

四
一
、八
七
七
、〇
八
一

八
〇
七
、六
七
一

一
、〇
八
一
、一
六
〇

一
三
、五
八
六
、八
三
三

五
七
、三
五
二
、七
四
五

明
治
三
十
五
年

四
三
、一
五
九
、〇
四
六

六
八
八
、六
四
九

一
、〇
五
〇
、二
五
六

一
五
、一
四
八
、一
一
五

六
〇
、〇
四
六
、八
六
三

明
治
三
十
六
年

四
四
、九
五
〇
、〇
五
七

七
一
七
、四
七
七

九
五
五
、一
六
六

一
六
、七
九
九
、八
四
八

六
三
、四
二
二
、五
四
八

明
治
三
十
七
年

四
六
、二
五
五
、五
四
七

七
五
六
、九
四
九

一
、二
三
七
、七
八
四

一
七
、一
九
〇
、九
〇
〇

六
五
、四
四
一
、一
八
〇

明
治
三
十
八
年

四
七
、四
七
六
、七
〇
七

七
七
四
、一
一
〇

一
、一
〇
八
、四
五
五

一
七
、三
九
六
、一
四
六

六
六
、七
五
五
、四
一
八

明
治
三
十
九
年

五
五
、五
九
九
、七
七
一

八
一
五
、二
二
四

一
、三
七
七
、二
〇
九

一
八
、五
九
〇
、二
一
三

七
六
、三
八
二
、四
一
七

明
治
四
十
年

六
三
、六
〇
〇
、七
四
七

九
八
一
、四
一
八

一
、四
八
〇
、八
九
三

一
八
、六
一
八
、八
二
八

八
四
、六
八
二
、〇
八
六

	

右
の
表
に
拠
れ
は
年
々
順
当
の
増
加
を
示
し
、
殊
に
三
十
九
、四
十
、
両
年
は
著

し
き
進
歩
を
示
し
た
り
、
総
出
炭
の
約
三
分
の
一
に
当
る
以
上
の
輸
出
額
中
、
其
の

四
割
は
実
に
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
よ
り
輸
出
す
る
も
の
な
れ
は
、
更
に
左
に
一
表
を
附

し
て
、
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
の
輸
出
額
か
、
全
国
輸
出
額
に
対
す
る
百
分
比
例
を
示
す

こ
と
ゝ
す
べ
し
。

				




全
英
国
の
海
外
輸
出
額
に
対
す
る
、
南
「
ウ
エ
ル
ス
」

				




産
炭
の
輸
出
額
百
分
比
例

石
炭

骸
炭

練
炭

船
用
炭

合
計

明
治
三
十
一
年

三
五

一
〇

九
四

一
九

三
二

仝　

三
十
二
年

四
五

一
三

九
七

二
六

四
一

仝　

三
十
三
年

四
二

一
一

九
七

二
二

三
九

仝　

三
十
四
年

四
四

一
三

九
九

二
三

四
〇

仝　

三
十
五
年

四
五

一
三

九
九

二
三

三
九
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仝　

三
十
六
年

四
四

一
四

九
九

二
二

四
〇

仝　

三
十
七
年

四
五

一
二

九
九

二
三

三
八

仝　

三
十
八
年

四
二

一
四

九
九

二
三

三
八

仝　

三
十
九
年

四
二

一
六

九
九

二
三

三
八

仝　

四
十
年

四
〇

一
五

九
九

二
三

三
七

	

附
記�　

記
し
て
茲
に
至
り
特
に
左
の
一
表
を
添
へ
て
参
看
に
資
す
る
の
必
要
を
感

す
。
左
表
は
前
に
掲
け
し
全
英
国
の
出
炭
高
よ
り
前
々
表
の
輸
出
高
を
排
除

し
、
其
の
得
た
る
数
量
を
以
て
内
国
消
費
高
と
し
、
此
の
内
国
消
費
高
が
人

口
一
人
当
り
平
均
幾
何
に
相
当
す
る
や
を
産
出
せ
し
も
の
な
り
。

		


最
近
十
ヶ
年
間
英
国
に
於
け
る
石
炭
消
費
高
、
及
ひ

		


一
人
平
均
消
費
高
算
出
表

全
英
国
内
地
消
費
高

全
英
国
人
口

人
口
一
人
平
均

消
費
高

噸

人

噸

明
治
三
十
年

一
五
四
、〇
〇
一
、四
六
七

三
九
、八
二
五
、三
五
七

三
、八
六
七

仝　

三
十
一
年

一
五
三
、七
八
七
、八
一
七

四
〇
、一
九
〇
、七
九
七

三
、八
二
六

仝　

三
十
二
年

一
六
四
、二
八
四
、七
七
五

四
〇
、五
五
五
、〇
二
三

四
、〇
五
一

仝　

三
十
三
年

一
六
六
、七
七
六
、二
一
三

四
〇
、九
二
一
、三
七
一

四
、〇
七
五

仝　

三
十
四
年

一
六
一
、二
六
三
、八
六
九

四
一
、五
四
四
、一
四
五

三
、八
八
二

仝　

三
十
五
年

一
六
六
、六
九
四
、九
〇
八

四
一
、九
五
二
、五
一
〇

三
、九
七
三

仝　

三
十
六
年

一
六
六
、五
二
九
、一
二
〇

四
二
、三
七
二
、五
五
六

三
、九
三
〇

仝　

三
十
七
年

一
六
六
、六
〇
六
、二
三
七

四
二
、七
八
六
、四
六
六

三
、八
九
四

仝　

三
十
八
年

一
六
八
、九
八
六
、二
九
一

四
三
、二
一
九
、七
八
八

三
、九
一
〇

仝　

三
十
九
年

一
七
四
、二
七
九
、四
五
〇

四
三
、六
五
九
、一
二
一

三
、九
九
二

	

編
者
曰
く�　

貝
嶋
君
の
原
稿
は
此
の
次
の
各
表
を
挿
入
し
あ
り
し
も
、
茲
に
之
を

省
略
す
る
こ
と
ゝ
せ
り
。

				




（
一
）
明
治
三
十
九
年
中
全
英
国
海
外
輸
出
炭
輸
出
先
別
統
計

					





（
二
）
同　
　
　
　

上
輸
出
炭
輸
出
港
別
統
計

					





（
三
）
同
四
十
年
中
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
各
港
別
輸
出
炭
月
別
統
計

					





（
四
）
同　
　
　

上
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
各
港
別
及
仕
向
先
別
輸
出
炭
統
計

▲
輸
入　

石
炭
の
輸
入
は
其
の
量
甚
だ
僅
少
に
し
て
、
輸
出
額
に
対
し
到
底
比
較
す

べ
き
に
あ
ら
さ
れ
と
も
、
石
炭
の
出
入
調
査
と
し
て
は
又
逸
す
べ
か
ら
さ
る
材
料
な

り
、
即
ち
左
の
一
表
を
掲
出
し
て
一
班
を
見
る
の
資
に
供
す
べ
し
。

					





明
治
三
十
九
年
輸
入
炭
統
計

輸
出
港

数
量

価
格

噸

円

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

三

六
〇

ベ
ン
ガ
ル

三
一

四
四
〇

カ
ナ
ダ

一
二

一
三
〇

チ
リ

一
〇

八
〇

フ
ラ
ン
ス

三
六
二

一
、七
九
〇

独
逸

一
二
六

一
、四
五
〇

伊
太
利

三
九

四
一
〇

日
本

一
一

九
〇

ネ
ザ
ー
ラ
ン
ド

四
八
、三
一
八

四
六
六
、一
六
〇

ノ
ル
ウ
ェ
ー

三
一

三
九
〇

　

計

四
八
、九
四
三

四
二
五
、八
二
〇

三
十
八
年
分
合
計

四
八
、五
〇
一

四
二
五
、〇
八
〇

　

増

七
四
〇

	
編
者
曰
く　

此
の
次
に
左
の
五
表
を
略
す

					




 

（
一
）
明
治
四
十
一
年
、
及
ひ
四
十
年
の
九
月
に
於
け
る
輸
出
炭
量
比
較

					




 

（
二
）
明
治
三
十
九
年
中
全
英
国
各
港
よ
り
英
国
内
地
へ
輸
出
高
統
計

					




 

（
三
）
同　
　
　

上
全
英
国
各
港
輸
入
高
統
計

					




 

（
四
）
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
各
港
よ
り
内
国
仕
向
地
別
統
計
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（
五
）
明
治
四
十
年
中
南
「
ウ
エ
ル
ス
」
各
港
よ
り
内
地
へ
輸
出
せ
し
時
計

▲
輸
出
額
面　

全
英
国
に
於
て
最
も
主
要
な
る
輸
出
港
九
ヶ
所
に
就
き
、
輸
出
炭
の

平
均
価
格
を
示
せ
ば
左
の
如
し
、
但
し
左
表
は
船
積
後
の
価
格
な
る
こ
と
勿
論
な
れ

ば
、
読
者
の
其
の
心
し
て
熱
覧
せ
ん
こ
と
を
望
む
。（
編
者
曰
く
、
左
表
は
明
治
六
年

以
後
毎
年
別
に
表
記
せ
し
も
、
特
に
五
ヶ
月
毎
に
抄
出
し
、
最
近
十
ヶ
年
の
み
毎
年

別
に
掲
載
す
る
こ
と
ゝ
せ
り
）

			



重
要
輸
出
港
別
輸
出
炭
価
累
年
比
較
表

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
諸
港

ウ
エ
ル
ス
諸
港

リ
バ
ー
プ
ー
ル
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス

ル
、シ
ー
ル
ド
サ
ン
ダ
ラ
ン
ド

ハ
ー
ツ
ル

プ
ー
ル

ヒ
ュ
ー
ル

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト

カ
ー
ヂ
フ

ス
ワ
レ
シ
グ
ラ
ス
ゴ
ー

円

円

円

円

円

円

円

円

円

六　

年

一
一
、五
四

一
〇
、〇
四

一
〇
、〇
八

九
、六
六

一
〇
、五
四

一
〇
、五
〇

一
一
〇
、〇
八

九
、七
四

九
、七
四

十
一
年

五
、五
八

四
、三
六

四
、一
六

四
、四
四

五
、二
八

四
、八
二

四
、九
〇

四
、二
四

四
、五
八

十
六
年

五
、七
四

四
、〇
四

四
、〇
四

四
、二
〇

四
、七
八

五
、〇
〇

五
、一
二

四
、六
二

四
、二
四

二
十
一
年

五
、五
四

三
、五
四

三
、五
八

三
、六
二

四
、五
四

四
、四
四

四
、五
八

四
、三
二

三
、九
一

二
十
六
年

七
、三
二

四
、三
六

四
、〇
四

四
、八
二

五
、五
四

五
、三
六

五
、二
八

五
、一
二

四
、七
〇

三
十
年

六
、一
二

三
、七
〇

四
、〇
〇

四
、七
四

四
、八
二

四
、七
〇

四
、八
二

四
、六
二

三
、七
〇

三
十
一
年

五
、七
〇

四
、二
四

四
、三
二

四
、九
〇

五
、三
六

五
、二
八

五
、七
〇

五
、一
二

四
、六
二

三
十
二
年

五
、九
四

四
、七
四

四
、九
四

四
、九
〇

五
、五
〇

五
、七
〇

五
、七
八

五
、三
二

五
、一
六

三
十
三
年

九
、一
二

七
、五
〇

七
、四
四

九
、二
〇

七
、七
八

九
、八
二

九
、四
〇

八
、二
〇

六
、一
六

三
十
四
年

七
、三
二

五
、七
四

六
、二
〇

六
、〇
〇

六
、六
六

七
、八
二

八
、〇
八

七
、五
四

五
、九
四

三
十
五
年

六
、九
〇

五
、二
〇

五
、五
四

五
、五
〇

六
、〇
〇

六
、七
四

六
、九
四

六
、三
二

五
、三
六

三
十
六
年

六
、五
四

四
、九
四

五
、三
七

五
、二
四

五
、八
六

六
、四
〇

六
、六
二

六
、四
〇

五
、四
〇

三
十
七
年

六
、一
二

四
、五
四

四
、九
四

五
、〇
〇

五
、六
二

六
、四
〇

六
、五
〇

六
、七
〇

五
、七
〇

三
十
八
年

五
、八
二

四
、四
〇

四
、八
二

四
、八
二

五
、四
四

六
、〇
〇

六
、一
二

五
、七
〇

五
、六
四

三
十
九
年

五
、四
四

四
、七
〇

五
、〇
四

四
、八
六

五
、二
八

六
、三
六

六
、三
六

五
、七
〇

五
、九
四

編
者
曰
く�　

六
年
の
カ
ー
ヂ
フ
炭
一
一
〇
、〇
八
と
あ
る
は
、
一
一
、〇
八
か
、
又
は

一
〇
、〇
八
か
の
誤
記
な
る
べ
く
察
せ
ら
る
れ
と
も
、
暫
く
原
稿
の
儘
を

掲
く
。

⎞

⎜
⎬

⎜
⎠
⎞

⎜
⎬

⎜
⎠

 

（
又
曰
く�

）
此
次
に
普
通
炭
、
ス
チ
ー
ム
炭
、
塊
炭
、
中
塊
等
に
区
別
せ
る
各
種
の
統

計
報
告
あ
れ
と
も
、
茲
に
之
を
省
略
せ
り
。

�

（
未
完
）
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英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
五
） 

		


（
千
九
百
八
年
、
即
ち
明
治
四
十
一
年
） 

							







貝
嶋
太
市

	

第
六
編　

船
積
及
汽
船
運
賃

	

一　

南
「
ウ
エ
ル
ス
」
各
港
に
於
け
る
石
炭
積
込
入
費　

各
港
に
よ
り
、
又
各
港

中
の
船
渠
に
依
り
、
多
少
の
差
を
免
れ
さ
れ
と
も
、
平
均
一
噸
に
つ
き
約
十
七
銭
と

見
て
可
な
る
べ
し
、
今
其
の
港
別
及
ひ
船
渠
別
に
毎
一
噸
の
費
用
を
列
記
す
れ
は
左

の
如
し
。

港
名
及
船
渠

器　

械

積
込
費

重　

量

測
定
費

埠
頭
税

合　

計

銭

銭

銭

銭

カ
ー
ヂ
フ
港
及
、
ビ
ュ
ー
ト
船
渠

八

一

八

一
七

仝　

ペ
ナ
ス
船
渠

五

一

八

一
四

仝　

パ
ー
リ
ー
船
渠

八

一

八

一
七

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
港

八

一

八

一
七

タ
ル
ポ
ッ
ト
港

八

一

八

一
七

ス
ワ
ン
シ
ー
港

鐡
道
積
込
機

一
四

一

八

二
三

其
他
積
込
機

一
八

一

八

二
七

ブ
リ
ト
ン
港

船
渠
内

八

一

六

一
五

港
内

八

一

三

一
二

バ
ー
ク
ー
港

八

一

八

一
七

二　

石
炭
混
交
費
用　

各
取
扱
者
の
必
要
に
依
り
、
各
種
の
石
炭
を
混
交
し
て
之
を

船
舶
に
積
み
込
む
と
き
は
、
以
上
の
外
尚
若
干
の
経
費
を
要
す
る
こ
と
勿
論
な
り
、

蓋
し
同
一
種
類
の
石
炭
は
同
一
船
渠
の
同
一
線
路
（
鉄
道
）
に
其
の
貨
車
を
連
繋
す

る
を
以
て
、
各
種
の
石
炭
を
混
交
せ
ん
と
す
れ
は
、
此
等
の
各
船
渠
各
線
路
よ
り
、

各
種
の
石
炭
を
搭
載
せ
る
貨
車
を
集
め
来
ら
さ
る
べ
か
ら
さ
る
を
以
て
也
、
今
其
の

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠

賃
銭
率
の
一
班
を
示
せ
は
左
の
如
し
。

		


二
種
の
石
炭
を
混
交
せ
ん
と
す
る
と
き
は　
　
　

一
台
に
付　
　

三
五
厘

		


三
種
以
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

三
〇

		


四
種
以
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

二
五

		


五
種
以
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

二
〇

		


六
種
以
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

一
五

		


七
種
以
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

一
〇

		


八
種
以
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

五

		


九
種
同
以
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

〇

			�




即
ち
同
一
種
類
の
三
台
と
他
種
類
の
七
台
を
混
交
す
る
と
き
は
始
め
の
三
台

は
一
台
に
付
三
銭
宛
計
九
銭
、
残
り
七
台
は
一
台
に
付
一
銭
宛
計
七
銭
、
合

計
十
六
銭
を
要
す
る
割
合
な
り
。

	

三　

船
舶
用
積
込
税
及
陸
上
税　

は
昨
年
一
月
一
日
よ
り
実
施
す
る
も
の
に
し
て

汽
船
と
帆
船
と
に
依
り
其
差
あ
り
、
之
を
各
別
に
記
述
す
れ
は
左
の
如
し
。
但
し
陸

上
け
税
も
亦
之
と
同
率
な
り
。

				




汽
船
の
部

汽
船
の
甲
板
数
一
ツ
な
る
と
き
は

一
噸
に
付

一
〇
〇

厘

同
上
二
ツ
の
と
き

  

明
治
二
十
九
年
後
の
進
水
船
に
て
　

同

一
三
〇

  

五
千
噸
以
上
の
積
込
を
為
す
と
き

其　

他

　

同

一
四
〇

同
上
三
ッ
の
と
き

　

同

一
九
〇

同
上
四
ッ
の
と
き

　

同

二
三
〇

	

若
し
石
炭
が
船
内
の
桶
に
入
れ
ら
れ
た
時
は
、
桶
は
甲
板
同
様
に
算
入
さ
る
べ
し
。

				




帆
船
の
部
｛
二
百
噸
以
下
の
船
舶
は
、
積
込
炭
一
噸
に
付
金
拾
貮
銭
を
課
す
｝

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠
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船  

種

積
込
炭
一
噸
当
り
税
率

登
簿
噸
数

甲
板
数

船
艙
三
個
以
上

使
用
の
時

同
上
二
個

使
用
の
時

同
上
一
個

使
用
の
時

厘

厘

厘

二
百
噸
以
上

千
噸
以
下

一
、

一
一
〇

一
三
〇

一
五
〇

一
半
、

一
二
〇

一
四
〇

一
六
〇

二
、

一
四
〇

一
六
〇

一
八
〇

二
半
、

一
七
〇

一
九
〇

二
一
〇

千
噸
以
上

一
、

一
五
〇

一
七
〇

一
九
〇

一
半
、

一
六
〇

一
八
〇

二
〇
〇

二
、

一
八
〇

二
〇
〇

二
二
〇

二
半
、

二
一
〇

二
三
〇

二
五
〇

三
、

二
三
〇

二
五
〇

二
八
〇

三
半
、

二
五
〇

二
七
〇

三
〇
〇

四
、

二
七
〇

二
九
〇

三
二
〇

	

尚
骸
炭
の
積
込
に
就
て
は
其
の
税
率
を
異
に
す
る
規
則
あ
り
、
千
噸
以
内
の
船
舶

は
甲
板
一
つ
な
れ
は
積
込
炭
一
噸
に
付
三
十
一
銭
、
同
一
つ
半
な
れ
は
同
三
十
四
銭
、

同
二
つ
な
れ
は
同
三
十
六
銭
、
千
噸
以
上
の
船
舶
は
、
甲
板
一
つ
な
れ
は
積
込
炭
一

噸
に
付
三
十
五
銭
、
同
一
つ
半
な
れ
ば
三
十
七
銭
、
同
二
つ
な
れ
は
同
三
十
九
銭
、

同
二
つ
半
な
れ
は
同
四
十
一
銭
、
同
三
つ
な
れ
は
同
四
十
三
銭
を
課
す
こ
と
ゝ
せ
り
。

	

以
上
の
外
船
舶
の
仕
切
り
の
数
に
よ
り
、
或
は
甲
板
積
に
よ
り
、
又
は
数
種
混
交

積
込
に
よ
り
、
各
算
率
を
異
に
し
、
其
の
内
容
頗
ふ
る
複
雑
す
る
も
の
あ
れ
と
も
、

今
一
々
之
を
列
記
せ
す
、
唯
一
の
附
記
す
べ
き
は
、
船
用
炭
積
込
の
税
率
な
り
今
左

に
一
表
を
附
し
て
参
考
に
共
す
。
但
し
以
上
積
込
は
何
れ
も
午
前
六
時
よ
り
午
後
五

時
迄
の
間
に
於
け
る
税
率
な
り
。

⎞

⎜
⎬

⎜
⎠

⎞

⎜
⎬

⎜
⎠

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠

甲
板
数
一

甲
板
数
二

甲
板
数
三

甲
板
数
四

厘

厘

厘

側
積
燃
料
炭

二
一
〇

二
七
〇

三
九
〇

五
一
〇

逆
積
燃
料
炭

一
三
〇

一
六
〇

二
一
〇

二
五
〇

	

四　

南
「
ウ
エ
ル
ス
」
港
に
於
け
る
噸
税　

は
登
簿
噸
数
一
噸
に
付
左
の
如
く
課

税
さ
れ
る
。

船　

種

カ
ー
ヂ

フ
船
渠

ペ
ナ
ス

船
渠

ペ
ナ
ス

港

パ
ー
リ

ニ
ユ
ー

ポ
ー
ト

タ
ル
ボ

ツ
ト

ブ
リ
ン

ト
ン

ス
ワ
ン

シ
ー

ラ
ン
リ

パ
ー
リ

銭

銭

銭

銭

銭

銭

銭

銭

銭

銭

船　等　一

船　帆

百
噸
以
下

六

六

二

六

六

六

一
二

一
二

六

八

二
百
噸
以
下

八

八

二

八

八

八

一
二

一
二

八

八

二
百
噸
以
上

一
二

一
二

四

三

八

一
二

一
二

八

一
二

八

汽
船
二
百
噸
以
上

八

八

四

八

八

八

一
二

一
二

八

八

二　

等　

船

二
〇

二
〇

二
〇

二
〇

一
六

二
〇

一
二

一
八

八

八

三　

等　

船

二
八

二
八

－

二
八

二
八

二
八

一
二

二
〇

－

八

四　

等　

船

三
六
船汽
三
二

三
六

－

三
六

三
六

三
六

一
二

一
二

二
八

－

八

五　

等　

船

一
二

－

一
二

一
二

一
二

一
二

一
二

一
二

－

八

船
舶
燃
料
炭

一
六

－

一
六

一
六

一
六

一
六

一
二

一
四

一
六

八

	

五　

汽
船
運
賃　

以
上
記
述
す
る
諸
費
用
即
ち
器
械
積
込
料
、
重
量
測
定
費
、
埠

頭
税
、
混
炭
費
、
積
込
税
及
ひ
噸
税
等
は
何
れ
も
石
炭
の
船
上
相
場
に
算
入
す
る
こ

と
勿
論
な
れ
は
、
之
を
他
港
に
輸
送
せ
ん
と
せ
は
、
更
に
若
干
の
運
賃
並
に
保
険
料

を
支
払
は
さ
る
可
か
ら
す
、
今
最
近
五
ヶ
年
間
世
界
重
要
各
港
に
至
る
平
均
運
賃
表
を

掲
出
し
、（
附
す
る
其
の
里
程
を
以
て
す
）、
読
者
の
参
看
に
供
す
る
こ
と
ゝ
す
べ
し
。

一
噸
当
り
平
均
運
賃

里
程

三
六
年

三
七
年

三
八
年

三
九
年

四
十
年

里

円　

銭

円　

銭

円　

銭

円　

銭

円　

銭

ス
ト
ツ
ク
ホ
ル
ム

一
、五
〇
八

二
、五
〇

二
、四
二

二
、三
〇

二
、四
二

三
、〇
〇

コ
ー
ペ
ン
ヘ
ー
ゲ
ン

一
、一
一
六

二
、二
四

二
、二
四

二
、六
二

二
、三
六

二
、八
〇

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠

⎞ ⎠

⎞

⎜
⎬

⎜
⎠
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ハ
ン
バ
ー
グ

八
二
一

二
、〇
六

二
、〇
六

二
、一
八

二
、三
六

二
、四
二

ア
ン
ト
ア
ー
プ

五
六
七

一
、九
四

二
、一
二

二
、〇
八

二
、四
〇

二
、四
二

リ
ス
ボ
ン

八
七
三

二
、二
〇

二
、二
四

二
、四
〇

二
、五
八

二
、七
八

シ
ブ
ラ
ル
タ
ル

一
、一
五
二

二
、五
四

二
、五
四

二
、六
四

三
、〇
〇

三
、一
八

セ
ル
セ
ー
ル

一
、八
三
九

二
、八
六

二
、八
六

三
、二
四

三
、四
二

三
、六
八

ネ
ー
ブ
ル
ス

二
、一
三
二

二
、七
八

二
、七
四

三
、一
二

三
、一
八

三
、三
六

マ
ル
タ

…
…

二
、三
〇

二
、三
六

二
、六
二

二
、五
六

二
、八
六

ベ
ニ
ス

二
、八
二
五

三
、二
二

三
、二
〇

三
、六
〇

三
、八
二

四
、〇
六

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル

二
、九
五
〇

二
、七
八

二
、六
二

三
、〇
六

三
、一
六

三
、三
六

オ
デ
ツ
サ

三
、二
一
〇

…
…

三
、八
六

…
…

三
、五
四

…
…

ポ
ー
ト
セ
ツ
ト

三
、〇
八
二

二
、八
〇

二
、六
四

二
、九
二

三
、〇
六

三
、一
八

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア

二
、九
五
九

二
、八
六

二
、七
六

三
、一
二

三
、三
六

三
、五
六

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン

五
、九
七
六

六
、八
二

五
、九
〇

六
、〇
〇

五
、八
二

五
、七
四

ア
デ
ン

甲�

九
、八
六
九

四
、五
八

三
、九
〇

四
、三
六

四
、八
〇

四
、三
〇

乙�

四
、四
二
六

ボ
ン
ベ
ー

甲�

一
〇
、五
二
九

四
、六
二

四
、一
六

四
、六
二

五
、一
二

四
、八
二

乙�

六
、〇
六
二

コ
ロ
ン
ボ

甲　

一
〇
、三
三
〇

四
、八
六

四
、一
二

四
、八
〇

五
、一
二

四
、六
二

乙　
　

六
、五
一
五

セ
ー
ロ
ン

…
…

四
、九
〇

四
、一
二

四
、七
四

五
、一
二

四
、六
八

カ
ル
カ
ツ
タ

甲�

一
一
、四
六
六

…
…

…
…

九
、〇
〇

…
…

…
…

乙�

七
、七
三
〇

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

甲�

一
一
、五
七
四

五
、三
六

五
、八
二

五
、六
二

五
、五
六

五
、二
四

乙�

八
、一
三
二

香
港

甲�

一
二
、八
九
七

八
、五
四

八
、二
四

七
、三
六

六
、二
四

七
、三
二

乙�

九
、五
一
〇

上
海

甲�

一
三
、六
四
七

九
、〇
八

九
、二
四

七
、二
四

…
…

八
、四
〇

乙�

一
〇
、二
六
〇

日
本
（
長
崎
）

甲�

一
三
、八
九
二

一
〇
、〇
四

九
、二
四

八
、二
二

…
…

九
、六
六

乙�

一
〇
、五
〇
五

浦
塩

…
…

一
三
、〇
〇

二
〇
、〇
〇

二
五
、〇
〇

…
…

…
…

桑
港

汽
船

一
三
、四
〇
五

六
、三
六

六
、二
四

六
、二
四

六
、二
四

一
一
、五
〇
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前
表
里
程
表
中
東
洋
各
港
の
分
は
南
亜
仏
利
加
を
迂
回
す
る
も
の
を
甲
と
し
、
ス
エ
ス
運
河
を
通
過
す
る
も
の
を
乙
と
す
。

附
記　
「
カ
ー
ヂ
フ
」
港
よ
り
倫
敦
迄
石
炭
一
噸
当
り
汽
船
運
賃
、
最
高
及
び
最
低
は

左
の
如
し
。最　

高

最　

低

最　

高

最　

低

円　

銭

円　

銭

円　

銭

円　

銭

三
十
五
年

二
、六
二

一
、八
四

三
十
八
年

二
、六
二

一
、七
四

三
十
六
年

二
、四
二

一
、七
四

三
十
九
年

二
、六
二

一
、七
四

三
十
七
年

二
、四
二

一
、六
六

四
十
年

二
、七
四

一
、七
四

	

第
七
編　

各
国
の
石
炭
輸
入
税

	

記
し
て
茲
に
至
り
、
主
要
各
国
、
若
し
く
は
我
か
日
本
と
特
別
関
係
あ
る
各
国
の

石
炭
輸
入
税
に
つ
き
特
に
之
を
一
瞥
す
る
の
要
あ
る
を
感
し
、
左
に
一
表
を
制
出
す
。

輸
入
国
名

輸
入
炭
の
産
地

一
噸
当
り

輸 

入 

税銭

亜
米
利
加
（
コ
ン
ゴ
ー
港
）

英
国
炭

四
七

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国

同

ナ
シ

墺オ
ー
ス
ト
リ
ア

匈

石
炭

同

ナ
シ

煉
炭

同　
（
二
二
二
ポ
ン
ド
当
た
り
）

一
〇

ベ
ル
ヂ
ャ
ム

同

ナ
シ

ブ
ラ
ジ
ル

同

ナ
シ

バ
ル
ガ
リ
ヤ

燃
料
用

同

一

鉱
物
溶
解
用

同

ナ
シ

チ
リ
ー

同

ナ
シ

支
那

亜
細
亜
産

三
五

其　

他

八
四

亜
細
亜
の
製
煉
炭

七
〇

コ
ー
ク
ス
亜
細
亜
以
外

七
〇

同　

亜
細
亜
以
外

一
、二
六

仏
領
支
那
印
度

何
れ
の
産
何
れ
の
種
類
に
て
も

四
七

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠
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コ
ロ
ン
ビ
ア

同

ナ
シ

キ
ュ
バ

同

ナ
シ

デ
ン
マ
ー
ク

同

五
一

コ
ー
ク
ス

同

八
三

シ
ヤ
ワ

同

ナ
シ

マ
デ
イ
ラ

同

ナ
シ

ス
マ
ト
ラ

同

ナ
シ

仏
国

同

四
七

独
逸

同

ナ
シ

ハ
イ
チ

同　
（
千
ポ
ン
ド
に
付
）

五
、〇
〇

伊
太
利

同

ナ
シ

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

石
炭
は

ナ
シ

骸
炭
は

四
七

メ
キ
シ
コ

何
れ
の
産
何
れ
の
種
類
に
て
も

ナ
シ

モ
ロ
ツ
コ

同

ナ
シ

ノ
ル
ウ
エ
ー

同

ナ
シ

ペ
ル
シ
ヤ

同

ナ
シ

ヒ
リ
ツ
ピ
ン
島

石
炭
骸
炭
と
も

五
〇

ポ
ル
チ
ュ
カ
ル

石
炭
は
何
れ
の
産
に
て
も

七
八

コ
ー
ク
ス
及
煉
炭
は
同

八
八

ロ
シ
ア

骸
炭
（
バ
ツ
チ
ツ
ク
海
に
来
る
も
の
）

一
、四
六

同
（
黒
海
方
面
）

五
、九
〇

同
（
東
亜
方
面
）

二
、九
四

石
炭
、
骸
炭
、
其
他
（
白
海
輸
入
）

ナ
シ

ス
ペ
イ
ン

何
れ
に
し
て
も

一
、〇
〇

ス
マ
タ
ラ

何
れ
に
し
て
も

ナ
シ

ス
エ
イ
デ
ン

同

ナ
シ

ス
イ
ツ
ル
ラ
ン
ド

同

ナ
シ

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠

北
米
合
衆
国

無
煙
炭

ナ
シ

其
他
の
石
炭
炭
素
九
十
二
以
上
の
分

一
、三
八

骸
炭

不
明

次
に
英
国
よ
り
英
国
殖
民
地
に
輸
送
す
る
石
炭
に
就
き
、
各
殖
民
別
の
輸
入
税
を
左

に
附
記
す
。輸

入
国
名

輸
入
炭
の
産
地

一
噸
当
り

輸 

入 

税
銭

オ
ホ
ス
ト
ラ
リ
ア
ン

石
炭
及
煙
炭

ナ
シ

骸
炭

二
、〇
〇

カ
ナ
ダ

骸
炭
及
無
煙
炭

ナ
シ

粉
炭

一
六

普
通
炭

七
九

セ
ー
ロ
ン
嶋

一
切

ナ
シ

フ
ト
ジ
ー
嶋

同

ナ
シ

シ
ブ
ラ
ル
タ
ル

同

ナ
シ

香
港

同

ナ
シ

印
度

同

ナ
シ

ジ
ヤ
マ
イ
カ

同

ナ
シ

マ
ル
タ
嶋

同

ナ
シ

ナ
タ
ル

石
炭
（
二
〇
〇
〇
封
度
に
付
）

一
、五
〇

骸
炭
及
煉
炭
（
同　

上
）

一
、〇
〇

ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

一
切

ナ
シ

海
峡
殖
民
地
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

同

ナ
シ

ツ
ラ
ン
ス
バ
ー
ル

石
炭
（
二
〇
〇
〇
封
度
に
付
）

一
、五
〇

骸
炭
及
煉
炭

一
、〇
〇

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠
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英
国
炭
坑
視
察
要
録
（
六
） 

		


（
千
九
百
八
年
、
即
ち
明
治
四
十
一
年
） 

							







貝
嶋
太
市

	

第
八
編　

無
煙
炭

	

一　

産
額　

南
「
ウ
エ
ー
ル
ス
」
に
於
け
る
無
煙
炭
の
産
額
は
普
通
炭
産
額
の
約

一
割
に
し
て
、
全
英
国
無
煙
炭
産
額
の
九
割
を
占
め
最
近
一
千
九
百
七
年
、
即
ち
明

治
四
十
年
の
産
額
は
、
三
百
四
十
九
万
八
千
余
噸
に
達
し
た
り
。
今
十
ヶ
年
間
の
産

額
を
列
記
し
て
、
全
英
国
産
額
を
対
す
る
比
較
を
産
出
す
れ
は
左
の
如
し
。

年
次

南
ウ
エ
ル
ス

ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

全
英
国
計

南
ウ
エ
ル
ス
の

全
英
産
額
に

対
す
る
歩
合

噸

噸

噸

噸

噸

三
一
年

一
、八
〇
五
、四
九
〇

二
〇
七
、二
四
〇

一
〇
〇
、〇
〇
六

二
、一
一
二
、七
三
〇

八
五
、四

三
二

二
、一
一
三
、七
二
〇

二
一
三
、四
四
五

九
一
、三
四
二

二
、四
一
八
、五
〇
七

八
七
、四

三
三

二
、二
〇
三
、四
六
八

二
二
六
、九
四
三

九
二
、七
三
九

二
、五
二
三
、一
五
〇

八
七
、三

三
四

二
、二
五
四
、〇
六
六

二
二
四
、七
八
〇

八
六
、六
一
六

二
、五
六
五
、四
〇
二

八
七
、九

三
五

二
、五
九
六
、六
六
五

二
三
三
、八
一
九

九
二
、一
六
七

二
、九
二
二
、六
五
一

八
八
、七

三
六

二
、五
七
二
、八
〇
〇

二
三
九
、八
二
九

八
八
、三
七
七

二
、九
〇
一
、〇
〇
六

八
八
、七

三
七

二
、六
二
六
、八
五
一

二
四
二
、九
八
七

九
二
、四
一
四

二
、九
六
二
、二
五
二

八
八
、七

三
八

二
、七
八
九
、一
七
八

二
四
五
、六
三
五

七
七
、二
四
一

三
、一
一
二
、〇
五
四

八
九
、六

三
九

三
、〇
四
二
、二
一
六

二
六
〇
、三
九
二

七
四
、九
一
五

三
、三
七
七
、五
二
三

九
〇
、一

四
〇

三
、四
九
八
、二
五
八

二
七
四
、七
八
六

七
七
、三
九
三

三
、八
五
〇
、四
三
七

九
〇
、八

	

二　

炭
質　

南
「
ウ
エ
ー
ル
ス
」
産
の
無
煙
炭
を
分
析
せ
し
結
果
、
其
の
種
類
別

成
績
表
は
左
の
如
し
。

グ
エ
ン
ヅ
ン
ス
層

ス
ワ
ン
シ
層

赤
層

炭
素
分

九
二
、三
〇

九
〇
、五
〇

八
九
、〇
〇

揮
発
分

四
、三
〇

四
、九
〇

五
、八
〇

硫
黄
分

〇
、八
〇

一
、〇
〇

一
、五
〇

灰
分

一
、七
〇

二
、三
〇

二
、七
〇

水
分

〇
、九
〇

一
、三
〇

一
、〇
〇

計

一
〇
〇
、〇
〇

一
〇
〇
、〇
〇

一
〇
〇
、〇
〇

	

三　

商
業
上
の
類
別　

無
煙
炭
は
其
の
取
引
上
の
慣
例
に
よ
り
、
多
く
の
炭
山
に

て
左
の
如
く
区
別
せ
ら
る
。

円
炭

直
径
二
寸
乃
至
四
寸
（
機
械
に
て
区
別
す
）

同　

約
三
寸
の
も
の
（
機
械
に
よ
ら
ぬ
不
規
則
の
も
の
）

栗
炭

同　

七
分
乃
至
一
寸
五
分
（
独
逸
向
き
の
も
の
）

同　

七
分
乃
至
二
寸
（
パ
リ
向
き
の
も
の
）

同　

一
寸
五
分
乃
至
二
寸
強
（
其
他
の
仏
国
向
き
の
も
の
）

豆
炭

同　

一
分
乃
至
三
分

摩
沙
炭

以
上
の
分
に
入
ら
さ
る
細
小
の
粉
炭

	

四　

炭
価　

ス
ワ
ン
シ
ー
及
ひ
カ
ー
ヂ
フ
に
於
け
る
船
渡
し
直
段
に
付
き
、
本
年

一
月
よ
り
三
月
迄
三
ヶ
月
間
に
於
け
る
、
毎
月
上
下
両
半
月
に
区
別
せ
し
平
均
炭
価

は
左
の
如
し
。

一
月

二
月

三
月

上
季

下
季

上
季

下
季

上
季

下
季

塊

マ
ル
チ
ン
グ

一
四
、六
二

一
一
、三
六

一
三
、八
六

一
三
、八
六

一
三
、五
〇

一
三
、五
〇

ス
ワ
ン
シ
ー

一
一
、二
四

一
一
、三
六

九
、五
〇

九
、六
二

八
、一
八

七
、七
四

赤
層

九
、七
四

八
、八
六

八
、〇
〇

七
、五
〇

七
、〇
〇

六
、三
六

円
塊

器
械
撰

一
一
、二
四

一
二
、七
四

一
二
、三
六

一
二
、一
二

一
一
、七
四

一
一
、五
〇

其
他

一
一
、五
〇

九
、八
六

九
、七
四

九
、〇
〇

八
、八
六

八
、〇
〇

栗
炭

器
械
撰

一
三
、六
二

一
三
、二
四

一
二
、六
二

一
二
、二
四

一
一
、〇
二

一
一
、五
〇

其
他

一
一
、二
四

一
〇
、五
〇

一
〇
、五
〇

一
〇
、〇
〇

九
、五
〇

八
、〇
〇

豆
炭

七
、三
六

七
、五
〇

七
、二
四

六
、六
二

六
、六
二

六
、七
四

粉
炭

二
、五
〇

二
、五
〇

二
、三
六

二
、三
六

四
、一
二

二
、〇
〇

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠
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五　

輸
出　

明
治
三
十
六
よ
り
本
年
迄
五
ヶ
年
間
、
英
国
無
煙
炭
の
輸
出
港
別
数

量
は
左
の
如
し
。

南
ウ
エ
ル
ス
諸
港

ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド

其
他
各
港

計

噸

噸

噸

噸

三
六
年

一
、二
二
五
、二
八
三

二
八
、〇
七
五

一
、〇
八
七

一
、二
五
四
、四
四
五

三
七
年

一
、二
七
三
、〇
一
一

四
一
、四
九
八

一
、二
二
六

一
、三
一
五
、七
三
五

三
八
年

一
、四
一
二
、九
六
四

六
四
、〇
一
四

一
、三
九
八

一
、四
七
八
、五
七
六

三
九
年

一
、七
五
二
、九
八
一

九
三
、五
七
二

五
、四
七
二

一
、八
五
二
、〇
二
五

四
〇
年

一
、九
九
九
、六
八
七

一
二
三
、七
三
九

四
、四
七
七

二
、一
二
七
、九
〇
三

	

以
上
表
示
す
る
処
に
拠
れ
は
、
無
煙
炭
の
輸
出
高
は
年
々
若
干
の
増
加
を
示
せ
る

事
、
及
産
額
の
約
半
部
を
輸
出
せ
る
事
を
了
知
す
べ
し
。
尚
此
の
輸
出
炭
が
何
れ
の
方

面
に
仕
向
け
ら
る
ゝ
や
を
見
る
が
為
め
、
最
近
二
ヶ
年
の
統
計
を
示
せ
は
左
の
如
し
。

ス
ワ
ン
シ
ー
港

ラ
ン
リ
ー
港

三
十
九
年

四
十
年

三
十
九
年

四
十
年

露

国

九
、七
一
三

九
、〇
二
六

…
…

…
…

瑞ス
ウ
ェ
ー
デ
ン典

六
五
、六
六
四

九
〇
、〇
三
九

二
六
、一
四
三

二
九
、九
〇
五

諾ノ
ル
ウ
ェ
ー威

四
、二
八
六

一
一
、七
八
九

七
一
六

四
六
八

丁デ
ン
マ
ー
ク抹

一
〇
、三
七
〇

一
一
、三
二
三

一
、三
三
八

五
、四
〇
二

独

逸

一
八
三
、〇
九
六

一
九
四
、八
〇
三

二
九
、五
七
一

三
四
、一
〇
五

仏
蘭
西

六
三
九
、三
四
三

七
二
八
、五
三
七

四
九
、二
九
〇

五
〇
、五
〇
八

西
班
牙

四
〇
、二
〇
〇

六
三
、五
三
七

…
…

…
…

伊
太
利

三
三
一
、六
一
七

四
〇
九
、一
九
四

…
…

…
…

埃エ
ジ
プ
ト及

三
、〇
八
一

一
二
、三
五
一

…
…

…
…

孟ボ
ン
ベ
イ買

四

…
…

…
…

…
…

国米

太
平
洋
方
面

二
二
、四
六
四

一
八
、三
一
〇

…
…

…
…

大
西
洋
方
面

…
…

六
、〇
一
三

…
…

…
…

日

本

…
…

二
一
一

…
…

…
…

新シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

嘉
坡

…
…

一
〇

…
…

…
…

其
他
合
計

一
、五
四
〇
、七
九
九

一
、七
六
一
、九
九
〇

一
七
一
、八
八
八

一
五
四
、七
七
六

⎞

⎜
⎬

⎜
⎠

⎞

⎜
⎬

⎜
⎠

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠

	

第
九
編　

骸
炭

	

一　

産
額　

全
英
国
に
於
け
る
骸
炭
の
製
造
高
、
及
ひ
其
の
価
格
、
並
に
原
料
用

石
炭
の
数
量
に
付
、
我
が
明
治
三
十
九
年
の
統
計
に
よ
り
、
重
要
地
方
を
列
記
す
れ

は
左
の
如
し
。

地
方
別

原
料
用
炭
量

製
造
高

同
価
格

噸

噸

噸

ダ
ー
ハ
ム

九
、八
五
八
、四
三
五

六
、二
九
一
、三
五
九

四
六
、四
〇
〇
、八
九
〇

ヨ
ー
ク

五
、六
八
七
、一
五
九

三
、一
二
六
、六
七
四

一
八
、八
五
二
、六
七
〇

ラ
ン
カ
ス
タ
ー

二
、九
六
六
、六
八
五

一
、五
五
七
、九
八
二

八
、四
五
一
、九
二
〇

其
他
三
十
七
ヶ
所
を
加
へ
た
る

全
員
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

三
〇
、九
四
六
、六
九
五

一
七
、〇
四
〇
、六
八
二

一
一
〇
、七
九
三
、二
八
〇

ウ
ェ
ー
ル
ス

グ
ラ
モ
ル
ガ
ン

一
、三
七
五
、二
九
九

八
四
五
、九
六
四

六
、一
五
六
、〇
四
〇

其
他
十
一
ヶ
所

一
、五
九
六
、八
三
八

九
五
九
、三
二
一

六
、九
一
五
、四
四
〇

ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
（
三
十
二
ヶ
所
）

二
、五
〇
八
、四
八
四

一
、一
七
三
、三
四
五

六
、七
〇
〇
、六
二
〇

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
三
十
二
ヶ
所
）

三
三
〇
、七
九
六

一
一
八
、一
二
二

一
、〇
二
九
、二
二
〇

全
英
国
百
六
十
ヶ
所
合
計

三
五
、四
〇
二
、六
七
七

一
九
、二
九
六
、五
二
六

一
二
五
、四
九
一
、一
六
〇

前　

年

三
三
、四
五
二
、九
四
三

一
八
、〇
三
七
、九
八
五

一
〇
六
、二
五
七
、九
九
〇

	

二　

製
造
窯
の
数
（
三
十
九
年
調
）

イ
ン
グ
ラ
ン
ド

ダ
ー
ハ
ム

一
四
、三
九
二

ツ
エ
ル
ス

グ
ラ
モ
ル
ガ
ン

一
、七
六
八

ラ
ン
カ
ス
タ
ー

一
、四
六
九

其
他
計

一
、八
九
三

ヨ
ー
ク

五
、四
五
六

ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド

一
、三
二
〇

其
他
計

二
六
、五
一
五

全
英
国
計

二
九
、七
二
八

	
前
年
の
合
計
三
一
、〇
六
〇
に
比
し
、
八
、六
六
八
を
減
し
た
り
。

	
三　

南
「
ウ
エ
ー
ル
ス
」
産
の
分
析
結
果　

は
左
の
如
し
。

	
炭
素
分	

揮
発
分	

灰
分	

硫
黄
分	

ス
ポ
ラ
ス�

計

	

九
二
、一
八	

〇
〇
、五
〇	

六
、五
〇	

〇
〇
、八
〇	

〇
〇
、二
〇�

一
〇
〇

	

四　

輸
出
品
の
価
格　

昨
年
一
月
以
来
の
平
均
相
場
は
左
の
如
し
。

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠

⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠
⎞ ⎜ ⎬ ⎜ ⎠
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四
十
年

特
別
製

並
製

フ
ロ
ネ
ス
用

ガ
ス
、
コ
ー
ク
ス

　
　
　

円

　
　
　

円

　
　
　

円

　
　
　
　

円

一
月

一
五
、七
四

…
…

一
〇
、五
〇

六
、二
四

二
月

一
七
、〇
〇

一
三
、五
〇

一
一
、七
四

六
、三
六

三
月

一
五
、一
二

一
四
、五
〇

一
一
、二
四

六
、六
二

四
月

一
五
、一
二

一
三
、七
四

一
〇
、六
二

七
、五
〇

五
月

一
五
、〇
〇

一
三
、三
六

一
〇
、五
〇

七
、八
六

六
月

一
五
、〇
〇

一
三
、二
四

一
〇
、五
〇

八
、〇
〇

七
月

一
五
、〇
〇

一
三
、二
四

一
〇
、五
〇

九
、〇
〇

八
月

一
四
、三
六

一
二
、三
六

一
〇
、五
〇

八
、五
〇

九
月

一
四
、三
六

一
二
、三
六

一
〇
、五
〇

八
、五
〇

十
月

一
四
、一
二

一
二
、三
六

一
〇
、五
〇

八
、三
六

十
一
月

一
三
、〇
〇

一
一
、七
四

九
、八
六

七
、七
四

十
二
月

一
二
、八
六

一
一
、二
四

九
、七
四

四
十
一
年

一
月

一
二
、七
四

一
〇
、〇
二

九
、一
二

…
…

二
月

一
二
、五
〇

一
〇
、一
二

八
、五
〇

…
…

三
月

一
二
、八
六

一
〇
、一
四

八
、五
〇

…
…

因
に
記
す
本
年
十
月
二
十
七
日
「
カ
ー
ヂ
フ
」
港
の
輸
出
価
格
は
下
の
如
し
。

特
許
十
二
円
乃
至
十
二
円
五
銭
、
並
製
八
円
二
十
七
銭
乃
至
十
円
、
フ
ワ
ネ
ー
ス

用
七
円
六
十
二
銭
乃
至
八
円
二
十
四
銭

編
者
曰
く　

本
編
の
原
稿
に
は
尚
幾
多
の
調
査
表
あ
り
、
頗
ふ
る
詳
密
な
る
観
察
を

試
み
た
る
も
の
な
れ
と
も
、
諸
材
料
掲
載
の
都
合
に
依
り
、
時
に
省
略
せ
し
も
の
多

か
り
し
は
遺
憾
な
り
、
幸
に
執
筆
者
と
、
読
者
と
の
諒
恕
を
乞
ふ
。


